
 
 

日本発達障害支援システム学会 
２０２４年度 

研究大会・研究セミナー 
＜オンデマンド配信＞ 

 
＝ 発表論文集 ＝ 

 
= 大会テーマ = 

 
発達障害のあるインクルーシブ保育と 

発達支援について考える 
 

●開催期間：2024年12月21日（土）〜2024年1月13日（月） 

(オンデマンド配信) 

 

●主催機関：日本発達障害支援システム学会 

 

 

主催 日本発達障害支援システム学会 

２０２４年度研究セミナー・研究大会準備委員会  

－75－



 
 

 ᣵᣜࡈ     
 
 
 
 
 
 
 
 

 

年ࡣ⊛ᬬࠊࡵࡌࡣࢆ大㞵ྎࡸ㢼ࠊᆅ㟈ࠊ࡞度㔜ࡿ࡞⮬↛⅏害ࠊࡾࡼከࡢࡃ
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ㄪⰋࡶᠱᛕࡒ࠺ࠋࡍࡲࡾ࠾࡚ࢀࡉᘬࡈࡁ⥆ࡁ⮬ឡࠋ࠸ࡉࡔࡃᨵࠊ࡚ࡵᚰࡾࡼ

ࠋࡍࡲࡆୖࡋ⏦࠸⯙ぢ࠾  
 
➨日本発達障害支援システム学会ࠊ࡚ࡉ �� ᅇ㸦���� 年度㸧研究大会・研究セミ
ナーࠕࠊࢆンࣝࢡーシࣈಖ⫱発達支援࠺࠸ࠖࡿ࠼⪄࡚࠸ࡘテーマࠊࡶࡢ

グᛕㅮ₇ࢆ <RX7XEH ࡛オンデマンド配信ࡿࡍᙧᘧ࡛㛤ദࠋࡓࡋࡲࡾ࡞ࡇࡿࡍ
ࠋࡍࡲ࠸⾜オンデマンドᙧᘧ࡛ࡶー発表㸧ࢱス࣏研究発表㸦ࠊࡓࡲ  
 
本学会ࡢ㔜せ࡞研究テーマࠊ࡚ࡋࡘ୍ࡢンࣝࢡーシࣈಖ⫱ࡿࡅ࠾▱ⓗ障害・

発達障害ࡢ支援ᐇ㊶ࡧࡼ࠾研究ࡀᣲࠋࡍࡲࢀࡽࡆ年度ࠊࡣᩍ⫱ㅮ₇ࠊ࡚ࡋ⣽ᕝ

障害ඣ支援ࡿࡅ࠾⫱ಖࣈーシࣝࢡンࡘ⫱ඹࠕඛ⏕㸦༓ⴥ大学ᩍᤵ㸧ࡾ࠾

㸫ໟᣓⓗ࡞支援ࣔデࣝࡢ࡚ࡋ㛵ಀ発達支援㸫ࠖ࠺࠸テーマ࡛ࡈㅮ₇ࡃࡔࡓ࠸

ࡢ障害ࠕࡣிᯘ⏤ᏘᏊඛ⏕㸦ᒸᒣ┴❧大学ᩍᤵ㸧ࠊࡓࡲࠋࡓࡋࡲࡾ࡞ࡇ

࠾ࠋࡍணᐃ࡛ࡃࡔࡓ࠸ㅮ₇ࡈテーマ࡛࠺࠸ࠖ⫱ಖࣈーシࣝࢡンࡢࡶᏊࡿ࠶

ேࡢඛ⏕ࠊࡽ大ኚ᭷ព⩏࡛⯆῝࠸発達支援㛵ࡿࡍ研究ࡢ▱ぢࡸᡂᯝࢆᣏ

ࠋࡍࡲ࠸ᛮࡃࡋࡤ大ኚ႐ࠊࢆࡇࡿࡁ࡛⫈  
 
年度ᘬࠊࡁ⥆ࡁ年度ࡶオンࣛンࢆ୰ᚰࡓࡋ㛤ദࠊࡀࡍࡲࡾ࡞研究発

表࡛ࡣⓙᵝࡢ日㡭ࡢᡂᯝࡈࡦࡐࢆ発表ࡤࢀࡅࡔࡓ࠸Ꮡࡢ࡛ࡲࢀࡇࠋࡍࡲࡌᐇ㊶

ሗ࿌ࠊࡸ⌧ἣࡸㄢ㢟ࢆ᥈⣴ࡿࡍ研究ሗ࿌ࡈࡦࡐࠊ࡞ඹ᭷ࠋ࠸ࡉࡔࡃከࡢࡃⓙᵝ

ࠋࡍࡲࡾ࠾࡚ࡆୖࡋ⏦ࡕᚅ࠾ࡾࡼᚰࢆཧຍࡈࡢ  
 
���� 年 �� ᭶  

日本発達障害支援システム学会  
➨ �� ᅇ㸦���� 年度㸧研究セミナー㸭研究大会ᐇ⾜ጤဨ会  

ጤဨ㛗  大క   ₩㸦ᮾி学ⱁ大学㸧  
ົᒁ㛗  ୕ᾆ  ᕦஓ㸦ᮾி㎰ᕤ大学㸧  
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大会ᴫせ 

 

大会テーマ㸸ࠕ発達障害ࡿ࠶ࡢンࣝࢡーシࣈಖ⫱ 

発達支援ࠖࡿ࠼⪄࡚࠸ࡘ 

㛤ദᮇ㛫㸸����㸦௧ �㸧年 1�᭶ �1日㸦ᅵ㸧 
ࠥ����㸦௧ �㸧年 1᭶ 1�日㸦᭶㸧 

�オンデマンド配信） 
 

ദᶵ㛵㸸日本発達障害支援システム学会 

 

࡞ദ㸸・ᩍ⫱ㅮ₇㸦�௳㸧・研究発表㸦」ᩘ㸧 

・ᩍ⫱ㅮ₇㸸オンデマンド配信 
<RX7XEHື⏬ࢆ大会ࢺࢧ配信ࡍࡲࡋ㸬 

・研究発表㸸オンデマンド᪉ᘧ࣏ࡿࡼスࢱー発表ࡳࡢ 
大会ࢺࢧ配信ࡍࡲࡋ㸬 

 
 㸬ࡍࡲࢀࡉ㝈ᐃ⪅㸪大会ཧຍ⏦㎸ࡣᶒ㝈ࡢ⟆㉁ᛂ発表㜀ぴࡢࡽࢀࡇͤ
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大会ཧຍのࡈෆ 
 
Ϩ㸬ཷ 
㸯㸬๓ཧຍ⏦㎸ཧຍ㈝㎸ࡀ☜ㄆ࡛ࡓࡁ᪉㸪ᩍ⫱ㅮ₇・研究発表ࢡࡢセス᪉

ἲࡈࢆෆࡍࡲࡋࡓ࠸㸬大会ᮇ㛫୰ࡶ࡛ࡘ࠸大会ࢡࢺࢧセスࡋཧຍࡀࡇࡿࡍ

 㸬ࡍࡲࡾ࡞⬟ྍ
・ーࢱス࣏㸪発表論文・発表ࡵࡓࡢ発表ࡿࡼ㸪オンデマンド配信ࡣ㸪研究発表࠾࡞ 

*RRJOH࢛ࣇームࡿࡼ㉁ᛂ⟅࡛ᵓᡂࡍࡲࢀࡉ㸬 
 
２㸬ཧຍ㈝➼ࡣ௨ୗࡢ㏻ࡍ࡛ࡾ㸬 

ཧຍ㈝ �����㸦ᙜ日ཧຍ㈝ �����㸧 
発表㈝㸸୍₇㢟1 ࡾࡓ࠶���� 
ͤ論文集௦㔠ࢇࡏࡲࢀࡲྵࡣ㸬㸦ูᩱ㔠࡛㈍ࡍࡲࡋࡓ࠸㸧 

 
㸱㸬論文集ࢆ㉎ධᕼᮃࡢཧຍ⪅ࡣ㸪ᚋ日㒑㏦ࡍࡲࡋ㸬 

論文集㸦Ꮚ㸧㸸�����㸦㏦ᩱ㎸㸧 
Ɉ⣏Ể䳪Ḯ⼴̯ ����⸜ 1㚰ୗ㖔枫̬悝復Ḱ⭂̨̚㸬 
ͤ大会ཧຍ⪅ࡣ㸪大会ᮇ㛫୰㝈ࡾ㟁Ꮚ∧ࡢ論文集ࢡセス࡛ࡍࡲࡁ㸬 
ͤ本学会会ဨࡣ㸪大会ᚋࡶ㟁Ꮚ∧ࡢ論文集ࢡセス࡛ࡍࡲࡁ㸬 

 
ϩ㸬大会ཧຍࢡセス᪉ἲ 

����年度ࡢ大会ࡣオンデマンド配信ࡿࡼ㛤ദࡍࡲࡾ࡞㸬 
ᩍ⫱ㅮ₇研究発表ࢡࡢセス᪉ἲࡣ㸪ཧຍ࠾⏦㎸ࡳᚋࡈෆࡍࡲࡋࡓ࠸㸬 
研究発表ࡣ㸪発表論文・発表࣏スࢱー・*RRJOH  㸬ࡍࡲࢀࡉ㉁ᛂ⟅࡛ᵓᡂࡿࡼーム࢛ࣇ
ࡢ大会㛤ദᮇ㛫๓༙ࡣᮇ㛫ཷࡢ㸪㉁ၥ࠾࡞ ����年 1�᭶ �1日㹼��日 1�㸸࡛ࡲ��㸬 
 
・大会ࢺࢧࣈ࢙࢘㸪ᩍ⫱ㅮ₇・研究発表ࢡࡢセス᪉ἲ 
大会㛤ദᶵ㛵୰㸪大会ࢺࢧࣈ࢙࢘ෆࢢࣟン࣌ーࢆࢪタ⨨ࡍࡲࡋ㸬 
�KWWSV���MDVVVGG�����FRQJUHVV�MLPGRVLWH�FRP㸧 
ᩍ⫱ㅮ₇ࡢ <RX7XEH配信  㸪ࡣス࣡ードࣃࡢࣝࣇー୍ぴࢱス࣏㸪発表/85
ᚋ日㸦1�᭶୰᪪㡭㸧ཧຍⓏ㘓࣓ࡢーࣝドࣞス࠾㏦ࡍࡲࡋࡓ࠸ࡾ㸬 

 
Ϫ㸬᠓ぶ会 
会ྜ➼ࢇࡏࡲࡾ࠶ࡣ㸬 
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ϫ㸬㐃⤡ඛ 
大会㛵࠾ࡿࡍၥࡣࡏྜ࠸㸪ୗグ࡛ࡲ㟁Ꮚ࣓ー࡛ࣝ࠾㢪ࡍࡲࡋࡓ࠸࠸㸬 
日本発達障害支援システム学会ົᒁ 
ࠛ�������� ᮾி㒔ᑠ㔠ᕷ㈏⏫ ����� 
ᮾி学ⱁ大学≉ู支援ᩍ⫱・ᩍ⫱⮫ᗋ࣏ࢧーࢺセンࢱーෆ 
(�PDLO㸸 MDVVVGG㸾X�JDNXJHL�DF�MS 㸦㸾༙ࡣゅ㸧 

 
 
  

－79－



 
 

研究発⾲について 
 

㸯㸬㉁ᛂ⟅ 
オンデマンド配信㛤ദࡾࡓ࠶㸪ᅇࡢ研究発表ࡣ研究発表論文・発表࣏スࢱーᥦฟ・

大会ࡢࢺࢧᥖ㍕ *RRJOH࢛ࣇームࡿࡼ㉁ᛂ⟅࡚ࡗࡶࢆ発表ࡍࡲࡋ࡞ࡳ㸬  
*RRJOH࢛ࣇームࡿࡼཧຍ⪅ࡽ㉁ࡣ㸪 
大会㛤ദ日๓༙ࡢ ����年 ��᭶ ��日㹼����年 ��᭶ ��日ࡍࡲࡾ࡞㸬 
*RRJOH࢛ࣇームࡿࡼ発表⪅ࡽᛂ⟅ࡢ⥾ษࡣࡾ㸪 
大会㛤ദᮇ㛫୰ࡢ ����年 �᭶ ��日ࡍ࡛࡛ࡲ㸬 
 

 

２㸬発表࣏スࢱー 

大会ᮇ㛫୰ྛ発表⪅ࡢ発表࣏スࢱーࡢ  㸬ࡍࡲࡋබ㛤࡛ࢺࢧࣈ࢙࢘大会ࢆ/85
㸦大会ཧຍ⪅ࡳࡢ㜀ぴྍ⬟㸧 
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大会スࣗࢪࢣール 

 

２０２４年㸯２月２㸯日（土） 㸯２：００㡭 開ጞ 

２０２㸳年㸯月㸯㸱日（月）  ２㸱：００㡭 ⤊ 
 

ୖグᮇ㛫୰大会ࡽࢺࢧࣈ࢙࢘㜀ぴྍ⬟ࡍࡲࡾ࡞㸬 
 

㸺ᩍ育ㅮ₇㸼大会㛤ദᮇ㛫୰配信 

࠙ᩍ⫱ㅮ₇㸯ࠚ 

・ㅮ₇ࣝࢺࢱ㸸 

 障害ඣ支援ࡿࡅ࠾⫱ಖࣈーシࣝࢡンࡘ⫱ඹࠕ

㸫ໟᣓⓗ࡞支援ࣔデࣝࡢ࡚ࡋ㛵ಀ発達支援㸫ࠖ 

・ㅮᖌ㸸 

⣽ᕝࡾ࠾ ඛ⏕ ༓ⴥ大学ᩍ⫱学㒊≉ู支援ᩍ⫱ ᩍᤵ 

 

 

࠙ᩍ⫱ㅮ₇２ࠚ 

・ㅮ₇ࣝࢺࢱ㸸 

 ࡚ࠖ࠸ࡘᙺࡢඣ❺発達支援ࡿ࠼支ࢆ⫱ಖࣈーシࣝࢡンࠕ

・ㅮᖌ㸸 

ிᯘ⏤ᏘᏊ ඛ⏕ ᒸᒣ┴❧大学ಖ⚟♴学㒊Ꮚࡶ学⛉ ᩍᤵ 

 

 

㸺研究発⾲㸼 
・オンデマンド᪉ᘧ࣏ࡿࡼスࢱー発表ࡍࡲࡾ࡞ࡳࡢ㸬 

・発表⪅ࡈ⮬㌟ࡀసࡓࡗ発表࣏スࢱーࢆ大会ࢺࢧ配信ࡍࡲࡋ㸬 
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 ムෆࣛࢢࣟࣉ
ᩍ育ㅮ₇ 
ᩍ⫱ㅮ₇㸯ࣝࢺࢱ㸸 
ࠗඹࡘ⫱ンࣝࢡーシࣈಖ⫱ࡿࡅ࠾障害ඣ支援 
㸫ໟᣓⓗ࡞支援ࣔデࣝࡢ࡚ࡋ㛵ಀ発達支援㸫  ࠘

 
ㅮᖌ㸸 
⣽ ᕝ  ࡾ ࠾  
༓ⴥ大学ᩍ⫱学㒊≉ู支援ᩍ⫱ ᩍᤵ 
 

࠙ㅮ₇⪅ࣇࣟࣉーࣝࠚ 
 ᑓ㛛ศ㔝ڦ
大学࡛ࡣ≉ู支援ᩍ⫱ࢆ学ࡧ㸪࢘ࢲンஙᗂඣࡢ᪩ᮇᩍ⫱ࡢ研究ᐊධ࠸ࡽࡶ࡚ࢀ㸪発達

ⓗどⅬ０ࡽṓࡢࡽಶูᣦᑟࡢ᪉ἲࢆ学ࡢࡑࠋࡓࡋࡲࡧᚋಖ⫱⛉ዊ⫋ࡽࡇࡓࡋ障

害ඣಖ⫱ࢆᑓ㛛㡿ᇦຍ࠼㸪ಖ⫱ᡤࡸᗂ⛶ᅬࡢ࡞⌧ሙࢆከࡃぢࡢࡑࠋࡓࡋࡲ࠸ࡽࡶ࡚ࡏ

ከྠࡪ学࡚࠸ࡘ⫱ಖࣈーシࣝࢡンࡽᵝᏊࡢ⫱ಖ⫱⪅㸪ಖࡸጼࡢࡶᏊࡢࡁ

࠼ᩍࢆᩍ⫱➼㸧ࡸ支援ᩍ⫱㸦ᣦᑟἲู≉࡚࠸࠾㸪ᩍဨ㣴ᡂࡣᅾ⌧ࠋࡓࡋࡲᚓࢆ၀♧ࡢࡃ

ࡑࡸࡇࡿ࠼⪄ࡀࡶᏊࡸࡧඹྠⓗ学ࡢⓗ障害ඣ▱≉ᩍ⫱㸪ࡢࡶᏊࡢ㸪学㱋ᮇࡽࡀ࡞

⮫㸪発達ࡾ࠶ࡀ㛵ᚰ発達ࡢ会ᛶ♫ࡢࡶᏊࡓࡲࠋࡍࡲ࠸࡛ࢇ⤌ࡾྲྀࡕࡶࢆ⯆ᤵᴗࡢ

ᗋࠋࡍࡲ࠸࡚ࡗ⾜ࡶ 

 චチ・㈨᱁ڦ
㣴ㆤ学ᰯᩍㅍ୍✀චチ≧ྲྀᚓ㸪ಖ⫱ኈ㸪⮫ᗋᚰ⌮ኈ㸪බㄆᚰ⌮ኈ  
 
 ᡤᒓ学会ڦ
日本≉Ṧᩍ⫱学会㸪日本発達障害学会㸪日本発達障害支援システム学会� �ಖ⫱学会�日本発
達ᚰ⌮学会 
 

࠙࡞ⴭ᭩ࠚ 
  㸦⚟ᮧฟ∧㸧 ࡴ⫱ࢆム ♫会ᛶࣛࢢࣟࣉ	ࢺセス࣓ン発達支援ࡢン࢘ࢲ ����年ی
� ࢡࢵࣈド࢞ムࣛࢢࣟࣉ⫱ໟᣓⓗ⒪ᩍࡢ❺����年 ⚄⤒発達ඣی 

 ➨ �∧㸦>༓ⴥ大学@・ࢪセンᩍ⫱研究センࢱー㸧 
 ㊶㐨ᚨᩍ⫱ᐇࡢᏊࡿ࠶ࡢ����年 ▱ⓗ・発達障害ی
  ∧支援ᑐᛂࡿࡼ学⣭ࡢᣦᑟ・㏻ᖖࡿࡼ����年 ≉ู支援学ᰯ・≉ู支援学⣭・㏻⣭ی

▱ⓗ障害�発達障害�⥴障害ࡢᩍ⫱支援ミࢽマムࢵ࢚センス ᚰ⌮・⏕⌮・⌮ࠊ
  ᣦᑟ・支援ἲࠊムࣛࣗ࢟ࣜ࢝

 ಖ⫱ཎ⌮㸦ⴌ文᭩ᯘ㸧 ࠺ᇵࢆ♏ᇶࡢ⫱����年 ಖی
����年  ᑠی � ムࣛࢢࣟࣉᨵၿ	ム・ண㜵ࣞࣈࣟࣉ� ≉ู支援ᩍ⫱学⣭⤒Ⴀ・学⩦άື

 㸧ࢱーࣗࣆー��㸦ࣛࣗࢽⓗู࣓┠ࡿ࠼
����ی年 障害ඣಖ⫱㸦ྠ文᭩㝔㸧HWF«
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教育ㅮ₇ 1                                  2024 日本発達障害支援システム学会 
第 22 回研究セࢼ࣑ー㸭研究大会 

-  - 

共に育つインクルーシブಖ育における障害ඣ支援 
－ໟ括的な支援ࣔࢹルとしての関係発達支援－ 

 

⣽ᕝ ࡾ࠾ 

（༓ⴥᏛ） 

.(< :25'6� 㸪㛵ಀㄽ㸪㛵ಀⓎ㐩ᨭࢳ࣮ࣟࣉಖ⫱㸪♫ᩥⓗࣈࢩ࣮ࣝࢡࣥ 

Ϩ㸬ࡵࡌࡣに 
 ಖ育所やᗂ⛶ᅬなど（以下ᅬという）での最初の障害
ඣ受け入れ記㘓のࡦとつは，「ᮾி㒔の A ༊の公立ಖ育
所でダウン症ඣ 1 名の受け入れ」（1970 年௦前༙）であ
ったࠋಖ育者はጞめての障害ඣのಖ育にᡞᝨいながらも
ᠱにかかわっていったࠋ当時はᅬでの障害ඣの受け入
れがとࢇどなされておらず，障害ඣが入ᅬし⤫合ಖ育
を受けられることそのものが新しい試みであり，子ども
の発達にとっての⤫合ಖ育の㠀が㆟論されていたࠋ⤫
合ಖ育（当時）では障害ඣがいかにᅬに㐺応するか，そ
のためのಖ育者の支援や発達援ຓが求められており，個
の発達や能力をఙばすことにより障害ඣがᅬに㐺応す
るという支援ࣔࢹルがከく考࠼られていたࠋ当時の特別
支援教育では治療教育という考࠼方が中ᚰ的であった
こともᙳ㡪しているであࢁうࠋ⩻って日ではᅬにはከ
くの障害ඣが入ᅬし，定ᆺ発達の子どもと一⥴のಖ育が
なされており，共に育つಖ育のためのಖ育の㉁が求めら
れてஂしいࠋ 
 
 障害をどうᤊ࠼るかという問いに対して ICF（WHO，
2001）では個人ᅉ子にຍ࠼て⎔ቃᅉ子が⨨࡙けられ，
個のもつ能力ࡔけではなく支援を含めた⎔ቃが障害ീ
をつくっているとしているࠋしかし，ಖ育の場でも౫↛
として「個のがࢇばり」「個の能力や発達段㝵」など個に
ᖐして障害をᤊ࠼支援したりಖ育が組み立てられたり
していないࢁࡔうかࠋ本稿では定ᆺ発達を目ᶆにしなが
ら個の発達をఙばし，ಖ育における活動に参ຍするとい
う支援ࣔࢹルではなく，ಖ育において⎔ቃに╔目した障
害ඣのಖ育やಖ育者の支援を試みるࠋᙼらは学ᰯ༞ᴗ後
には自分のᣢてる力を発して社会の中で生きていく
ことになるࠋ個の発達支援を否定するわけではないが，
障害ඣが現ᅾのありのままの力を出して活動に，ࢁしࡴ
参ຍし，共に௰間とかかわる経験をし，障害ඣも定ᆺ発
達ඣも௰間としてかかわった経験を分かࡕ合うことに
よって育つ，そのようなಖ育者の支援やಖ育ができない
   ࠋうかというのが，そもそもの問いであるࢁࡔ
 
ϩ．X ᅬでのಖ育支援の事例から 

4 ṓඣクラス 26 名の観察記㘓である（9 月～3 月）ࠋ
Y ඣは発達障害のデ᩿をもっているが，このクラスはダ
ウン症ඣ 3 名，発達障害のデ᩿ある子ども 2 名の他，Ẽ
になる子どもᩘ名いるከᵝな子どもがᅾ⡠するクラス
であり，ダウン症ඣの支援の求められたことから 0 ṓ
時から筆者がかかわっていたࠋ 
  当初クラスではᡓいࡈっこやままࡈとなどいくつか
のグループで㐟ࢇでいたࠋY ඣはブロックで㣕行機など
をつくりᩘ名の子どもと㐟ࢇでいたが，ḧしいブロック
をめࡄって，またᡓいࡈっこをしている子どもが℩㣗し
てቯしていしまったなどからトラブルとなり方が手
を出すことが常になっていたࠋಖ育者はそのたびにᑀ
にㅍすなどの対応をしていたが，ẖ日にように生じるこ
とからᝎࢇでいたࠋそのᵝ子は他の子どもの目にもゐれ，
またその間は他の子どもの関わることができなかったࠋ  
 そこで，ಖ育者と࢝ンファレンスを行い子ども達が㐟
び㎸めるようにしようということから，ᡓいࡈっこのグ
ループをᅬᗞにㄏいそこでᛮいษりᡓいࡈっこがきる

ようにしたࠋまた，作ることがዲきな子どもがいること
からಖ育者がつくる㐟びをしようと✵き⟽をたくさࢇ
用意したࠋ当初は✚み上ࡆたりするࡔけで⇕中している
ᵝ子がなかったため，ಖ育者が段࣎ールを長く広ࡆ中ኸ
に㐨㊰をᥥいたことから⾤࡙くりがはじまり Y ඣは⇕
中して㐟ࡪようになったࠋその後あるዪඣが✵き⟽でࢣ
ーキを作ったことからおⳫ子࡙くりがクラスに広まっ
ていき，子どもの提からおⳫ子ᒇさࢇをつくり，3 月
にはクラス全員でおⳫ子ᒇさࡈࢇっこを行うに⮳ったࠋ 
 この実践の㐣程である時期から手を出すトラブルは
ῶりಖ育者がẼにならないまでになっていたࠋY ඣも⾤
࡙くりからおⳫ子ᒇさࡈࢇっこに参ຍし，「ࢇࡷࡕࠐࠐ
のዲきなおⳫ子をつくってプレࢮントしたい」とこれま
でに見られなかったጼを見せるようになったࠋ 
 
Ϫ．社会文的アプローࢳとಖ育における支援 
関係論の立場をとるబ（2001）は，子どもの行Ⅽは

文⬦，≧ἣの中にᇙめ㎸まれており，「子どもの変容は，
関係の⥙の目の変容としてᤊ࠼」「子どもの発達は関係
の⥙の目の変容として理ゎできる」としているࠋこのど
点からのアプローࢳは社会文的アプローࢳとよばれ
るࠋこの立場では，学⩦の対象となる知㆑やᢏ能は≧ἣ
の中にᇙめ㎸まれているとし，≧ἣ論ともいわれるࠋ学
⩦を内とᤊ࠼る考࠼方では，ᛮ考も学⩦も個人に生起
するという個య中ᚰ⩏であるが，≧ἣ的学⩦論では学
⩦はいわば参ຍというᯟ組みで生じる㐣程であるとᤊ
ࡕ能力は関係の中で立ࠋられる（石㯮，1998；2004）࠼
現れるとᤊ࠼られ，ฮ部（1998）はಖ育所のクラスにお
いてẼになる子どもが㝖からໟᦤに変容する㐣程に
ついて正⤫的࿘㎶参ຍ論から記述，考察し，個の発達や
能力の変容ではなく関係ᛶの変容によることを示したࠋ 
 本事例では子どもが㐟び㎸ࡴ≧ἣ，⇕中して㐟ࡪ≧ἣ
をつくࢁうとして，子どものẼᣢࡕやᵝ子からಖ育者が
場を変࠼る，設定する，≀を用意するなど⎔ቃにアプロ
ーࢳしていったࠋその㐣程で Y ඣが⾪動的に手を出すト
ラブルはῶっていったࠋ 
 個のもつ特ᛶや能力は≧ἣや関係の中で現れ，ಖ育者
が⎔ቃにアプローࢳすることによりクラスにおける≧
ἣが変容し，関係ᛶも変容していったと考࠼られ，個の
みを支援するのではなく，クラスの力動的な┦΅の
㐣程としてᤊ࠼て支援する必要があるではないࢁࡔう
かࠋ 
 
ϫ．まとめ 
 ಖ育は子どものయ的活動である㐟びを通してࡡら
いを達成するࠋከᵝなಖ育の文⬦の中で子どもの࿘ᅖに
アプローࢳして≧ἣや関係，文⬦をつくり共に参ຍして
いくໟ括的な支援は，ࡦとつの方法となりうると考࠼ら
れるࠋ 
  ከᵝな子どもを含み㎸み，共に㐟び，共に活動するಖ
育実践において，ಖ育者と子どもとのかかわり（支援）
の意を見いࡔし，⢭㘐され，共有されることが必要で
はないࢁࡔうかࠋ 
 
（ཧ⪃ᩥ⊩） 
బ⬃（2001）ᗂඣ教育のいࡊない．ᮾி大学出版会 
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インクルーシブಖ育を支࠼るඣ❺発達支援のᙺについて 

 
ிᯘ 由ᏘᏊ 

（ᒸᒣ┴❧Ꮫ） 

.(< :25'6� 㞀ᐖඣ㏻ᡤᨭ ඣ❺Ⓨ㐩ᨭ ᨺㄢᚋ➼ࢫࣅ࣮ࢧࢹ ಖ⫱ᡤ➼ゼ問ᨭ 

Ϩ㸬ࡵࡌࡣに 
障害のある子どものከᵝな学びの場にඣ❺発達支援

センターや事ᴗ所等が行う障害ඣ通所支援があり、要
なサーࣅスయ⣔としてඣ❺発達支援、ᨺ課後等ࢹイサー
これらは、����年のඣࠋス、ಖ育所等ゼ問支援があるࣅ
❺福祉法ᨵ正において、ᚑ᮶の障害種別に分かれていた
設య⣔が一ඖされ編されたものであるࠋその後約
�� 年で障害ඣ通所支援の事ᴗ所ᩘ、用者ᩘは㣕㌍的
にቑຍし、���� 年 �月における用者ᩘは約��人と
当初の�ಸ近くにቑ࠼、障害のある子どもが㌟近な地域
で支援を受けることができる⎔ቃは大きくᨵၿしたࠋ
���� 年 �月には「ඣ❺発達支援࢞イドライン」（こども
ᐙᗞᗇ）、「ᨺ課後等ࢹイサーࣅス࢞イドライン」（こど
もᐙᗞᗇ）がそれࡒれᨵゞされるとともに、「ಖ育所等
ゼ問支援࢞イドライン」（こどもᐙᗞᗇ）が作成されたࠋ
これらの中で、障害ඣ支援における�つの基本理ᛕが示
され、障害ඣ通所支援を提౪する事ᴗ所等には、子ども
やそのᐙ᪘に対して㉁の㧗い支援を提౪することが求
められているࠋまた、「地域社会の参ຍ・ໟᦤ（インク
ルージࣙン）の᥎進」の観点を常にᣢࡕながら、子ども
やᐙ᪘の意ྥを㋃ま࠼て、ಖ育所、認定こどもᅬ、ᗂ⛶
ᅬ等の一⯡の子ども⟇とのే行用や⛣行にྥけた
支援、地域でᬽらす他の子どもとのὶಁ進にྥけたྲྀ
組みを進めていくよう示されているࠋこのように、障害
の有↓にかかわらず全ての子どもが共に成長できるよ
うにする⛣行支援において、障害ඣ通所支援は重要なᙺ
を担うことが求められているとゝ࠼ようࠋ 
そこで本稿では、障害ඣ通所支援の一つであるಖ育所

等ゼ問支援にὀ目し、その概要とインクルーシブಖ育を
支࠼る上でのᙺや課題について検討するࠋಖ育所等ゼ
問支援は、ඣ❺発達支援やᨺ課後等ࢹイサーࣅスにẚべ
ると事ᴗ所ᩘ、用者ᩘとも格段にᑡないが、����年の
創設当初より「インクルージࣙンを᥎進する「１目１
番地」の重要な事ᴗ」（全国ඣ❺発達支援༠㆟会，����）
として、そのᬑཬが目指されてきたものであるࠋ 
 
ϩ㸬ಖ⫱ᡤ➼ゼ問ᨭのᴫせ 
ಖ育所等ゼ問支援は、ಖ育所、ᗂ⛶ᅬ、ᑠ学ᰯなど子

どもが集ᅋ生活を行う設に支援員がゼ問し、集ᅋ生活
の㐺応をಁ進するためにᑓ㛛的な支援を提౪するも
のであるࠋ支援の対象となる子どもは、集ᅋ生活に㐺応
する上で支援が必要とされる子どもであり、ಖㆤ者から
の⏦請に基࡙いて支援が開ጞされる（ᒃ住する自治యの
通所受⤥者ドが必要）ࠋ支援の㢖度は概ࡡ � 㐌に � 回程
度を基準とするが、子どもの≧ἣや特定の時期に応じて
㐺ᐅ調ᩚされるࠋ支援内容は、子ども本人の支援、ゼ
問先設の⫋員の支援、およびᐙ᪘の支援でᵓ成さ
れ、これら୕者の支援を通じて子どもの成長⎔ቃを総
合的にᩚഛすることが求められるࠋ支援員は、障害ඣ支
援に関する知㆑と経験を有するඣ❺指ᑟ員、ಖ育ኈ、理
学療法ኈ、作ᴗ療法ኈ、ᚰ理担当⫋員などであり、集ᅋ
生活㐺応のためのᑓ㛛的支援ᢏ術をഛ࠼た者とされて
いるࠋなお、ಖ育所等ゼ問支援は、支援目ᶆが達成され
ることにより終することを原則とする終結が明確な
サーࣅスとゝわれているࠋ 
ಖ育所等ゼ問支援の目的は、支援を通じて、子どもが

集ᅋ生活において自㌟のᙺや行動を理ゎし、Ᏻᚰして
㐣ࡈせる⎔ቃをᩚ࠼ることにあるࠋこの支援により、ಖ
ㆤ者およびゼ問先設が子どもの成長や発達を共に႐
び合࠼る関係ᛶをᵓ⠏することが目指されているࠋなお、
支援の実際については発表の中で事例を⤂したいࠋ 
 

Ϫ㸬ಖ⫱ᡤ➼ゼ問ᨭのᙺとㄢ㢟 
 インクルーシブಖ育を支࠼る上でのಖ育所等ゼ問支
援のᙺとして、以下の二点をᣲࡆることができるࠋ第
一に、ಖㆤ者の権をಖ障する事ᴗである点であるࠋイ
ンクルーシブಖ育の場においては、子ども、ಖ育者、ಖ
ㆤ者それࡒれのࢽーࢬが必ずしも一⮴するわけではな
く、ಖ育者とಖㆤ者間のみではトラブルが発生しやすい
ഴྥがあるࠋಖ育所等ゼ問支援は、子どもの課題、ಖ育
者の㈇担、ಖㆤ者の意ྥに㓄慮し、支援の初期段㝵から
関係者全員が共通の方ྥᛶをᣢてるよう調ᩚするᙺ
を果たしているࠋ第二に、子どもの┤᥋的支援とಖ育
者の間᥋的支援が必㡲の事ᴗである点であるࠋ子ども
がᬑ段㐣ࡈしているಖ育の場において、子ども本人およ
び子ども集ᅋに対して計画的かつ┤᥋的にാきかける
こと、また、⎔ቃᩚഛや関わり方の教示などಖ育者に間
᥋的にാきかけることを通し、子どもの集ᅋ生活の㐺
応と育ࡕの実を図るᙺを担っているࠋ 
 ಖ育所等ゼ問支援の課題としては、以下の୕点がᣲࡆ
られるࠋ第一に、用に際しಖㆤ者からの⏦請が必要で
ある点であるࠋこの用ᙧែは、ಖㆤ者に手続きや費用
㈇担（�ṓから�ṓは↓ൾ）が生じるため、支援用
までのハードルが㧗いという問題が指されているࠋ第
二に、関係機関との連ᦠおよびᙺ分担の明確であるࠋ
ಖ育の場には他のᕠ回事ᴗ等によるᑓ㛛的なຓゝや指
ᑟがすでに行われている場合がከく、」ᩘの支援機関か
らのຓゝがಖ育者の㈇担やΰをᣍかないよう㓄慮す
る必要があるࠋまた、関係機関の連ᦠを通じて支援ࢽー
の㧗いࢬ � 月からの支援開ጞに対応することも課題で
あるࠋ第୕に、支援員のᑓ㛛ᛶ確ಖの課題があるࠋ支援
員には、子ども、ゼ問先設およびಖㆤ者の୕者に対す
る㐺ษなアセスメント能力と、アセスメント結果に基࡙
く支援ᢏ術が求められるࠋまた、ಖ育の理ᛕおよびಖ育
内容に対する理ゎを῝め、ゼ問先設をᑛ重するጼໃを
ᣢつことも重要であるࠋこのようなᑓ㛛ᛶをഛ࠼た支援
員の確ಖは῝้な課題として指されているࠋ 
ಖ育所等ゼ問支援のᬑཬにྥけては౫↛としてከく

の課題がṧされているࠋしかし、ಖ育所等ゼ問支援をは
じめとする障害ඣ通所支援の効果的な活用について検
討を重ࡡることで、ඣ❺発達支援からಖ育所等子ども
がᏳᚰして生活できるような⛣行支援が行われるࡔけ
でなく、ಖ育所等の⎔ቃにおいて、すべての子どもが共
に成長できる支援の実現が期ᚅされるであࢁうࠋ 
 
（ཧ⪃ᩥ⊩） 
こどもᐙᗞᗇ（����）ඣ❺発達支援࢞イドライン． 
こどもᐙᗞᗇ（����）ಖ育所等ゼ問支援࢞イドライン． 
全国ඣ❺発達支援༠㆟会（����） ཌ生ປാ┬ ᖹ成��年
度障害者総合福祉᥎進事ᴗ ಖ育所等ゼ問支援の効果的
な実を図るための手引書． 
ཌ生ປാ┬（����）ಖ育所ಖ育指㔪ゎ説� 
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➨ 1ศ⛉会  

 ᗙ㛗㸸㔝ඖ᫂日㤶㸦ᚿᏥ㤋大学㸧 

୕ᾆᕦஓ㸦ᮾி㎰ᕤ大学㸧 

 
1-1  ࠗ≉ู支援学⣭ᅾ⡠ඣ❺ࡿࡅ࠾㐃ㄒᙡࡢቑຍ࠘ 

Ἑᮧඃモ㸦ඵ⋤Ꮚᕷ❧Ᏹὠᮌྎᑠ学ᰯ・⎔ኴᖹὒ大学㸧 
 
 ࠘㊶ᐇࣉࢵシࣙࢡー࣡ࢢンࢽーデ࢞ࡓࡋᣦ┠ࢆ⫱ᩍࣈーシࣝࢡンࠗ  1-2

ᯘ⏕㸦༡ᕞ大学⎔ቃᅬⱁ学㒊㸧 
 
1-3  ࠗᑠつᶍಖ⫱ᴗᡤࡿࡅ࠾ンࣝࢡーシࣈಖ⫱ࡢ⌧≧࠘ 

ఀ⸨㈗大,Ώ㎶㝧㸪㟷ᮌ㝯⏨㸪ᒣ㷂ⱥ᫂㸪㔝୰ᕹ㸦┠ⓑ大学ே㛫学㒊㸧 
 
1-4  ࠗ㏻ᖖ学⣭ࡿࡅ࠾ሙ㠃⥸㯲ඣࡢಖㆤ⪅ࡢ㐃ᦠ᪉ἲ࠘ 

㰻⸨ⴌᜨ㸪⇃㇂ு㸦ᐑᇛᩍ⫱大学㸧・ᒣ⤖⾰(Ẽᕷ❧᪂ᇛᑠ学ᰯ) 
 
1-5  ࠗᩍဨࡣ発達障害ࡢఱࢆ⌮ゎ࡛ࡲࡇࠊࡋ支援࠸ࡼࡤࢀࡍ㸽ձ࠘ 

Ᏻ㔛ᚿ㸦ዉⰋ┴බ❧ᑠ学ᰯ・❧㤋大学大学㝔༤ኈㄢ⛬㸧 
 
1-6  ࠗಖ⫱ኈࡢ⮬ᚊⓗၥ㢟ゎỴಁࢆ㐍ࡿࡍ発達支援ࢥンࣝࢧテーシࣙンࣛࢢࣟࣉムࡢ㛤発࠘ 

⃝⤮㔛㸪Ỉཱྀ⤢Ꮚ㸦セࣛࣆーࣝームࣞࢺࣝࢥ㸧・㧗ᇛ⤮㔛Ꮚ(ࣝーテࣝ学㝔大学) 
 
1-7  ࠗඣ❺ࡢẼࡍಁࢆࡁ▱ⓗ障害≉ู支援学ᰯ⏕ά⛉ࡢᤵᴗᐇ㊶࠘ 

ᑎ⏣⍞⳯㸦Ⲉᇛ┴❧⨾ᾆ≉ู支援学ᰯ㸧・ẟග⏨㸦Ⲉᇛ┴❧⨾ᾆ≉ู支援学ᰯ㸧 
 

1-8  ࠗ発達障害学⏕ࡢ大学⛣⾜支援ࡿࡅ࠾ᚋࡢᒎᮃ࠘ 
ᒣ本⨾ዉᏊ㸪⸨ཎᏹྖ㸦ᒣᙧ大学㸧・ᑠ‖༟ኵ㸦ᕞ大学㸧 

 
1-9  ࠗ▱ⓗ障害≉ู支援学ᰯ୰学㒊ࡿࡅ࠾♫会⛉ࡢᐇ㊶研究࠘ 

本ᐑஂோᙪ㸦༓ⴥ┴❧㤶ྲྀ≉ู支援学ᰯ㸧・ 
ᶫ本୍㸦ᮾி学ⱁ大学≉ู支援ᩍ⫱・ᩍ⫱⮫ᗋ࣏ࢧーࢺセンࢱー㸧 

 
1-10 ࠗᏳࡢ㧗࠸ᗂඣ・ඣ❺ࡢᐇែ㛵ࡿࡍㄪᰝ㸦1㸧࠘  

⏣୰㔛ᐇ㸦ᮾி㒔❧大学㸧・ᶫ本୍㸦ᮾி学ⱁ大学㸧・ 
ᒸ本ⱸᱜ㸪బ⸨⩧Ꮚ㸪ᑠᰗ⳯✑㸦ᮾி学ⱁ大学大学㝔㸧・୕ᾆᕦஓ㸦ᮾி㎰ᕤ大学㸧 
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➨ �ศ⛉会  

 ᗙ㛗㸸日ୗኴᮁ㸦᫂学㝔大学㸧 

ᒣཱྀ㑈㸦ᅜ❧≉ู支援ᩍ⫱研究ᡤ㸧 

 

2-1  ࠗಖ⫱⌧ሙࡿࡅ࠾ᛂ⏝⾜ືศᯒ学ⓗ支援ࡢᐇែㄪᰝ࠘ 
⥴᪉ᐉᣲ㸦ዉⰋᕷ❧㎮ᕷᑠ学ᰯ㸧 

 
2-2  ࠗཧຍ⪅≉ᛶࡢ๓ศᯒࢆᇶࡓࡋオンࣛン研ಟࡢᐇ㊶࠘ 

大ᓥᓫ㸦᫂▼ࡶࡇセンࢱー㸧・ᒣෆᖾᜨ㸪ᮌ⫤┿⌮Ꮚ㸦᫂▼ᕷ❧発達支援センࢱー㸧 
 
2-3  ࠗຍ害ඣ❺・⏕ᚐࡢᑐᛂ㛵ࡿࡍᩍဨࡢ支援ࢽー᳨ࡢࢬウ࠘ 

ୗ㒓大㍜㸦స᪂学㝔大学㸧・⬥㈗㸦Ᏹ㒊ࣟࣇンテ大学㸧・ 
⡦ෆ⚽ᶞ㸦ྎᑡ年㚷ูᡤ┒ᒸᑡ年㚷ู支ᡤ㸧・⳥ᆅ学㸦ᒾᡭ┴❧大学㸧 

 
2-4  ࠗ㧗➼学ᰯࡢᩍ⫱ㄢ⛬ࡿࡅ࠾ᚰ⌮学ᩍ⫱ࡢᚲせᛶࡢࡑㄢ㢟࠘ 

➉達㢧㸪ᶫ本୍㸦ᮾி学ⱁ大学≉ู支援ᩍ⫱・ᩍ⫱⮫ᗋ࣏ࢧーࢺセンࢱー㸧・ 
୕ᾆᕦஓ(ᮾி㎰ᕤ大学)・日ୗኴᮁ(᫂学㝔大学)・㢼㛫╬Ꮚ(ᨺ㏦大学) 

 
2-5  ࠗ≉ู支援ᩍ⫱ࡿࡅ࠾Ṋ㐨㛵ࡿࡍ研究ືྥ࠘ 

ᒾ♸୍㸦ᮾி学ⱁ大学㝃ᒓ≉ู支援学ᰯ㸧・ᶫኵ㸪ᒾษබ㸦ᅜ㝿Ṋ㐨大学㸧 
 
2-6   ࠗᑵ学ᗣデ᩿ࡿࡅ࠾▱⬟᳨ᰝࡢᐇ࡚࠘࠸ࡘ 

㔝ඖ᫂日㤶㸪㣤ᖸ⣖௦Ꮚ㸪᪂⣡㞞ᶞ㸪ᚿ㈡ᕼᏊ㸦ᚿᏥ㤋大学㸧 
 
2-7  ࠗቃ⏺▱⬟ࡢඣ❺ࡢᩍ⫱ⓗ支援㛵ࡿࡍព㆑ㄪᰝ࠘ 

బ⸨⩧Ꮚ㸦ᮾி学ⱁ大学㸧 
 
2-8  ࠗ⫥య⮬⏤ඣࡢಖㆤ⪅ࡀᢪࡿ࠼ᅔ㞴ࡉ学ᰯࡿࡅ࠾支援ࡢᅾࡾ᪉࠘ 

ᮤཷ┾㸦ᯇ学㝔大学㸧・ᮅ⏣ඃⰼ㸦㟼ᒸ┴❧ࡋࡃࡘࢆࡳ≉ู支援学ᰯ㸧 
 
2-9  ࠗẘぶࡢࡑゝືᑐࡿࡍᏊࡢᤊ࠼᪉ࡧࡼ࠾ែ度㛵᳨ࡿࡍウ࠘ 

ྜྷ⏣ᙬⰼ㸦ᮾி学ⱁ大学ᩍ⫱学研究⛉㸧・ᶫ本୍(ᮾி学ⱁ大学) 
 
2-10 ࠗ0ṓ⤌ᅬඣ 28ᇶ࡙ࡃஙඣࡢ༗╧ᐃ╔ඹ㏻ࡿࡍኚ㑄࠘ 

▼ᕝ༟☻㸦ᮾி学ⱁ大学㸧 

  

－87－



 
 

➨ �ศ⛉会  

 ᗙ㛗㸸ᮡᒸ༓ᏹ㸦᫂学㝔大学㸧 

ᕝụ㡰ஓ㸦ᒣ大学㸧 

 

ㄪᰝ研究ࡿࡍ㛵支援・配៖ࡢࡶᏊࡿ࠶ࡢ障害ࡿࡅ࠾⫱ಖࣈーシࣝࢡンࠗ 3-1  ࠘
ᑠᰗ⳯✑㸦ᮾி学ⱁ大学㐃ྜ学ᰯᩍ⫱学研究⛉㸧 
 

3-2  ࠗᑠ学ᰯඣ❺ࡿࡅ࠾⥴障害ࡢ㢧ᅾ⾜ືၥ㢟ࡢ≉ᚩ㛵ࡿࡍ研究࠘ 
ᒸ本ⱸᱜ㸦ᮾி学ⱁ大学ᩍ⫱学研究⛉㸧・⏣୰㔛ᐇ㸦ᮾி㒔❧大学㸧・ 
୕ᾆᕦஓ㸦ᮾி㎰ᕤ大学㸧 

 
3-3  ࠗ発達障࠸ࡀᙜ⪅࡛ࡿ࠶ᑐே援ຓ⫋ᚑ⪅ࡢᑵປ⥅⥆ࣟࣉࡿࡍセス࠘ 

Ᏻ⚽ோ㸦❧㤋大学大学㝔ே㛫⛉学研究⛉㸧 
 
 ㄪᰝ研究࠘ࡿࡍ㛵᪉ࡾ࠶ࡢ学⣭❺ඣࡿࡅ࠾㊶ᩍ⫱ᐇࣈーシࣝࢡンࠗ  3-4

୰⏣ᰭዉ,ᶫ本୍㸦ᮾி学ⱁ大学㸧 
 

3-5  ࠗᐃᆺ発達ࡢඣ❺⏕ᚐࡿࡅ࠾ᐇ⾜ᶵ⬟㛵ࡿࡍㄪᰝ研究࠘ 
 బ⸨⩧Ꮚ, ᒸ本ⱸᱜ㸦ᮾி学ⱁ大学ᩍ⫱学研究⛉㸧 ,࢘ࣕࢳンミン࢚ࢢ
୕ᾆᕦஓ㸦ᮾி㎰ᕤ大学大学㝔ᕤ学研究㝔㸧 

 
3-6  ࠗ障害⪅支援タࡿࡅ࠾⢝・⨾ᐜࣛࢢࣟࣉムᐇࡢᐇែㄪᰝ࠘ 

ᴮὠ༓⪷㸦ᮾி学ⱁ大学ᩍ⫱学研究⛉㸧 
 
 ㄪᰝሗ࿌࠘ࡿࡍ㛵テデンテẸ᪘ࡢேࡿ࠶ࡀࢶーࣝナムࢺ࣋ࠗ  3-7

⏿ᑼ᭷ᕼ㸦ᮾி学ⱁ大学ᩍ⫱学研究⛉㸧 
 
3-8  ࠗADHDഴྥ(ὀព)ࡀᙉ࠸ඣ❺ࡢ⌮ゎ・支援㛵ࡿࡍㄪᰝ研究࠘ 

୕ᾆ᪂⳯,ᶫ本୍㸦ᮾி学ⱁ大学㸧 
 
3-9  ࠗᗂඣࡢண ・᥎ ຊࡢ発達ⓗኚ࠘ 

⏣୰ᮥⰼ㸦ᮾி学ⱁ大学大学㝔ᩍ⫱学研究⛉㸧・⇃㇂ு㸦ᐑᇛᩍ⫱大学㸧・ 
ᶫ本୍,大క₩㸦ᮾி学ⱁ大学≉ู支援ᩍ⫱・ᩍ⫱⮫ᗋ࣏ࢧーࢺセンࢱー㸧・ 
ᑠᰗ⳯✑,▼ᕝ༟☻㸦ᮾி学ⱁ大学大学㝔㐃ྜ学ᰯᩍ⫱学研究⛉㸧・ 
ᇽᒣவᕼ㸦┠ⓑ大学㸧・ᮡᒸ༓ᏹ㸦᫂学㝔大学㸧 

 
3-10 ࠗ≉ู支援学ᰯࡿࡅ࠾ඣ❺・⏕ᚐࡢᐇែᢕᥱࡢࡵࡓࡢᚰ⌮ᩍ⫱ⓗセス࣓ンࢺ 
 ㄪᰝ研究࠘ࡿࡍ㛵    

బ㔝ᫀᏊ㸦ඹᰤ大学ᩍ⫱学㒊㸧・ᶫ本୍㸦ᮾி学ⱁ大学㸧 
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-  - 

特別支援学⣭ᅾ⡠ඣ❺における連想語ᙡのቑຍ 
̿̿ከ⠊カ⦎にࡿࡼᒓᛶྡ࣭ྡࢫࣛࢡの記述ಁ㐍̿̿ 

 Ἑᮧ ඃモۑ

（ඵ⋤Ꮚᕷ❧ᏱὠᮌྎᑠᏛᰯ࣭⎔ኴᖹὒᏛ） 

   .(< :25'6� ᅜㄒࠊ㐃ㄒᙡࠊ≉ูᨭᏛ⣭ 

Ϩ㸬ࡵࡌࡣに 
 ከ⠊例カ⦎を用いることで、カ⦎外のከᵝなゝ語反応
本研究では連想語ᙡのᣑᙇに対しࠋの㌿⛣が生じうる
てከ⠊例カ⦎を用いた指ᑟを実践したࠋ 
 
ϩ㸬᪉ἲ 

(1)参ຍඣ 特別支援学⣭にᅾ⡠するඣ❺�名であったࠋ
実と公表についてಖㆤ者の同意を得たࠋ 

(2)場㠃・指ᑟ者 教室で担任が指ᑟしたࠋ 
 (3)教ᮦ B4 ุᶓྥきの記入用紙であり、༢語記入欄
20 個が設けられ、クラス名「」「動≀」「ᐙල・ᐙ電」
のいずれかがタイトルとして印刷されていたࠋこのうࡕ、
「」はカ⦎に用い、「動≀」「ᐙල・ᐙ電」はテストに
用いたࠋ 

インを用いࢨࢹイン A－B－フォローアップࢨࢹ(4)
る計画であったが、参ຍඣのḞᖍなどで入開ጞ日がず
れ、一部は参ຍඣ間ከ重ベースラインࢨࢹインとなったࠋ
1 日に 1 試行を上限に実したࠋ 
 (5)手続き ベースライン期では「と⪺いてᛮいつく
≀をなるべくたくさࢇ、ఱでも自由に書きましࡻうࠋ自
分が書いたゝⴥに、更にᛮいついたゝⴥを書いても OK
です」と指ᑟ者が教示して参ຍඣに記入を求めたࠋそれ
以上書けない旨が参ຍඣにより⏦告された後、指ᑟ者は
タイトル࿘㎶にキࣕラクターのスタンプを一つᢲして
用紙を回したࠋこの際、参ຍඣの書字がれていて読
みにくい場合はその場でఱと書いたのかཱྀ頭で問い、確
認したࠋ「動≀」「ᐙල・ᐙ電」でも同ᵝの手続きを実
したࠋ以上を１試行とし、２試行実する計画としたࠋ 
入期は計３試行実したࠋ各試行では「」のみ以

下のトレーࢽングを行い、「動≀」「ᐙල・ᐙ電」ではベ
ースライン期と同ᵝの手続きを採ったࠋ 
入期 1 試行目では「」の記入用紙を㓄ᕸし、指ᑟ

者が「自分が書いたゝⴥに、更にᛮいついたゝⴥを書く、
というのはこういうことです」と教示し、「࢝ブトムシ・
、」のように属ᛶとクラス名をᯈ書しࢇⲔⰍ・こ・ࣀࢶ

「ではⓙは͆ࣂッタ͇と書いて、更にᛮいつくものを書
いてみて」と教示したࠋそれを受けて参ຍඣが記入した
属ᛶ・クラス名に関する༢語について、１༢語につき１
つ㉥ペンでを付けたࠋその後「では続きを書いてくࡔ
さい」と教示して「」の続きを記入させ、ベースライ
ン期と同ᵝにスタンプをᢲして回したࠋその後、「動
≀」「ᐙල・ᐙ電」ではベースライン期と同ᵝの手続きを
実したࠋ入期 2 試行目では、ᯈ書内容を変更して「࢝
ブトムシ・㣕ࡪ・ブーン」とし、他は入期１試行目と
同じ手続きを行ったࠋ 
フォローアップ期はベースライン期と同じ手続きで

あったࠋたࡔし、ᐙ電に㌿⛣が見られなかったඣ❺がい
たため、プロンプトとして「の時の書き方をᛮい出し
てࡈらࢇ」と事前に教示したࠋ 
 以下の３種㢮の方法で記述された༢語を分㢮したࠋ
（１）クラス成員༢語ᩘ：例࠼ば「」のクラスであれ
ば「トンࣂ、࣎ッタ͐」等、プࣜントのタイトルとして
指定されたクラスの成員の༢語ᩘであった（２）ࠋὴ生
༢語ᩘ：例࠼ば「」クラスにおいて「ࣂッタ」を書い
た上で、「ジࣕンプ、㯤⥳͐」のように、自分で書いた༢
語をඖに、その属ᛶ等を筆記した༢語ᩘであった（３）ࠋ
総༢語ᩘ：上記の（１）（２）の合計であったࠋᚑ属変ᩘ
として、この内（２）（３）を用いたࠋ 
 
Ϫ㸬⤖ᯝと⪃ᐹ（ᅗ㸯） 
 ベースライン期では記述される༢語ᩘはቑຍしない
ഴྥが見られ、いわࡺる「連想ࢤーム」のように༢に連
想語ᙡの記述を反するࡔけでは効果が生じにくいこ
とが示၀されたࠋ入期に入ると記述される༢語ᩘがቑ
ຍするഴྥが見られ、１試行のみではあるもののフォロ
ーアップ期でも⥔ᣢされたࠋ属ᛶやクラス名の記述を例
示し、を付けてᙉしたのは「」のみであるが、他
のクラスにおいても属ᛶやクラス名の記述が生じるよ
うになったࠋ学⣭文⬦で使用しやすい手段の中で、᪤⋓
得語ᙡの記述をቑຍさせうる指ᑟ法であࢁうࠋ 

－90－



研究発表 1�2                                 2024 日本発達障害支援システム学会 
第 22 回研究セࢼ࣑ー㸭研究大会 

 

インクルーシブ教育を目指した࢞ーࢽࢹングワークシࣙップ実践 
 事に̿ࢆᐇ࣭ᨵၿࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࣡ࡁࡲ✀のࣥࢥࢲ࢝ࢶࣁ̿

 ᯘ 生 ۑ

        （༡ᕞᏛ⎔ቃᅬⱁᏛ㒊） 

.(< :25'6� ⚟♴ᩍ⫱㸪ࢢࣥࢽࢹ࣮࢞άື㸪ࣈࢩ࣮ࣝࢡࣥᩍ⫱ 

Ϩ㸬ࡵࡌࡣに 
 ᯘ�2013�2021�2023�は㐣や㧗㱋をはじめとし

てᵝࠎな課題をᢪ࠼ている地域にⱝい人ᮦが入り，住Ẹ
とともにᅬⱁ・㐀ᅬ活動を通じて課題をゎ決する活動を
実しているࠋ 
これらの活動実践の中に，しࡻうがいのある大学生が

地域の理ゎをಁし，地域で活㌍する人ᮦとして育成す
ることにつながる事例を⤂し，地域ཬび大学方にメ
ࣜットがあることを報告したࠋ 
上記の活動を実践する中で，しࡻうがい当事者がవᬤ

の選択を自分の意ᚿに基࡙き，インクルーシブ教育とし
て望ࡴ活動を行うのが㞴しく場㠃に㐼㐝したࠋ特にしࡻ
うがいのある子どもの場合，個人で行動することがᅔ㞴
であり，β な場㠃で特別な支援を必要とすることがከࠎ
いため，以前とẚべてవᬤのᴦしめる⎔ቃであるものの，
地域等により機会確ಖが㞴しい現≧があるのが明らか
となったࠋ 
 
ϩ㸬┠ⓗ 
この現≧をᨵၿするために，ᯘ�2021�は大学生が学ࢇ

ことを生かした活動に基࡙くὶを行う事で，当事者ࡔ
の行動⠊ᅖを広ࡆ，ᐙᗞや学ᰯ，用機関以外での新た
な人間関係を作ることにつながり，本人にとって㈗重な
経験が得られるものと考࠼ 201� 年よりしࡻうがいඣ支
援も含ࡴ」ᩘの地域にある子育て支援ᅋయとの共同研
究で、大学生の福祉教育を目的に，」ᩘの子育て支援ᅋ
యとの༠ാに基࡙き，ᅬⱁ作ᴗ中ᚰとした地域住Ẹとの
ὶプログラムの企画実を実践しているࠋ年度の本
学会の大会でも上記の実践発表の報告を実した（ᯘ
 ࠋ（（2023）
本研究は上記のὶプログラムの一つとして，ハ࢝ࢶ

ダイコンの種まきワークシࣙップ実・ᨵၿを実した
事例について，用者・⫋員ならびに学生の意⩏並び
に課題を明らかにすることを試みたࠋ 
 
Ϫ㸬᪉ἲ 
本研究ではᨺ課後等ࢹイサーࣅスや学❺ಖ育用者

が参ຍしやすい 2024 年 8 月後༙にᅬⱁ作ᴗを中ᚰとし
た対㠃ᙧ式のὶプログラムを実したࠋ 
ලయ的なὶれとしてᯘ（2024）の報告と同ᵝに事前に

ᨺ課後等ࢹイサーࣅス 2 所とインクルーシブಖ育を࢝
実践している学❺ಖ育 3 所を対象に活動実の内࢝
を行い，日程調ᩚも含め࢞ーࢽࢹングワークシࣙップ
（以下、ワークシࣙップと␎すࠋ）のὶれに関してᡴࡕ
合わせを実したࠋ  
また、参ຍを希望するᅬⱁ・㐀ᅬ⣔学部所属の大学生

に事前説明を実したࠋ発表者は活動現場にて用者や
大学生ならびに⫋員の要望や意見をࣜࣖࣄングやアン
ていくと共に，り返りࡆート調査を実してᣠい上ࢣ
ながらᨵၿすることを試みたేࠋ せて，当事者や⫋員等
の意見換しながら活動㢼ᬒの┿や記㘓等の資料を
ᩚ理するとともに，関係者の意見等をおఛいしたࠋ 
 
ϫ㸬⤖ᯝ 
ワークシࣙップ実準ഛの場㠃にて「見本作成を通じ

てこうすればやり᫆くなるというᕤኵも必要になるこ
とも学べたࠋこの機会を通してあらࡺる人がᴦしいとឤ

じられるᅬⱁを考࠼ていきたいࠋ」や「自分のᛮうよう
に実際やってみるとẼ࡙かなかった部分が明らかにな
り，それに対してどうするかを考࠼ることが大事ࡔとい
うことを学ࠋࡔࢇ」の記載が見られたࠋ 
また，ワークシࣙップ実時に「この㐨ලを使࠼ばや

りやすくなるな，ᴦしࢇでもら࠼てるかなどを意㆑して
行ったࠋさらに対象者との会話をすることで関係を῝め
ることができ，よりⰋいものになったࠋ対象者との会話
やᕤኵ作りなどを後のワークシࣙップで意㆑したいࠋ
（第 2 回目）」「ᅬⱁ初ᚰ者でもᴦしࢇでもら࠼るように
᱂ᇵに関するὀ意やᕤ程をᑀに説明するようにしたࠋ
（第 4 回目）」とプログラムのᨵၿにつながるような記
載が見られたࠋ 
さらに，対象に関する᥋し方について「対象者に対す

るែ度やゝⴥ㐵いにẼをつけて、後のワークシࣙップ
に⮫もうとᛮうࠋ（第 3 回目）」「回はឤぬ㐣ᩄで人ΰ
みがᛧいとឤじる子౪を┦手にしたので，㓄慮が求めら
れる≧ែでしたࠋᅵをゐるᕤ程以外を子౪に意見させる
といったᕤኵが必要になり，さらに㧗ᰯ生ࡔけど学ᰯに
行けていない人などᵝࠎな人に出会い，こういう人がᒃ
るのかと学ࡪことができ，Ⰻい時間にすることができま
したࠋ（第 � 回目）」と័れるうࡕに対応できる≧ἣにな
っていることが明らかになったࠋ 
 
Ϭ㸬⪃ᐹ 
学生が企画したワークシࣙップが用者や⫋員の反

応を見ると学生とのὶをᴦしࢇでおられたࠋまた，ワ
ークシࣙップ終後の意見換会の中にて⫋員より「学
生が用者目⥺に立って考࠼て，インクルーシブな場に
なっているࠋ」との回⟅をいたࡔいたࠋ 
学生からも「ᑓ㛛用語を使わない等の他の人にわかり

やすく教࠼る・ఏ࠼る必要ᛶ」，「用者がᴦしࢇでくれ
ることを想いながら，ワークシࣙップの内容をよりよく
するጼໃ」ならびに「ワークシࣙップの中㌟ࡔけではな
く，ワークシࣙップを通じて自↛とどࢇな᳜≀がዲきか
などの話が広がるయ験」ができたとの回⟅が得られたࠋ 
また、用者や⫋員から現場におᣢࡕᖐりして、᳜ ≀

を育てて、ẖ日の変が見られるのがᴦしみであるとの
発ゝをいたࡔいたࠋ 
 本研究ではハ࢝ࢶダイコンの種まきワークシࣙップ
実・ᨵၿを事例にして࢞ーࢽࢹングワークシࣙップに
おけるインクルーシブ教育について報告を行ったが，
後しࡻうがいの有↓を問わずに参ຍできる࢞ーࢽࢹン
グワークシࣙップを㏣求していきたいࠋ 
 
（ཧ⪃ᩥ⊩） 
ᯘ生������地域社会と連ᦠした࢞ーࢽࢹング活動に
よる大学生生活支援�㎰ᴗཬびᅬⱁ．㣴㈼ᇽ．ᮾி．
�����： �������� 
ᯘ生������࢜ンラインを活用した大学生ྥけ福祉教
育実践報告．日本福祉教育・࣎ランテア学⩦学会第�� 
回ᇸ⋢大会要旨．���Ό���� 
ᯘ生�����）ᅬⱁ・㐀ᅬ⣔の学⩦を生かしたしࡻうが
いඣとのὶ̺ᨺ課後等ࢹイサーࣅス用者とᅬⱁ・㐀
ᅬ⣔大学生とのὶプログラム実践報告̺� 日本発達
障害支援システム学会����年度研究大会論文集� 発達
障害支援システム学研究� ������ ��� 
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ᑠ規ᶍಖ育事ᴗ所におけるインクルーシブಖ育の現≧ 

 

 ㈗  Ώ㎶㝧  㟷ᮌ㝯⏨  ᒣ㷂ⱥ᫂  㔝୰ᕹ⸩ఀۑ

（┠ⓑᏛே㛫Ꮫ㒊） 

.(< :25'6� ᑠつᶍಖ⫱事業ᡤ࣭ࣈࢩ࣮ࣝࢡࣥಖ⫱࣭ㄪᰝ◊✲ 

Ϩ㸬ࡵࡌࡣに 
 近年、ከᵝᛶを重どしたインクルーシブがୡ⏺的に重
どされているࠋ先行研究によれば、日本のಖ育所におい
てもインクルーシブಖ育を実している設がቑຍし
ており、インクルーシブಖ育に関する実践研究に関して
もその事例が✚されጞめているࠋ 
 日本には独自のไ度である地域ᆺಖ育事ᴗの一つと
してᑠ規ᶍಖ育事ᴗ所がᏑᅾしており、ᚅ機ඣ❺ゎᾘの
ためのஙᗂඣの受け─として機能しているࠋその一方で、
ᑠ規ᶍಖ育事ᴗ所におけるインクルーシブಖ育の実
に関する現≧は不㏱明であり、どのようなᙧで障害ඣや
特別な㓄慮を要する子どもに対する支援を実してい
るかが明らかになっていないのが現≧であるࠋ 
ϩ㸬┠ⓗ 
 総務┬⤫計局の調査によれば、ᑠ規ᶍಖ育事ᴗ所は全
国で༓設を㉸࠼るᩘとなっており、認可ᅬ、↓認可
ᅬを含めた全国のಖ育所総ᩘの 1�㸣以上を༨める合
となっているࠋᑠ規ᶍಖ育事ᴗ所のᩘはቑຍしている現
≧において、ᑠ規ᶍಖ育事ᴗ所において提౪されるイン
クルーシブಖ育の現≧を可どすることは、ಖ育ᴗ⏺に
おけるインクルーシブを発展させていく上で重要であ
るࠋそこで本研究では、ᑠ規ᶍಖ育事ᴗ所に務する⫋
員を対象にインクルーシブಖ育の実に関する調査を
行うことで、現≧と課題を明らかにすることを目的とす
るࠋᑦ、本研究では、インクルーシブಖ育の対象として、
発達障害ඣ、知的障害ඣ、特別な㓄慮を要する子どもを
対象として調査を実するࠋ 
Ϫ㸬᪉ἲ 
調査対象者：全国のᑠ規ᶍಖ育事ᴗ所に務している

⫋員を対象としてアンࢣート調査を実したࠋ調査対象
者はインターࢿット調査会社�アイブࣜッジᰴ式会社
)reeDsy�に౫㢗し、福祉ᴗ⏺に務する 12�000 人のࣔ
ターに対し、ᑠ規ᶍಖ育事ᴗ所で務しているか、ࢽ
務していた場合、発達障害ඣや特別な㓄慮を要する子ど
も（以下、支援ඣ）のᅾ⡠有↓に関して回⟅を౫㢗したࠋ
その後、務しており、かつᅾ⡠していると回⟅した対
象者に対してᑠ規ᶍಖ育事ᴗ所におけるインクルーシ
ブಖ育の現≧に関する本㉁問を提示したࠋその結果、本
調査に進ࡔࢇのは 1�� 名であり、本調査の有効回⟅者ᩘ
は 118 名であったࠋ 
㉁問項目：日本ᆺインクルーシブಖ育・教育の᥎進と

ホ価のためのࢳェックࣜスト（ᑠᰗ他�2024）を参考に、
ಖ育学、教育学、障害科学等をᑓ㛛とする大学教員 � 名
にて༠㆟を行い㉁問項目を作成したࠋᑦ、前述のࢳェッ
クࣜストは一⯡的なᗂ⛶ᅬ、ಖ育所を想定して作成され
た㉁問項目がከいことから、本研究ではᑠ規ᶍಖ育事ᴗ
所の運Ⴀᙧែにἢった㉁問項目を作成し、㉁問項目を決
定したࠋ㉁問項目は属ᛶを⪺くスクࣜーࢽング㉁問が 4
項目、本調査が 12 項目の㉁問でᵓ成されたࠋ調査によ
って得られたࢹータは、有効回⟅⋡を算出した後、各㉁
問項目ࡈとに回⟅の合を算出し、回⟅内容に関する分
ᯒを行ったࠋ 
倫理的㓄慮：対象者には、㉁問の回⟅前に研究参ຍに

関する説明を文㠃によって提示し、同意を得た上で回⟅
を౫㢗したࠋまた、本研究は目ⓑ大学人文社会科学⣔研
究倫理審査委員会の承認を得て実したࠋ 
 

ϫ㸬⤖ᯝ 
1�基本属ᛶ：アンࢣートの回⟅者の属ᛶはಖ育ኈが ��㸣
を༨めており、その他、ᅬ長や任などが回⟅したࠋᑠ
規ᶍಖ育事ᴗ所の務年ᩘに関しては 8 年以上と⟅࠼
た回⟅者が 4�㸣であり、全యの༙ᩘ近くを༨めたࠋま
た、回⟅者のᅬの所ᅾ地は大㒔ᕷᅪにከい結果となったࠋ 
2�実しているインクルーシブಖ育に関する㉁問：支援
ඣに対する対応では、「行動をಁす際にఏ࠼方をᕤኵす
る」、「ಖ育所全యで支援యไを作る」がከい結果となっ
たࠋ支援ඣに対してⱞ慮している点としては「ලయ的な
支援方法がわからない」といったᢏ術的な問題の回⟅や、
「⫋員ᩘが༑分ではない」といった回⟅がከかったࠋま
た、支援ඣに対して個別の支援計画の作成有↓を⪺いた
㉁問によれば、全యの �0㸣を㉸࠼る �8 名の回⟅者が作
成していると⟅࠼る結果となったࠋ 
3�関係連ᦠ機関、ಖㆤ者との関係に関する㉁問：連ᦠし
ている機関に関しては「療育機関」が最もከく、次いで
「་療機関」がከかったࠋಖㆤ者からの要望はないとの
回⟅が全యの ��㸣とከかったが、「他と同じ対応をして
ḧしい」、「ຍ㓄を付けてしい」という要望があったと
いう回⟅もあったࠋᅬ生活や支援に関するಖㆤ者との共
通理ゎに関しては「できていた」が 43㸣、「できていな
い」が 4�㸣であり、大きく分かれる結果となったࠋ支援
ඣに対する研修の実≧ἣに関しては、「⫋員に対して
実している」と⟅࠼た人ᩘが ��㸣と༙ᩘ近い一方で、
「ಖㆤ者に対して実している」と⟅࠼た回⟅者は �㸣
と㠀常にపいᩘ値となり、「行っていない」と⟅࠼た回
⟅者が 42㸣を༨めたࠋ 
4�インクルーシブಖ育実に必要な対応に関する㉁問：
最も回⟅者がከかったのは「教育・་療・福祉」との連
ᦠであり、次に「⫋員のຍ㓄」といった回⟅であったࠋ
また、「障害理ゎに関する研修」に関しても回⟅者がከ
い結果となったࠋ 
Ϭ㸬⪃ᐹ 
 調査の結果によれば、対応にⱞ慮している点やインク
ルーシブಖ育を実する上で必要な対応について、「⫋
員のຍ㓄」や「他設との連ᦠ」といった回⟅がከいこ
とから、ᑠ規ᶍಖ育事ᴗ所の事ᴗ規ᶍにおいて支援ඣに
対する㐺ษな支援の提౪がᅔ㞴となっている可能ᛶが
あるࠋ一方で、⫋員の研修等は通常のಖ育設と同等の
Ỉ準で実されていることが明らかになり、インクルー
シブಖ育を実する上で設として受け入れができる
యไをᩚഛしていることがఛ࠼る結果となったࠋ一方で、
設問の分かりにくさが原ᅉと想定される回⟅の೫りが
設問によってはみられる結果となったࠋ後は、㉁問項
目をᨵめて⢭査し、より正確な回⟅を集めた上で、ᑠ規
ᶍಖ育事ᴗ所のインクルーシブಖ育の現≧を明らかに
していくことが求められるࠋ 
（ཧ⪃ᩥ⊩） 
ᑠᰗ⳯✑・ᯇᑿ┤༤・橋本創一・田中㔛実・బ㔝昌子・

ᒣཱྀ㑈�2024� 日本ᆺインクルーシブಖ育・教育の
᥎進とホ価のためのシステムに関する展望� ᮾி
学ⱁ大学紀要総合教育科学������－84� 

 
ͤ本研究は公┈社ᅋ法人全国ᗂඣ教育研究༠会௧和 �
年度研究ຓ成を受けて実しましたࠋ 
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通常学⣭における場㠃⥸㯲ඣのಖㆤ者との連ᦠ方法 
̿⥸㯲࣭⥸ື≧のᐇែにᛂࡌたಖㆤ⪅の㐃⤡に╔┠࡚̿ࡋ 

۵㰻⸨ ⴌᜨ ᒣ ⤖⾰ ⇃㇂ ு 

（ᐑᇛᩍ⫱Ꮫ） （Ẽᕷ❧᪂ᇛᑠᏛᰯ） （ᐑᇛᩍ⫱Ꮫ） 

.(< :25'6� ሙ㠃⥸㯲 ಖㆤ⪅ᨭ 㐃ᦠ 㐃⤡ ㏻ᖖᏛ⣭ 

Ϩ㸬問㢟と┠ⓗ 
 DSM-5 において，場㠃⥸㯲は「他の≧ἣで話している
にもかかわらず，話すことが期ᚅされている特定の社会
的≧ἣにおいて，話すことが一㈏してできない」≧ែで
あると定⩏されており，中村・㧗ᮌ (2020) 1 )によるとᑠ
学生の有⋡は0.5%と報告されている．しかしながら，
日本において場㠃⥸㯲やその実ែに関する認知度は必
ずしも㧗くなく，治療が必要な≧ែであることが認㆑さ
れていないこともከい．また，場㠃⥸㯲ඣの支援におい
ては，ᐙᗞと学ᰯとでඣ❺の実ែが␗なることから，ᛶ
格の問題として問題どされなかったり，大人の反ᢠと
ㄗゎされたりして不㐺ษ指ᑟが行われることも報告さ
れている (Ἑ・Ἑ, 1994) 2 )．᪩期から㐺ษな支援を
行っていくためには場㠃⥸㯲ඣに対するಖㆤ者と学ᰯ
の認㆑のずれをᇙめ，୧者が連ᦠしていくことが重要で
ある．そこで本研究では，⥸㯲・⥸動症≧のあるඣ❺に
関する教ᖌとಖㆤ者の連ᦠの実ែについて明らかにす
ることを目的とした． 
ϩ㸬᪉ἲ 
ㄪᰝᑐ㇟⪅：A ┴内の↓作Ⅽᢳ出した公立ᑠ学ᰯ 300 ᰯ
を対象とした．場㠃⥸㯲㉁問⚊（SMQ-R）(かࢇもくࢿッ
ト, 2011) 3 )を参考に，場㠃⥸㯲の特ᚩを例示したう࠼で，
それに近い≧ែを示すඣ❺を受けᣢった経験がある通
常学⣭の教ᖌ 1 名に回⟅を求めた．該当する経験が」ᩘ
ある場合は，最も関わっていた期間が長いඣ❺について
記入を求めた． 
ㄪᰝᮇ࣭᪉ἲ：202X 年 8 月上᪪から 9 月下᪪にかけ
て㒑送法による㉁問紙調査を実した． 
ㄪᰝ項┠：場㠃⥸㯲ඣの症≧の種㢮や程度について
SMQ-R の「A ᗂ⛶ᅬや学ᰯ」の項を参照し㉁問項目を
作成した．また，実際に行った対象ඣのಖㆤ者の連絡
手段，㢖度，連絡の内容について㉁問した．  
Ϫ㸬⤖ᯝ 
 回した 146 部（回⋡ 47.0%）のうࡕ，該当するඣ
❺のいた 107 部を分ᯒ対象とした（有効回⟅⋡ 35.6%）． 
 対象ඣの実ែを明らかにするため，クラスター分ᯒを
行った結果，3 つのクラスターに分㢮され，第 1 クラス
ターに 37 名，第 2 クラスターに 43 名，第 3 クラスター
に 22 名が分㢮された．次に，各クラスターを独立変ᩘ，
⥸㯲症≧の各項目の得点をᚑ属変ᩘとする一要ᅉ分ᩓ
分ᯒを行った結果，すべての項目で有意なᕪがみられた．
Bonferroni 法によるከ重ẚ㍑を行ったとこࢁ，第 1 クラ
スターは⥸㯲症≧がẚ㍑的㍍度なグループ，第 2 クラス
ターは⥸㯲症≧が重いグループ，第 3 クラスターは⥸㯲
症≧と⥸動症≧が重いグループとゎ㔘された（表 1）．  
 ಖㆤ者との連ᦠをとった 96 名の連絡方法について
「㢖度」「内容」のそれࡒれで࢝イ二検定により分ᯒ
した結果，表 2 のような結果が得られた（表 2）． 
ϫ㸬⪃ᐹ 
 ⥸㯲症≧が㍍度なඣ❺に関して，ಖㆤ者とは学期ᩘ回 
の㢖度で対㠃での会話をする人ᩘが有意にከかったこ
とから，⥸㯲症≧が㍍度なඣ❺の場合には，報共有の
機会を別㏵設けるのではなく，年間予定に組み㎸まれて 
いる個人㠃ㄯやᐙᗞゼ問の機会に㢦を合わせて報の

表 1 クラスターࡈとの得点ཬび分ᩓ分ᯒの結果 

共有を図っている可能ᛶが考࠼られた．また，生活場㠃
におけるලయ的な支援に関する電話連絡が他の 2 クラ
スターより有意にᑡないことから，症≧が㍍度のඣ❺は
他のクラスターとẚ㍑して学ᰯ生活上のᅔ㞴がᑡない
ことが示၀された．⥸㯲症≧が重いඣ❺のಖㆤ者に対し
ては，必要に応じて連絡ᖒを用する人ᩘが有意にከか
った．第 2 クラスターに該当するඣ❺は⥸動症≧をకわ
ず連絡ᖒの受けΏしにᅔ㞴を示さないため，定期的な連
絡手段として活用されているとᛮわれる．⥸㯲症≧と⥸
動症≧が重いඣ❺のಖㆤ者に対しては，対㠃で諸連絡を
する人ᩘが有意にከかったことから，当該ඣ❺との意ᛮ
通がᅔ㞴なため，諸連絡を対㠃時に確実にಖㆤ者にఏ
，られる．また࠼ている可能ᛶが考࠼たいと担任が考࠼
電話を用いて生活場㠃のᵝ子を連絡する人ᩘが有意に
ከいことから，重度の⥸㯲や⥸動による生活上のᅔ㞴を
ಖㆤ者に定期的にఏ࠼る目的で電話が用いられている
可能ᛶが示された．以上のことから，ඣ❺の⥸㯲・⥸動
症≧の有↓，程度によって，教ᖌはಖㆤ者との連ᦠ手段
や内容をᰂ㌾に変࠼ている可能ᛶが示された．その一方
で，子どもの症≧に関するಖㆤ者の認㆑によって，必要
なಖㆤ者対応が変わることも考࠼られるため，後はಖ
ㆤ者のඣ❺理ゎの程度による対応方法の㐪いについて
検討する必要があると考࠼られる． 
ᘬ⏝ᩥ⊩ 
1 ) 中村和ᙪ・㧗ᮌ₶㔝（2020）場㠃⥸㯲症の実ែᢕᥱ

と支援のための調査研究. ཌ生ປാ┬科学研究費
⿵ຓ㔠（障害者ᨻ⟇総合研究事ᴗ）（総括・分担）研
究報告書,50-56 

2 ) Ἑⰾ文・Ἑ英子（1994）場㠃⥸㯲ඣのᚰ理と指
ᑟ．田研出版. 

3 ) かࢇもくࢿット (2011) SMQ-R (場㠃⥸㯲㉁問⚊). 
https://www.kanmoku.org/_files/ugd/0251a2_a0bb9514f4484dc29
391a25abe4b87da.pdf (2023 年 1 月 12 日㜀ぴ) 

方法 
  第１クラスター  第�クラスター  第３クラスター 

㢖度 Q 㸣 UDGM  Q 㸣 UDGM  Q 㸣 UDGM 

対㠃での会話 
学期ᩘ回 � ����� ����  � ��� �����  � ��� ����� 

お会いしたタイ࣑ング � ��� �����  � ����� ����  � ��� ����� 

連絡ᖒ 
月３回 � ����� ����  � ��� �����  � ��� ����� 

必要に応じて � ��� �����  � ����� ����  � ��� ����� 

電話 必要に応じて � ��� �����  � ���� ����  � ���� ����� 

ᑓ㛛ᐙをして その他必要に応じて � ��� �����  � ��� �����  � ����� ���� 

ὀ１�UDGMは調ᩚ῭みのṧᕪ            
ὀ２）㸨：S����，㸨㸨：S�����            

方法 
  第１クラスター  第 �クラスター  第３クラスター 

連絡内容 Q 㸣 UDGM  Q 㸣 UDGM  Q 㸣 UDGM 

対㠃での会話 諸連絡 � ���� �����  � ���� �����  � ���� ���� 

電話 

生活場㠃のᵝ子 �� ���� �����  �� ���� �����  �� ���� ���� 

生活場㠃における支援のලయ � ���� �����  �� ���� ����  � ���� ���� 

諸連絡 � ���� �����  �� ���� ����  � ���� ���� 

ὀ１�UDGMは調ᩚ῭みのṧᕪ            
ὀ２）㸨：S����，㸨㸨：S�����            

表 2 クラスターࡈとのಖㆤ者支援の方法（上：㢖度 下：内容） 
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教員は発達障害のఱを理ゎし、どこまで支援すればよいか㸽ձ 
̿ᑠᏛᰯᩍဨにᑐࡿࡍⓎ㐩㞀ᐖのࡿ࠶ඣ❺のᑐᛂに㛵ࡿࡍ㉁問⣬ㄪᰝの⤖ᯝࡽの୍⪃ᐹ̿ 

   Ᏻ㔛 ᚿ 

            �ዉⰋ┴බ❧ᑠᏛᰯ � ❧㤋ᏛᏛ㝔༤ኈㄢ⛬ᚋᮇㄢ⛬� 

.(< :25'6� Ⓨ㐩㞀ᐖ 㞀ᐖ⌮ゎ ᩍဨの࣓ࣥࢫࣝ࣊ࣝࢱ  

Ϩ㸬ࡵࡌࡣに 
 学ᰯ現場では発達障害またはそのい（以下，発達障
害）があるඣ❺生ᚐの合がቑຍしている（文部科学┬，
の理ゎの対応およびその࿘ᅖඣ❺生ᚐᙼらࠋ（2023
ၨ発が⫢要となるが、発達障害はどぬ障害などにẚべて
支援方法がわかりにくく、理ゎ教育にも㞴しさがకうな
ど（Ỉ㔝・ᚨ田，2023）、発達障害に関する指ᑟに㞴し
さをᢪ࠼る教員はᑡなくない（す㤋・Ỉ㔝・ᚨ田，2015）ࠋ 
 そのような中、ᙼらの対応に関する⠊ᅖが際限なく
ᣑᙇされることは、教ᖌのࣂーンアウトやメンタル࣊ル
スの問題とつながり、援ຓ者として機能できなくなる
可能ᛶもある（ዟ㔝，2013）ࠋそのため、教員が発達障
害をどのように理ゎし、ఱをどこまで支援をすればよい
のかについて考࠼ることは重要ࡔと考࠼るࠋ 
 
ϩ㸬┠ⓗ 
 そこで本研究は、発達障害のあるඣ❺生ᚐの対応に
関する示၀を得るためにᑠ学ᰯ教員に㉁問紙調査を行
うことで、基礎的資料を得ることを目的とするࠋ 
 
Ϫ㸬᪉ἲ 
 20XX 年 8 月、ዉⰋ┴公立 A ᑠ学ᰯ教員 19 名を対象
に、発達障害のあるඣ❺の対応に関する㉁問紙調査を
行ったࠋ༏名ᛶの担ಖ等について説明し、同意を得た教
員に回⟅を求めたࠋ有効回⟅ᩘは 14 名、回⋡は 73.7㸣
その他を㝖き、4ࠋったࡔ ௳法（そうᛮう・ややそうᛮ
う・あまりそうᛮわない・そうᛮわない）で実したࠋ 
 
ϫ㸬⤖ᯝ 
㸯. Ⓨ㐩㞀ᐖのඣ❺（௨ୗྠᵝ）に⎍࡞ᑐᛂࡀᚲせ 

14 名中 1 名が「そうᛮう」、8 名が「ややそうᛮう」、 
5 名が「あまりそうᛮわない」と回⟅したࠋ 
㸰. ᑐᛂにࡘい࡚ᅔࡗたࡇとࡿ࠶ࡀ 

14 名中 12 名が「そうᛮう」、2 名が「ややそうᛮう」、 
と回⟅したࠋ 
㸱. ᑐᛂにᚰࡸయࢀ⑂ࡀたࡇとࡿ࠶ࡀ 

14 名中 4 名が「そうᛮう」、8 名が「ややそうᛮう」、 
それࡒれ 1 名が「あまりそうᛮわない」、「そうᛮわない」
と回⟅したࠋ 
 ࡿ࠶ࡀとࡇたࡌឤࡃࡋ㞴ࡀࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ .４

14 名中 5 名が「そうᛮう」、9 名が「ややそうᛮう」
と回⟅したࠋ 
㸳. ᙜたࡾ㞀ࡾの࡞いࡼうにᑐᛂࡋࢆたࡇとࡿ࠶ࡀ 

14 名中 3 名が「そうᛮう」、7 名が「ややそうᛮう」、 
4 名が「あまりそうᛮわない」と回⟅したࠋ 
㸴. ↓力ឤࢆឤࡌたࡇとࡿ࠶ࡀ 

14 名中 7 名が「そうᛮう」、4 名が「ややそうᛮう」、 
2 名が「あまりそうᛮわない」、1 名が「そうᛮわない」
と回⟅したࠋ 
㸵. ࿘ᅖඣ❺とᑐᛂࢆኚࡿ࠼㞴ࢆࡉࡋឤࡿࡌ 

14 名中 8 名が「そうᛮう」、6 名が「ややそうᛮう」、 
と回⟅したࠋ 
㸶. ᑐᛂの㐪いに࿘ᅖඣ❺ࡀ‶ࢆឤࡌたと思う 

14 名中 3 名が「そうᛮう」、7 名が「ややそうᛮう」、 
4 名が「あまりそうᛮわない」と回⟅したࠋ 
㸷. ࡑの（自由記述） 
その他では、次のような回⟅があったࠋ 

࣭Ꮫ⣭యのሙでࡑのඣ❺に㐺ษ࡞ᑐᛂࡿࡍࢆにࠊࡣ
ᢸ௵୍ேでࡣ㝈⏺ࢆឤࡇࡿࡌとࠋࡿ࠶ࡀ 

࣭ඣ❺の≉ᛶにྜ࡚ࡏࢃ配慮ࡿࡍࢆとࠊのඣ❺の
ᑐᛂࡀ㞴ࡇࡿ࡞ࡃࡋとࠋࡿ࠶ࡶ 

࣭㛫ࡸẼᣢࡕにవ⿱ࡿ࠶ࡀとࡑࠊのᏊのẼᣢࢆࡕ⪺
い࡚ᵝᏊࡾࡃࡗࡌࢆぢࡇࡿとࡀでࠋࡿࡁ 

࣭Ꮚࡶたྠࡕኈ࠾いにᙅい㒊ศࡅࡽࡉࢆฟࡿࡏ
Ⓨ㐩㞀ᐖのࠊࡤࢀい࡚ࡁでࡀとࡇࡃ⠏ࡀ㛵ಀ࡞うࡼ
᭷↓に㛵ࠊࡎࡽࢃಶูにᑐᛂࢆኚ࠼たとࡶ࡚ࡋㄆࡵ
 ࠋと思うࡿࡁでࡀとࡇࡿ࠼ྜ

 
Ϭ㸬⪃ᐹ 
サンプルᩘはᐻᑡࡔが、全ての教員が発達障害の対

応について「ᅔったことがある」、「コ࣑ュࢣࢽーシࣙン
をとることに㞴しさをឤじたことがある」、「࿘ᅖඣ❺と
対応を変࠼る㞴しさがある」と回⟅したࠋ発達障害の場
合はಖㆤ者の障害受容が進ࢇでおらず、本人も障害を認
㆑していないこともあり（Ỉ㔝，2016）、発達障害のあ
るඣ❺を含ࡴトラブルの際に✚ᴟ的な入が㞴しい場
合がある（ᖹ田・ᯘ・橋本，2013）ࠋ結果、指ᑟや支援
に㌋㌉やⴱ藤が生じることで࿘ᅖඣ❺の不‶につなが
り、学⣭経Ⴀにᙳ㡪をཬࡰしている可能ᛶが考࠼られるࠋ 
 一方、自由記述において「子どもたࡕ同ኈおいにᙅ
い部分をさらけ出せるような関係が⠏くこと」で個別対
応を可能とすることや、時間やవ⿱があることでྥき合
これࠋる場合がある、などの回⟅を得ることができた࠼
らは、対等な人間関係や┿のインクルーシブ教育をᙧ成
する上で重要な示၀であると同時に、現ᅾも不༑分な支
援యไのᵓ⠏の必要ᛶを示၀していると考࠼るࠋ 
受容的な学⣭集ᅋを育てることは大ษࡔが、発達障害

のあるඣ❺生ᚐに対する㐺ษな指ᑟや支援も大ษであ
るࠋ支援すべきは障害のためにできないことやできにく
いことであり、ᙳ㡪しないことは通常のように対応する
こと、ఱより障害当事者を含めた社会全యがそうした意
㆑をもつことが必要不可Ḟである（ᚨ田・Ỉ㔝，2005）ࠋ 
ෑ頭に述べたように、際限なく支援⠊ᅖがᣑᙇされるこ
とで教員が࢝サンドラ症ೃ⩌にもఝたᚰ理的≧ἣに㝗
らないためにも、上記のような障害理ゎの考࠼が社会に
⮊⅝されること、また教員が障害理ゎについて理ゎを῝
めることで「教員は発達障害のఱを理ゎし、どこまで支
援すればよいか」について㆟論する必要があるࠋ 
後は、ややㄏᑟ的であった調査項目を見┤すととも

に、発達障害のඣ❺生ᚐの対応や࿘ᅖのඣ❺生ᚐに障
害理ゎをಁすあり方について、検討を重ࡡたいࠋ 
 
（ཧ⪃ᩥ⊩） 
ᖹ田ᝆ紀・ᯘᏳ紀子・橋本創一(2013)ᑠ学ᰯ通常学⣭
の特別支援教育の実践における࿘ᅖඣの障害理ゎಁ
進に関する研究，ᮾி学ⱁ大学紀要，64(2) ，277-283． 

Ỉ㔝ᬛ⨾(2016)はじめよう㸟障害理ゎ教育，図書文． 
す㤋有Ἃ・Ỉ㔝ᬛ⨾・ᚨ田ඞᕫ(2015)ᑠ・中学ᰯの教員
は発達障害理ゎ指ᑟのどこにࡴずかしさをឤじてい
るか,障害理ゎ研究，16，11-19． 

ዟ㔝ὒ子(2013)教ᖌのメンタル࣊ルス,近␥大学⮫ᗋᚰ
理センター紀要，6，33-41. 

ᚨ田ඞᕫ・Ỉ㔝ᬛ⨾（2005）障害理ゎ－ᚰのࣜࣂアフࣜ
ーの理論と実践－，ㄔᚰ書ᡣ． 
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ಖ育ኈの自ᚊ的問題ゎ決をಁ進する 
発達支援コンサルテーシࣙンプログラムの開発 

 

⃝ ⤮㔛     㧗ᇛ ⤮㔛Ꮚ     Ỉཱྀ⤢Ꮚ 

 �ࢺࣝࢥ࣒࣮࣮ࣞࣝࣆࣛࢭ� �Ꮫ㝔Ꮫࣝࢸ࣮ࣝ� �ࢺࣝࢥ࣒࣮࣮ࣞࣝࣆࣛࢭ�

.(< :25'6� ಖ⫱ࠊࢺࢫ࣮࢛࢝ࣇ࣭ࣥࣙࢩ࣮ࣗࣜࢯࠊ$%$ࠊࣥࣙࢩ࣮ࢸࣝࢧࣥࢥⓎ㐩ᨭ 

Ϩ㸬ࡵࡌࡣに 
ᕠ回┦ㄯは「ᑓ㛛機関のスタッフがಖ育ᅬ、ᗂ⛶ᅬを

ゼ問し、子どものᅬでの生活を実際に見た上で、それに
༶してᑓ㛛的な援ຓを行うこと」（㇂ 2005）と定⩏さ
れ、ᡃ が国におけるインクルージࣙンಖ育を支࠼る支援
の一つとして実されてきたࠋ一方で、先行研究ではそ
の課題も指されているࠋa)ゼ問するᑓ㛛ᐙによる支援
の㉁のばらつき、b)ᕠ回回ᩘの不足、定期的・⥅続的な
支援のḞዴ c)ಖ育ኈ・子ども方の効果検討のḞዴ、d)
ಖ育ኈがᑓ㛛ᐙに౫Ꮡしすࡂるഴྥなどである（大村
2010,㇂ 2005 など）ࠋ 
ϩ㸬┠ⓗ 
これらの課題をゎ決するために、ᡃࠎは a)理論的⫼

ᬒ・ᢏ法に基࡙き、b)一定期間集中してಖ育の参観
察ཬびಖ育ኈのコンサルテーシࣙンを行うことで、c)
子どもの問題行動を効果的にῶᑡさせ、d)ಖ育ኈの自ᚊ
的かつ効果的な問題ゎ決力を㧗めることを目的とした
ࠗಖ育ኈの自ᚊ的問題ゎ決力をಁ進する発達支援コン
サルテーシࣙンプログラム࠘の開発を行ったࠋ 
本稿では１事例をྲྀり上ࡆ、その効果と課題を検討す

ることを目的とするࠋ 
Ϫ㸬᪉ἲ 
1．研究対象：A ᅬ（認定こどもᅬ）における「Ẽになる
子」と、ಖ育にᦠわる担任、副担任含ࡴಖ育ኈ 4 名 
2．方法： 
1)対象ඣとターࢤット行動の選定 
ಖ育ኈとの༠㆟の上で、3 ṓඣクラス⏨ඣ 1 名を対象
ඣとしたࠋまた、自分のペースでᅬ内を自由に動き回る
ことがከいので「活動参ຍできるようになること」
を「ターࢤット行動」として選定したࠋ 
2)方法 
(1)課題 a)理論的⫼ᬒ・ᢏ法に付けられたコンサルテ
ーシࣙンを行うため、応用行動分ᯒ（以下、ABA）の手
法に基࡙いてձコンサルテーシࣙン前の動画研修を実
し、ղコンサルテーシࣙン場㠃では行動入シートを
用いて、問題行動の起こる場㠃の ABC 分ᯒ、スࣔール
ステップでの目ᶆ設定、支援方法の⟇定を行ったࠋ 
(2)課題 b)ᕠ回回ᩘの不足、⥅続的な支援のḞዴの問題
をゎ決するため、参観察 2 時間、コンサルテーシࣙン
1 時間のセットを 2 㐌間に 1 回の㢖度で計 6 回行ったࠋ 
(3)課題 c)子どもの問題行動の変を測定するために ձ
ターࢤット行動についてベースライン（以下 BL）・中間・
最終の計 3 回測定を行い、ղコンサルテーシࣙンの前後
で SESBI-R(Sutter-Eyberg Student Behavior 
Inventory-Revised)、ಖ育効力ឤᑻ度の回⟅をಖ育ኈ
に౫㢗したࠋ 
(4)課題 d)ಖ育ኈの自ᚊ的かつ効⋡的な問題ゎ決力を㧗
めるために、コンサルテーシࣙンにおいてはソࣜューシ
ࣙン・フォー࢝スト・アプローࢳ（以下、SFA）のᢏ法
を用いたࠋලయ的にはձಖ育ኈがすでに行っているಖ育
中のᕤኵを㈹㈶する「コンプࣜメント」、ղಖ育中に子
どもができている場㠃を᥈し、成ຌ要ᅉを活用する「例
外᥈し」、ճ子どもの行動について明確な目ᶆを設定し、
ゎ決のアイࢹアを出し合うことを行ったࠋ 
ಖ育ኈとの༠㆟を受け、ターࢤット行動の対応⟇と

して、ձⓏᅬ時に一日のὶれをどぬ的に提示すること、
ղ自由㐟びのṧり時間をタイムタイ࣐ーで対象ඣに見
せてẼᣢࡕのษり᭰࠼をಁすこと、ճಖ育室にᡠること
ができた時点でಖ育ኈがめることが実践されたࠋ 
ϫ㸬⤖ᯝ 
1．活動における全య指示ᚑ事⋡（表 1） 

න � कಊͶ͕͜ΖસରࣖࢨॊིࣆรԿ 

%/ 
ؔఈ 

�%/ʶ� ϴ݆� 
 शఈ࠹
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���� ����� ����� 
BL では活動中ಖ育室にいることができず活動に

おける全య指示のᚑ事⋡は 0㸣であったが、コンサルテ
ーシࣙンが進ࡴにつれタイムタイ࣐ーを使って活動
がጞまる前にಖ育室にスムーࢬにᡠることができるよ
うになり、全య指示のᚑ事⋡も中間測定 46.0㸣、最終
測定 62.5㸣と上᪼が見られたࠋ 
2．SESBI-R ᙉ度スコアと問題スコアの変(表 2) 

න � 6(6%,�5  ηαΠͳୌηαΠรԿౕک
%/ αϱγϩτʖεϥϱޛ 

 ୌ਼ ౕک ୌ਼ ౕک

����� ��� ���� ��� 
ᙉ度スコアは子どもがその行動を呈する㢖度を「ない」

から「いつも」の 7 段㝵でホ定するࠋᙉ度スコアのᖹᆒ
はコンサルテーシࣙンの前後で 108.5 点から 82.5 点と
ῶᑡし、変⋡ 41.8%のᙉ度スコアのῶᑡが見られたࠋ
また、問題ᩘについてはᙉ度スコアでᑜࡡた行動を問題
とᛮうかどうかについて「はい」、「いい࠼」でホ定するࠋ
コンサルテーシࣙンの前後で 9.5 から 2.5 にῶᑡし、変
⋡ 61.3㸣問題ᩘのῶᑡが見られたࠋ 
3．ಖ育効力ឤスコアの変 
ಖ育効力ឤスコアはコンサルテーシࣙンの前後で大き
な変動は見られなかったࠋ 
Ϭ㸬⪃ᐹ 
 以上から、対象ඣのターࢤット行動、ಖ育ኈによる対
象ඣの問題行動認知共にᨵၿがみられ、ABA と SFA を
理論的⫼ᬒとした新しいコンサルテーシࣙンプログラ
ムの効果が示၀されたࠋ一方で、ಖ育効力ឤについては
大きな変動が示されなかったことから、後はಖ育ኈの
自ᚊ的な問題ゎ決をಁ進するための支援について、さら
なる検討が必要と考࠼るࠋまた、本研究は 1 事例の実践
によるものであり、結果のゎ㔘は限定的となるࠋ後は
対象者ᩘをቑやした上でプログラムのᶆ準について
検討していくࠋ 
（ཧ⪃ᩥ⊩） 
㇂ ┤人（����）ᕠ回┦ㄯࣔࢹルはどのように障 害ඣ
⤫合ಖ育を支援するか�発達⮫ᗋコンサルテーシࣙン
の支援ࣔࢹル�発達ᚰ理学研究，��（�）， �������� 

大村 ⚰子（����）ಖ育の場における発達支援̿༠ ാయ
ไの確立にྥけて̿，ῄᚨ短期大学研究紀要 ��，����
��� 
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ඣ❺のẼ付きをಁす知的障害特別支援学ᰯ生活科のᤵᴗ実践 
̿ᥖ♧≀（▱㆑の✀ࡁࡲ）ࡸ授業ᵓᡂに╔┠࡚̿ࡋ 

       ⏨ᑎ⏣ ⍞⳯         ẟ ග ۑ

（Ⲉᇛ┴❧⨾ᾆ≉ูᨭᏛᰯ） （Ⲉᇛ┴❧⨾ᾆ≉ูᨭᏛᰯ） 

.(< :25'6� ▱ⓗ㞀ᐖ≉ูᨭᏛᰯ 生ά⛉ Ẽ付ࡁ 

Ϩ㸬ࡵࡌࡣに 
本ᰯは、௧和６年度、理科と生活科（理科的内容）に

↔点を当て学ᰯ研究を行っているࠋᑠ学部では、௧和５
年度から「生活科」を教育課程に⨨࡙け、教科として
実してきているࠋ知的障害特別支援学ᰯの生活科に関
する先行研究や先行事例は、ᑡない現≧にあり、よりよ
いᤵᴗ実践のあり方などᶍ⣴しているとこࢁであるࠋ知
的障害特別支援学ᰯの生活科目ᶆにも「Ẽ付き」という
ゝⴥがあり、いかにඣ❺のẼ付きをಁしていけるかがᤵ
ᴗ࡙くりの࣏イントになると考࠼、௧和６年度は、ඣ❺
のẼ付きをಁす支援方法などを研究することとなったࠋ 
ϩ㸬┠ⓗ 
「ඣ❺のẼ付きをಁすけ」や「ᤵᴗのᵓ成」に╔目
してᤵᴗ実践を行うことで、どのようなඣ❺の学びにつ
ながるのか、検ドすることを目的としたࠋ 
Ϫ㸬᪉ἲ 
࠙対象 ࠋ知的障害特別支援学ᰯᑠ学部㧗学年のඣ❺６名ࠚ

（㍍度から中度の知的障害を有するඣ❺） 
࠙実期間ࠚ௧和６年９月４日ࠥ�� 月８日までの期間

に７時間計画で実ࠋ 
࠙༢ඖࠚ生活科における「Ꮨ⠇とኳẼ（✵）」 
࠙ᤵᴗ実践ࠚ 
「ඣ❺のẼ付きをಁすけ」Ѝ「Ẽ付く」ためには、

経験や知㆑が必要であり、その知㆑があることで、
新しい学⩦でのẼ付きが生まれると考࠼たࠋそこで、
༢ඖ開ጞ前に、㞼の種㢮をキࣕラクターしたイラ
ストと┿を㝵段に㈞り、「㞼の㝵段」を作成したࠋ
また、定期的にᙳした✵の┿を時⣔ิで並べ、
掲示することで、知㆑の種をまき、ᤵᴗ内で新しい
知㆑と結び付けることができるように学⩦内容を設
定したࠋ 

「ᤵᴗᵓ成」Ѝᑠ学ᰯ学⩦指ᑟ要領生活科編に学⩦㐣程
について、以下の記載があるࠋձᛮいや㢪いをもつղ
活動やయ験をするճឤじる・考࠼るմ表現する・行Ⅽ
する（ఏ࠼合う・り返る）これらの学⩦㐣程を基本
にして、༢ඖにࡩさわしい展開をつくることが重要と
あるࠋそこで、この学⩦㐣程を参考に本ᤵᴗ実践のᵓ
成を計画したࠋ 
ձᛮいや㢪いをもつ：「Ꮨ⠇とẼ の変について知 
 う」「✵の┿からᏘ⠇が分かるͲ」後のᤵᴗࢁ
の意ḧにつながるようにおኳẼキࣕスターの動画を 
見る時間を設定するࠋ 

ղ活動やయ験をする： 「Ꮨ⠇の✵を表現してみよう」 
 ỈⰍの画用紙に⥥を付け、Ꮨ⠇の✵を表現するࠋ 
ճ考࠼る：「Ꮨ⠇とኳẼのまる分かり表を作ࢁう」 
 これまでの学⩦の知㆑を活かして、Ꮨ⠇ࡈとに✵の
┿を分けて㈞るࠋ 

մఏ࠼合う・り返る「おኳẼキࣕスターとしてኳẼ
やᏘ⠇を発表しよう」「まとめよう」 

࠙ホ価ࠚ 
 実践前後にᏘ⠇とኳẼ（✵）の関わりについて、㉁問  
紙調査を実し、「Ꮨ⠇について行事や㣗べ≀ࡔけでな
く、ኳẼ（✵）のᵝ子からもᏘ⠇をឤじることができる
ようになるのか」検ドしたࠋ 
࠙その他ࠚ 
ඣ❺の障害の≧ែや実ែを㋃ま࠼、┿や動画などど

ぬ的に分かりやすい教ᮦをᑟ入し、ඣ❺のయ的な活動

を引き出すため、おኳẼキࣕスターになりきり、発表す
る活動を設定したࠋᤵᴗ以外でも、日常生活の中で見つ
けたᏘ⠇やኳẼの変を共有する時間をつくり、自分の
生活に結びつけて考࠼ることができるようにしたࠋ 
ϫ㸬⤖ᯝ 
「ඣ❺のẼ付きをಁすけ」ЍኳẼ（✵）とᏘ⠇に関
する掲示≀を作成し、ඣ❺がよく目にする場所に掲示す
ることで、「㫣㞼は、⛅に出るࡔࢇってࠋ」と㞼の種㢮を
発ゝするඣ❺のጼが見られたࠋまた、Ẽ のᩘ値と᭹
を関連付けた資料を掲示し、日のẼ と᭹について
ゝⴥけをすることで、「20 度ࡔから長⿇ࠋࡔ」と実生活
に結び付いた「Ẽ付き」があるඣ❺のጼが見られたࠋ 
「ᤵᴗのᵓ成」Ѝ᪤にもっているኳẼの種㢮についての
知㆑にຍ࠼、✵（㞼のᙧ）の特ᚩについてクイࢬᙧ式で
学⩦をしたり、⥥と画用紙でᏘ⠇の✵を表現したりして、
新しい知㆑を㌟に付ける学⩦を行ったࠋこれらの学⩦か
ら㞼の名前「かみなり㞼や⥥㞼、筋㞼、㫣㞼」を発ゝす
るඣ❺のጼが見られたࠋまた、㌟に付けた知㆑を活かし
て、おኳẼキࣕスターとして、✵の┿からẼ付いたᏘ
⠇を発表したࠋ（Ẽ付きの表出）さらに、２人組のグルー
プを作り、調べ学⩦で意見を換する場㠃では、自ら
達に調べたことをఏ࠼るᵝ子が見られたࠋඣ❺は、おኳ
Ẽキࣕスターになりきり、意ḧ的にᤵᴗに参ຍすること
ができていたࠋ 
 ᤵᴗ後の㉁問紙調査では、それࡒれのᏘ⠇の特ᚩを」
ᩘのイラストや┿から選択する㉁問に対して、行事や
㣗べ≀にຍ࠼、全員がᏘ⠇の✵の┿を選択していたࠋ 
Ϭ㸬⪃ᐹ 
 田村（2011）は「Ẽ付く」ことの教育的価値について、
「ఱもせずにẼ付くことは㞴しく、Ẽ付くときにはఱら
かの行ⅭやはたらきかけがᏑᅾ」と述べているࠋ本実践
より、６名のඣ❺がᏘ⠇の✵の┿を選択したことを㋃
ま࠼、༢ඖのᑟ入前からその༢ඖに関する掲示≀を見や
すい場所に掲示（知㆑の種まき）をしたことで、ඣ❺の
新たな「Ẽ付き」を引き出すことに⧅がったのではない
かと考࠼るࠋᤵᴗのᵓ成については、ඣ❺の実ែを㋃ま
、Ẽ付きの生起を想定したᤵᴗ計画を立てることで、࠼
「Ẽ付き」を広ࡆ、意ḧྥ上に⧅ࡆていくことができる
と考࠼るࠋ 
後の課題として、実践時のᏘ⠇は「⛅」であったた

め、ᅄᏘの✵を実際に見てᏘ⠇をయឤすることはできな
かったࠋより「Ẽ付き」を῝めるためには、年間を通し
て学⩦する必要があるࠋそのため、年間指ᑟ計画を検討
し、実య験をకう活動をቑやしていき、✵・Ꮨ⠇の⛣り
変わりと実生活を結びつけることができるようにして
いきたいࠋまた、よりẼ付きを引き出すための発問の
方を研究していく必要があるࠋ 
（ཧ⪃࣭ᘬ⏝ᩥ⊩） 
・ᮅ （̔͂����）ࠗ 子どものẼ付きをᣑ大・῝させる生 
活科のᤵᴗ原理࠘㢼間書ᡣ  

・田村学������「Ẽ付きの㉁を㧗める生活科指ᑟ法に期 
ᚅする」ࠗ Ẽ付きの㉁を㧗める生活科指ᑟ法࠘ 
原田信அ・㡲本Ⰻኵ・田㟹㞝 ᗎ㹮�３ ᮾὒ㤋出版 

・文部科学┬（ᖹ成��年）ࠗ ᑠ学ᰯ学⩦指ᑟ要領（ᖹ成 
2� 年告示）ゎ説 生活科編࠘p��0 ᮾὒ㤋出版 

・文部科学┬（ᖹ成 30 年）ࠗ 特別支援学ᰯ学⩦指ᑟ要領 
ゎ説各教科編（ᑠ学部・中学部）࠘ 開隆ᇽ 
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発達障害学生の大学⛣行支援における後の展望 
̿⡿ᅜのᏛにࡳ⤌ࡾྲྀࡿࡅ࠾に╔┠࡚̿ࡋ 

    ᒣᮏ⨾ዉᏊ   ⸨ཎᏹྖ      ᑠ‖༟ኵ ۑ    

       （ᒣᙧᏛ）   （ᒣᙧᏛ） （ᕞᏛ） 

.(< :25'6�Ⓨ㐩㞀ᐖ6ࠊWXGeQW 6XFFeVVࠊᏛධᏛ๓の⛣⾜ᨭ 

Ϩ㸬ࡵࡌࡣに 
日本では、大学に入学する発達障害学生がᛴቑしてい

るが、␃年や㏥学する学生がከく、༞ᴗ⋡は ����㸣
（-$662� ����）と一⯡学生にẚべかなりపいࠋこれら
の要ᅉのࡦとつとして、㧗ᰯまでの学ᰯ生活と大学生活
にࣕࢠップがあり、初期㐺応にᅔ㞴があることが指さ
れている（ㄶゼか�����）ࠋそこで筆者らは、発達障害
学生の༞ᴗ時調査を通し、「ᤵᴗのᒚ修方法、計画、サ࣏
ート」、「య調⟶理」、「┦ㄯできる人やయไ」、「自ᕫ理ゎ
（ᙉみやⱞ手の特ᛶ理ゎ）」など、発達障害学生のた
めの初年次教育プログラム（)LUVW <HDU ([SHULHQFH）
のࢽーࢬを明らかにしてきた（ᒣ本か�����）ࠋ大学生
活の㌑きを予㜵し、学生の 6WXGHQW 6XFFHVV を支࠼る
入学前からの組⧊的な大学⛣行支援が必要であるࠋ 
発達障害に限らず⡿国の大学では、㧗ᰯから大学の

スムーࢬなトランジシࣙンの手ຓけを目的として、入学
前からの࢚ࣜ࢜ンテーシࣙンにὀ力していることが知
られているࠋຍ࠼て、発達障害に特した大学⛣行支援
にྲྀり組ࢇでいる大学もあるࠋ例࠼ば、/DQGPDUN 
&ROOHJH（以下/&）では、教⫋員が学ᴗ㠃と生活㠃の୧
㠃から障害特ᛶに㓄慮した入学前からの支援を行って
いるࠋ 

 
ϩ㸬┠ⓗ 
本研究では、⡿国の大学における入学前の࢚ࣜ࢜ンテ

ーシࣙンプログラムに↔点をあてるࠋそのう࠼で、日本
における発達障害学生の大学⛣行支援について、後の
展望を述べるࠋ 
 
Ϫ㸬᪉ἲ 
⡿国の大学における入試ไ度や入学前の࢚ࣜ࢜ンテ

ーシࣙンプログラムをホームページや文献などで調査
したう࠼で、/&でのインタࣅュー調査内容を分ᯒしたࠋ 

 
ϫ㸬⤖ᯝ 
�）⡿国の大学における入試ไ度と入学⛣行支援 

⡿国の大学では、日本における筆記試験を中ᚰとした
入学試験ไ度ではなく、6$7や $&7といったᶆ準テス
トの成⦼と㧗ᰯの成⦼、࢚ッセイ、᥎⸀≧などの書㢮を
大学に提出し合否が決まるࠋ入学時期は、に�月と�
月であるが、�月に入学する学生が一番ከく、学生募集
は一年中行われているࠋ�月入学の場合は、�月～�月㡭
に入学が決定するため、大学の⛣行準ഛ期間が༑分に
確ಖできる≧ἣにあるࠋ 
入学⛣行支援に関してい࠼ば、新入生の一⯡的なࣜ࢜

ンテーシࣙンプログラムは、�日間と短いが、その他࢚
にも、:HOFRPH :HHN の設⨨や入学生をᑓ㛛的にサ࣏ー
トする部⨫のᏑᅾなどがあり、学ᴗやキࣕンࣃスライフ、
住ᒃ、教員アドࣂイࢨーとの連ᦠ、各種ワークシࣙップ
の企画・運Ⴀなど、大学生活の円な⛣行をサ࣏ートす
る各種ྲྀり組みが行われているࠋなお、␃学生やその他、
特別な事のある学生に対してもᑓ㛛的な入学支援プ
ログラムを提౪している大学もከいࠋ 
�）/& の入学前準ഛプログラムについて 
���� 年 �月に筆者らは/&をゼ問したࠋインタࣅュー

の対象者は、執行部�名にຍ࠼て、教育・学生支援を担
当する要部㛛のࢹレクター担当者 � 名の計 � 名で、

大学の⛣行を円にする /& の支援యไについて全 �
セッシࣙンを通して調査することができたࠋ 
/&では、入学�か月前から準ഛプログラムとして、認

知行動療法を活用した関係スキルのᙉを目的とした
ձ3((56（3URJUDP IRU (GXFDWLRQ DQG (QULFKPHQW RI 
5HODWLRQDO 6NLOOV）プログラム、および実行機能スキ
ル開発を通し自ᕫ効力ឤを㧗める 7D&（7UDQVLWLRQ DW 
&ROOHJH）プログラムに参ຍすることが必㡲になってい
る56))3ࠋおよび7D&プログラムは、ಖㆤ者ྥけも準ഛ
されており、Ṥどのಖㆤ者が参ຍしているࠋ同時期に実
行機能コーࢳとしてᑓ㛛能力開発トレーࢽングを受け
たアドࣂイࢨー教員との定期㠃ㄯがあるࠋຍ࠼て、/&で
は、入学前に�日間の࢚ࣜ࢜ンテーシࣙン（$6'は �日
間）があるࠋ/&は全ᑅไであるため、入学前の࢚ࣜ࢜ン
テーシࣙンプログラムを通して、ᑵᐷ時間やຮᙉ時間な
どルームメイトとの約᮰ࡈとをスタッフのサ࣏ートを
得ながら決めるࠋその他、新しい⎔ቃでの学⩦㠃および
生活㠃の順応方法についても教⫋員や先㍮学生からの
アドࣂイスのもと、大学生活の㐺応を㧗める支援が行
われているࠋ 
   
Ϭ㸬⪃ᐹ 
⡿国では、発達障害の有↓にかかわらず、新入生に対

する✚ᴟ的な大学⛣行支援が行われているࠋまた、発達
障害学生をᑓ㛛的に受け入れている /& では、入学 � か
月以上前から༑分な準ഛ期間を確ಖし、新しい学⩦⎔ቃ
の順応を㧗める支援が行われていることが明らかに
なったࠋ 
日本では、⡿国にẚべ大学入学決定から入学までの期

間が短いࠋそのため発達障害学生は、大学と㧗ᰯの㐪い
や大学生活のලయ的なイメージや大学生活の準ഛが
ᩚわないまま、入学するഴྥにある（ᒣ本か�����）ࠋ
また、大学入学時の時点では、合理的㓄慮の⏦し出のな
い発達障害学生が、大学生活でᅔっていても援ຓ要請力
のஈしさからサ࣏ートを求めないࢣースなどが報告さ
れている（ຍ᮶�����）ࠋこれらの点を㋃ま࠼ると、日本
においても新しい⎔ቃに順応できるように新入生をᑓ
㛛ᐙがサ࣏ートする部⨫の設⨨をはじめ入学⛣行支援
యไの実が必要であることが示၀されたࠋ 
 

ϭ. ࡞ཧ⪃ᩥ⊩ 
/DQGPDUN &ROOHJH 

KWWSV���ZZZ�ODQGPDUN�HGX�DGPLVVLRQV 
/DXJHVRQ� (� $� ������ 7KH 3((565 FXUULFXOXP IRU 
VFKRRO�EDVHG SURIHVVLRQDOV� 6RFLDO VNLOOV 
WUDLQLQJ IRU DGROHVFHQWV ZLWK DXWLVP VSHFWUXP 
GLVRUGHU� 1HZ <RUN� 5RXWOHGJH�  

ᒣ本⨾ዉ子・ᯇᆏᬸᾈ・藤原ᏹྖ ������「発達障害学生
の成ຌにᐤする初年次教育プログラム開発のྲྀり
組み」ࠗ キࣕࣜアࢨࢹイン研究࠘� ��� ������ 

 
付記 

本研究は、-636 科研費 ��.����� のຓ成を受けて実
したࠋ 
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知的障害特別支援学ᰯ中学部における社会科の実践研究 
㸫༢ඖࠕእᅜのࡼうࢁࡋࢆࡍう㸟ࠖにࢆࢺࢫࣜࢡࢵ࢙ࢳࡿࡅ࠾⏝いたホ౯ࢆ㏻࡚ࡋ㸫 

  ᮏᐑஂோᙪ             ᶫᮏ୍ۑ

          （༓ⴥ┴❧㤶ྲྀ≉ูᨭᏛᰯ）（ᮾிᏛⱁᏛ≉ูᨭᩍ⫱࣭ᩍ⫱⮫ᗋ࣮ࢱࣥࢭࢺ࣮࣏ࢧ） 

.(< :25'6� Ꮫ⩦ホ౯㸪ࢺࢫࣜࢡࢵ࢙ࢳ㸪እᅜのᵝᏊ

Ϩ㸬ࡵࡌࡣに 
ᖹ成 �� 年告示特別支援学ᰯ学⩦指ᑟ要領において

は生ᚐの学⩦≧ἣや結果を㐺ษにホ価し、指ᑟ方法の
ᨵၿにດめることが規定されているࠋ特別支援学ᰯに
おいてもࢳェックࣜストやルーブࣜックを用いた学
⩦ホ価についての先行研究はあるものの、知的能力の
実ែの幅が広い生ᚐ集ᅋに対して、生ᚐの実ែに応じ
たホ価基準の設定上の課題が指されている �ᑿ
崎������ࠋ一方、知的障害特別支援学ᰯ中学部におけ
る社会科の指ᑟの実⋡�実している学ᰯの合�
は �����であり、年間ᤵᴗ時間ᩘの合�全ᤵᴗ時間
ᩘの和に༨める合�は ����にとどまり�ᯞ・బ藤・
Ⳣ㔝������、学⩦ホ価とᤵᴗᨵၿに関する研究もᑡな
いものとなっており、指ᑟ実践の✚み重ࡡが望まれるࠋ 
ϩ㸬┠ⓗ 

本研究では知的障害特別支援学ᰯ中学部における
社会科の༢ඖ「外国のようすをしࢁう㸟」におい
て、ࢳェックࣜストを用いたホ価の有効ᛶと課題を
明らかにするとともに、生ᚐの知的能力の実ែに応
じた༢ඖ開発を目的とするࠋ 
Ϫ㸬᪉ἲ 
��対象 

; 特別支援学ᰯ中学部 � 年生の知的障害のある生
ᚐ � 名に対して、���; 年 � 月～� 月まで � 名の教員
で � 時間のᤵᴗを実したࠋ特別支援学ᰯ学⩦指ᑟ要
領中学部社会科の � 段㝵「外国のᵝ子」に基࡙き、༢
ඖ名「外国のようすをしࢁう㸟」でᤵᴗを行ったࠋ 
��手続き 
ձ育成を目指す資㉁・能力と学⩦活動を明確にす

るために、担当教員 � 名にアンࢣートを実したࠋ
ղ༢ඖ指ᑟ計画（表 �）に基࡙き、ホ価基準である
ルーブࣜックとࢳェックࣜストを作成したࠋ学⩦活
動には、żîクイࢬ、調理実⩦、インタࣅュー調査、
⩦ճ生ᚐの学ࠋーム等の」ᩘの活動をྲྀり入れたࢤ
≧ἣをࢳェックࣜストᙧ式で記入できるホ価表を作
成したࠋホ価表には、クイࢬの正ㄗやࢤームでの回
⟅≧ἣを記入できるようにしたࠋ 

��倫理的㓄慮 
研究内容ཬび研究発表についてಖㆤ者に説明し、文

書で同意を得たࠋまた発表にあたっては、所属機関の
チ可を得ているࠋ 
ϫ㸬⤖ᯝ 

２時間目は、日本、フランス、アメࣜ࢝の人ࠎが
㣗べているᮅࡈ㣤について予想立てを行ったࠋアメ

が㣗べࠎの人࢝ࣜ
ているᮅࡈ㣤の予
想について「ハン
ー」「アメࣜ࢞ーࣂ
ンドッグ」等の࢝
回⟅がみられた
（表 インターࠋ（�
で࢝ットを使用して調べると、フランスやアメࣜࢿ
は「ࣃンがከい」という発ゝがみられ、日本ではࡈ
㣤とჯỒのᮅ㣗がከいことを生ᚐたࡕは理ゎする
ことができたࠋしかしスクランブル࢚ッグ、ウイン
レンジジュース等は、どの国でも㣗べられ࢜、ーࢼ
ていることを理ゎできたᵝ子ࡔったࠋ 
６時間目の「/HW¶V 国名ࣂスࢣット㸟」では、生ᚐは

日本、フランス、アメࣜ࢝の３ࢳームに分かれて実
したࠋ「なࢇでもࣂスࢣット」のルールを使用し、例࠼
ば問 � では「英
語」というゝⴥ
を⪺いて、英語
を使用している
アメࣜࢳ࢝ーム
の生ᚐのみがᖍ
を⛣動し、᳔子
を⋓得すること
で得点を➇った
（表  ࠋ（�
Ϭ㸬⪃ᐹ 
本研究ではᤵᴗ中の生ᚐの学⩦≧ἣを、」ᩘの教員

がࢳェックࣜストを用いてホ価し、その有効ᛶについ
ての検討を行ったࠋ事前にホ価表を担任に㓄ᕸするこ
とで、ホ価の観点が明確になり生ᚐのࣃフォー࣐ンス
をࢳェックするጼがみられたࠋしかし生ᚐの知的能力
の実ែによっては、ࢳェックࣜストによるホ価が㞴し
かった生ᚐもいたため、学⩦活動の内容について更な
る検討が必要であったࠋ 
本༢ඖにおいては、生ᚐたࡕは㌟近な日本のᮅ㣗と、

フランスやアメࣜ࢝のᮅ㣗をẚ㍑することで、「ẚ㍑
する」といった社会科の見方・考࠼方をാかせながら、
その特ᚩを理ゎすることができていたࠋ社会科の指ᑟ
において、社会的事象同ኈをẚべることが大ษであっ
たと考࠼ら࠼るࠋ 
�ཧ⪃ᩥ⊩� 
��ᑿ崎♸୕������知的障害教育における組⧊的・య⣔
的な学⩦ホ価のಁ進をಁす方⟇に関する研究－特
別支援学ᰯ（知的障害）の実践事例を㋃ま࠼た検
討を通じて－�国立特別支援教育総合研究所� 
KWWS���ZZZ�QLVH�JR�MS�FPV�UHVRXUFHV�FRQWHQW� 
��������������-�������SGI ��������� 㜀ぴ�  

��ᯞྐ㞝・బ藤㯇ዉ・Ⳣ㔝ᩔ������知的障害特別支
援学ᰯの教育課程編成に関する後の課題－指ᑟ
ᙧែࡈとの実⋡と年間ᤵᴗ時間ᩘの分ᯒを通し
て－�大㜰教育大学紀要総合教育科学���� ��-��� 

表 2 朝ご飯についての予想⽴て 

表 3 「Let`s 国名バスケット︕」の結果 

時
1 「⽇本・フランス・アメリカ」の違いを知る 「⽇本・フランス・アメリカ」○×クイズ
2 国による朝ご飯の違いを理解する インターネットを使⽤した朝ご飯調べ
3 ⼿順に沿って調理をすることができる 「⽇本・フランス・アメリカ」の朝⾷作り
4 ⽇本⼈の好みの朝⾷を理解する ⾷べたい朝⾷についてのインタビュー活動
5 「⽇本・フランス・アメリカ」の特徴を理解する
6 「⽇本・フランス・アメリカ」の特徴を理解する Let`s 国名バスケット︕

学習活動学習⽬標

各国の特徴のデータチャート作成

表１ 単元指導計画 

ごはん パン ハンバーガー
すし タンドリーチキン きなこプリン

（回答なし）
ごはん アメリカンドッグ
ごはん フランスパン ピザ

E
F

⽇本 アメリカフランス⽣徒名
A
B
C
D

（回答なし）

A B C D E F
⽶ ⽇ ⽶ ⽇ ⽶ ⽇

問1 「英語」（⾳声提⽰）（⽶） ○ × ⻤ ○ ○ ○
問2 箸（イラスト提⽰）（⽇） ○ ○ ○ ⻤ × ○
問3 「フランス語」（⾳声提⽰）（仏） ○ × ⻤ × × ○
問4 「グッドモーニング」（⾳声提⽰）（⽶） ○ × ⻤ ○ ○ ○
問5 「トマト」（⾳声提⽰）（⽇仏⽶） ○ ○ × × ○ ○
問6 アメリカの地図の提⽰（⽶） ○ ○ × ⻤ ○ ○
問7 フランスの地図の提⽰（仏） ○ × × ⻤ ○ ○

⽣徒名
⽣徒が所属したチーム

 ○︓正答，×︓誤答，⻤︓⻤の役割
 ⽇︓⽇本，仏︓フランス，⽶︓アメリカ
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不Ᏻの㧗いᗂඣ・ඣ❺の実ែに関する調査（1） 
ෆᅾ⾜ື問㢟との㛵㐃ࢆᐃ࡚ࡋ 

 ୰ 㔛ᐇ    ᶫᮏ୍      ᒸᮏⱸᱜ      బ⸨⩧Ꮚ      ᑠᰗ⳯✑      ୕ᾆᕦஓ⏣ۑ

（ᮾி㒔❧Ꮫ）（ᮾிᏛⱁᏛ）（ᮾிᏛⱁᏛᏛ㝔）（ᮾிᏛⱁᏛᏛ㝔）（ᮾிᏛⱁᏛᏛ㝔）（ᮾி㎰ᕤᏛ） 

.(< :25'6� Ᏻ㸪ෆᅾ⾜ື問㢟㸪⥴㞀ᐖ 

Ϩ㸬ࡵࡌࡣに 
場㠃⥸㯲ᵝの発話やయ的な行動のᅔ㞴，分㞳不Ᏻ，

ックや∎ჶみ等の症≧は，集ᅋ生活において本人のᅔࢳ
りឤや不㐺応ឤにつながり得るものであり，それらは内
ᅾ行動問題といわれるࠋ内ᅾ行動問題は，不Ᏻの㧗
さとの関連が想定されており，それらの症≧はᗂඣ期か
らみられ（ᒣ下，200�），᪩期発見と支援が予後をᕥ右
するとされる（石川・ᆏ㔝，2004）ࠋ 
しかし，内ᅾ行動問題を示す子どもは，はかࢇしࡷ

くや攻撃的な行動といった外ᅾ行動問題を示す子ど
もにẚして本人のᅔりឤが見࠼にくく，ㄗゎを受けやす
かったり支援の必要ᛶにẼ࡙かれにくかったりするࠋ結
果として，説得やບましといった表㠃的な関わりに終ጞ
しやすいࠋしかしそのような本人のᅔりឤが理ゎされな
い表㠃的な関わりは，不㐺応ឤを㧗めるࡔけでなく，二
次的な問題をᣍくࣜスクもあり，㐺ษな≧ែീのᢕᥱと
支援のయ⣔を検討していく必要があると考࠼られるࠋ 
 
ϩ㸬┠ⓗ 
本研究の目的は，内ᅾ行動問題を示す子どもの支援

のあり方を検討する上での基礎調査として，不Ᏻの㧗い
子どもの実ែを明らかにすることであるࠋ本研究発表で
は，発表者らが実した「不Ᏻの㧗い子どもの実ែと支
援に関する調査」のうࡕ，子どもの実ែに関する結果の
一部についてᩚ理を行うࠋなお本研究は，科学研究費ຓ
成事ᴗのⱝ手研究「内ᅾ行動問題を示す子どもの㐺応
支援࢞イドブックの開発」（課題番号：24K1��3�）のຓ
成を受けて実されたࠋ 
 
Ϫ㸬᪉ἲ 
ᑐ㇟⪅ 㤳㒔ᅪのಖ育所・ᗂ⛶ᅬ 1000 設，ᑠ学ᰯ
1000 ᰯに౫㢗≧を㒑送し，4 ṓඣクラス担任 1 名，通
常学⣭ 3 年生担任 1 名に༠力を౫㢗したࠋᗂ⛶ᅬ・ಖ育
所 4 ṓඣクラス担任 111 名（回⋡ 11�1�），通常学⣭
3 年生担任 1�0 名（回⋡ 1��0�）から回⟅を得たࠋ 
ㄪᰝᮇ㛫 20;; 年 � 月から 10 月に実したࠋ 
ㄪᰝෆᐜ 特に不Ᏻが㧗い特ᚩがあるとឤじる子ども1
名のᵝ子について㉁問した項目のうࡕ，以下の項目の結
果についてᩚ理したࠋ 
ձ対象ඣの概要ղ日本語版ᗂඣ用不Ᏻᑻ度（中川・藤生，
201�）（以下，不Ᏻᑻ度）：28 項目 3 ௳法ճ日本版 6'4
子どものᙉさとᅔ㞴さアンࢣート（以下，6'4）：2� 項
目 3 ௳法 
ᡭ⥆ࡁ 㒑送にて౫㢗≧を送付し，調査内容や倫理的㓄
慮について説明を行ったࠋ回⟅は౫㢗≧に㈞付した 45
コードからアクセスしてもらい，࢜ンラインアンࢣート
フォーム（*ooJOe )orPs）を用いて回⟅してもらったࠋ 
⌮ⓗ配慮 調査౫㢗書において説明を行ったࠋ同意す
る場合に࢜ンラインアンࢣートフォームにアクセスし
てもらい，初めの同意に関する㉁問においてその意ᛮを
確認したࠋなお本研究は，ᮾி㒔立大学倫理審査委員会
の承認を受けて実したࠋ 
 
ϫ㸬⤖ᯝ 
 対象ඣのうࡕ，་学的デ᩿のある子どもは4ṓඣで28
名（2��23�），3 年生で 80 名（4��0��）ࡔったࠋデ᩿
名は重」を含めて自閉スペクトラム症が最もከく，4 ṓ

ඣで 18 名，3 年生で 3� 名ࡔったࠋ不Ᏻにかかるデ᩿が
あるඣは，3 年生で 32 名いた376ࠋ' のඣも 3 名いたࠋ 
 不Ᏻᑻ度の得点を表 1 に示すࠋ本調査の対象ඣは，中
川他（201�）にẚして各下ᑻ度得点が同程度かపいഴ
ྥがうかが࠼たࠋ 
 
表 1．不Ᏻᑻ度のᑻ度得点 

  
続いて 6'4 の得点を表 2 に示す4ࠋ ṓඣ，3 年生と

もに各ᑻ度のᅔ㞴度がᶆ準ࢹータにẚして㧗く，一方
でᙉみとして測られるྥ社会的行動は得点がపかったࠋ 

 
表 2．6'4 のᑻ度得点 

 
 また，不Ᏻᑻ度の各下ᑻ度得点と 6'4 の各下ᑻ
度得点の┦関を調べた結果，」ᩘのᑻ度間で正の┦関が
みられたࠋ特に，不Ᏻᑻ度の全⯡ᛶ不Ᏻ障害，社会ᜍᛧ，
ᙉ㏕ᛶ障害，外യᜍᛧ（特定のᜍᛧ），分㞳不Ᏻの全ての
下ᑻ度得点と 6'4 の⥴の問題の間に中程度からᙅ
い 正 の ┦ 関 が み ら れ （ 4 ṓ ඣ ： 1 111� 順 に
r  ���8� ��24� ����� ��2�� �4�1，3 年生：1 1�0�順に
r  ��12� ��1�� �48�� �3�8� �434），総合的なᅔ㞴さとの間
にもそれࡒれ中程度からᙅい┦関がみられたことが特
ᚩ的であった（4ṓඣ：順にr  ����� �284� �3��� �444� �32�，
3 年生：順に r  �42�� �2�0� �38�� �2��� �22�，その他ࠋ（
不Ᏻᑻ度の一部の下ᑻ度と 6'4 の行Ⅽの問題，ከ動
㸭不ὀ意，௰間関係の問題との間にᙅい┦関がみられたࠋ 
   
Ϭ㸬⪃ᐹ 
 本研究発表では，不Ᏻの㧗い子どもに関する実ែ調査
の結果の一部をᩚ理したࠋ対象となった子どもの不Ᏻの
程度は，ᶆ準ࢹータにẚして同等かపかった一方で，
⥴・行動㠃でのᅔ㞴さは㧗かったࠋそれらの関係ᛶを
検討した結果，不Ᏻの㧗さと内ᅾ行動問題に分㢮され
る⥴の問題との関連が想定されたࠋまた，その他行Ⅽ
の問題やከ動㸭不ὀ意等の外ᅾ行動問題との関連も
一部うかが࠼たࠋこれらよりಖ育者・教ᖌにとって不Ᏻ
が㧗いとឤじる子どもは，必ずしも不Ᏻの㧗さそれ自య
がᚩではない可能ᛶがあること，外ᅾ行動問題より
も内ᅾ行動問題が目立つ可能ᛶがあるものの，外ᅾ
行動問題も含めて全⯡的なᅔ㞴さがある可能ᛶを考慮
に入れながら，子どものᵝ子をᢕᥱしていく必要がある
ことが示၀されたࠋ 

ᖹᆒ SD ᖹᆒ SD ᖹᆒ SD
全⯡ᛶ不Ᏻ障害 ���� ���� ���� ���� ���� ����
社会ᜍᛧ ���� ���� ���� ���� ���� ����
ᙉ㏕ᛶ障害 ���� ���� ���� ���� ���� ����
外യᜍᛧ（特定のᜍᛧ） ���� ���� ���� ���� ���� ����
分㞳不Ᏻ ���� ���� ���� ���� ���� ����

�ṓඣ �年生 中川他（����）

ᖹᆒ SD ᖹᆒ SD ᖹᆒ SD ᖹᆒ SD
総合的ᅔ㞴さ ����� ���� ��� ��� ����� ���� ��� ���
⥴の問題 ���� ���� ��� ��� ���� ���� ��� ���
行Ⅽの問題 ���� ���� ��� ��� ���� ���� ��� ���
ከ動㸭不ὀ意 ���� ���� ��� ��� ���� ���� ��� ���
௰間関係の問題 ���� ���� ��� ��� ���� ���� ��� ���
ྥ社会的な行動 ���� ���� ��� ��� ���� ���� ��� ���

ᶆ準サンプル

ʤ�-ࡂ�ʥ�ṓඣ �೧ਫ਼
ᶆ準サンプル

ʤ�-�ʥࡂ

－99－



研究発表 2-1                                 2024 日本発達障害支援システム学会 
第 22 回研究セࢼ࣑ー㸭研究大会 

-  - 

ಖ育現場における応用行動分ᯒ学的支援の実ែ調査 
 ᪉ ᐉᣲ⥴ ۑ

（ዉⰋᕷ❧㎮ᕷᑠᏛᰯ） 

.(< :25'6� ᛂ⏝⾜ືศᯒᏛࠊᨭࠊಖ⫱⪅ 

Ϩ㸬ࡵࡌࡣに 
 ಖ育現場において、障害の有↓にかかわらず特別な㓄
慮が必要な子どもの支援が重要な課題となっているࠋ
ಖ育者が有効な支援を行う上で応用行動分ᯒ学の理論
がこれまでᐤしてきたࠋ一方で、ಖ育現場における応
用行動分ᯒ学の実ែを調査した研究はࡈくわずかしか
なく、応用行動分ᯒ学の理論やᢏ術も༑分にᬑཬしてい
ないのが現≧であるࠋまた、子どもの行動上の問題の原
ᅉをಖ育者がどのようにᤊ࠼るかは、応用行動分ᯒ学の
理ゎや支援にもᙳ㡪を࠼ることが指されているࠋし
たがって、ಖ育現場に応用行動分ᯒ学が有効な支援方法
として運用されるための知見を得ることは重要である
と考࠼られるࠋ 
 
ϩ㸬┠ⓗ 
 本研究は、ಖ育現場における応用行動分ᯒ学的支援の
実ែཬび、「Ẽになる子ども」の行動の原ᅉのಖ育者の
ᤊ࠼方を明らかにすることを目的とするࠋ 
 
Ϫ㸬᪉ἲ 
1㸬ㄪᰝᑐ㇟⪅ 
 A ┴の 29 ᕷ⏫村、196 の公立のᗂ⛶ᅬ、ಖ育所、認
定こどもᅬに務する 3・4・5 ṓඣのクラス担任をする
ಖ育者としたࠋ 
�㸬ㄪᰝ᪉ἲཬࡧㄪᰝᮇ㛫 
 ㉁問紙法による調査を 202X 年 2～3 月に実したࠋ 
�㸬ㄪᰝෆᐜ 
 先行研究を参考に独自に㉁問紙は作成したࠋ調査項目
は、応用行動分ᯒ学的支援の実践度（ձ⎔ቃᩚഛ：項目
1～3、ղ行動観察：項目 4～7、ճ先行事象：項目 8～2
4、մ結果事象：項目 25～38、յ望ましくない行動の
対応：項目 39～45、について 6 ௳法で回⟅を求めたࠋ
の行動の原ᅉのᤊ「Ẽになる子ども」、（ࠋは㏫㌿項目ڧ
 ࠋ方に関することでᵓ成した࠼
4㸬ศᯒ᪉ἲ 
 分ᯒには、IBM SPSS Statistics Ver.26 を使用したࠋ 
�㸬⌮ⓗ配慮 
 大㜰総合ಖ育大学研究倫理委員会の承認を得て実
したࠋ 
 
ϫ㸬⤖ᯝ 
1㸬ศᯒᑐ㇟⪅ 
 196 ᅬに㓄ᕸし、156 ᅬから回を得た（回⋡
79.6㸣）770ࠋ 名中、Ḟᦆ等があったものを㝖き 640 名
を分ᯒ対象としたࠋ 
�㸬ᛂ⏝⾜ືศᯒᏛⓗᨭのᐇ㊶ᗘ 
 各㉁問項目の応用行動分ᯒ学的支援の実践度に対し
て Shapiro-Wilk 検定を行った結果、正規ᛶを確認でき
なかった（p ＜ .01）ࠋձ⎔ቃᩚഛ、ղ行動観察、ճ先行
事象、մ結果事象、յ望ましくない行動の対応ࡈとに
Friedman 検定を行い、効果を認めた場合はከ重ẚ㍑
として Bonferroni 法を用いたࠋ 
ձ ⎔ቃᩚഛ 
 有意ではなかった 
ղ ⾜ືほᐹ 
 項目 4＞6＞7＞5 
ճ ඛ⾜事㇟ 
 項目 8・9・10・11・12・14・17・18・19・21・22・

23・24＞13・15・16・20 
մ ⤖ᯝ事㇟ 
 項目 25＞26・27・28・29・31・32・34・35・36・37・
38＞30＞33 
յ ᮃ࡞ࡃࡋࡲい⾜ືのᑐᛂ 
 項目 45＞42＞44＞41＞39・40・43 
 ᪉࠼の⾜ືのཎᅉのᤊࠖࡶᏊࡿ࡞Ẽにࠕ．3
 「本人の問題（特ᛶやᛶ格など）」は 76.1㸣、「ᐙᗞの
問題（ぶ子関係や育った⎔ቃなど）」は 11.3㸣、「ಖ育の
方の問題（人的・≀的⎔ቃなど）」は 7.8㸣、「↓回⟅
等」が 3.6㸣、「一㐣ᛶの問題（一時的なもの）」は 1.3㸣
であったࠋ 
 
Ϭ㸬⪃ᐹ 
1㸬ᛂ⏝⾜ືศᯒᏛⓗᨭのᐇ㊶ᗘ 
ձ ⎔ቃᩚഛ 
 中ኸ値やᅄ分೫ᕪの値から、Ᏻ定して⎔ቃᩚഛに関
する支援が実践されていると᥎測されるࠋ 
ղ ⾜ືほᐹ 
 項目 4 や 6 のような「子ども本人についての記㘓」に
ẚべると、項目 5 や 7 のような「子どもをྲྀり巻く⎔ቃ
についての記㘓」がᑡなかったࠋ⎔ቃからのᙳ㡪を大き
く受ける時期であることを㚷みると、子ども本人をྲྀり
巻く⎔ቃについても考慮して記㘓する必要があるࠋ 
ճ ඛ⾜事㇟ 
 上 13 項目のうࡕ実践度のపいಖ育者᥎ዡしてい
くことが望まれるࠋ項目 15「どぬࢶール」が最もపかっ
たࠋ日ࠎのಖ育の中で有効に活用するには㞴しさがある
と考࠼られるࠋ 
մ ⤖ᯝ事㇟ 
 項目 25「Ⰻい行動をするとめる」が最も㧗く、子ど
もをめて育てるಖ育が大ษに実践されていることが
示されたࠋまた、ᑓ㛛⫋の観点から「める」というこ
とをಖ育者は行っており、そのため、項目 25 の次に、
め方に関する項目 26・32・34・35・36・37・38 が㧗
くなったと᥎測されるࠋ一方で、項目 33「Ⰻい行動に対
して特権を࠼る」の得点が有意にపかったࠋうび使
用のᢠឤがあると考࠼られるが、ලయ的で༶時ᛶが
あり、子どもによっては効果的であるࠋそのため、㐺ษ
な知㆑のఏ達ཬび使用を᥎ዡしていくことが必要であ
るࠋ 
յ ᮃ࡞ࡃࡋࡲい⾜ືのᑐᛂ 
 項目 45「༴㝤な行動に対するὀ意・ྏ㈐」が有意に㧗
かったࠋ༴㝤ᛶの㧗い望ましくない行動に対してಖ育者
は㐺ษに対応しているとゝ࠼るࢁࡔうࠋ一方で、項目 44
「不㐺ษな行動にはある程度ཝしく指ᑟする」が୕番目
に㧗かったことから、⨩（ὀ意・ྏ㈐）の必要ᛶの認㆑
がṧっているಖ育者もいると᥎測されるࠋまた、項目 40
「不㐺ษな行動の↓ど」がపかったࠋこのことから、
子どもの望ましくない行動に対して、ಖ育者が対応して
しまっているࢣースはᑡなくなく、望ましくない行動を
よりᝏさせている可能ᛶもあると考࠼られるࠋಖ育者
には行動の原理を理ゎすることが求められるࠋ 
�㸬ࠕẼにࡿ࡞Ꮚࠖࡶの⾜ືのཎᅉのᤊ࠼᪉ 
 行動上の問題の原ᅉを「⎔ቃ要ᅉ」より「個人要ᅉ」
でᤊ࠼るಖ育者がከかったࠋ子ども個人の要ᅉに求めず、
ಖ育者にできることを┿ᦸに考࠼続けていくことが必
要であるࠋ 
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参ຍ者特ᛶの事前分ᯒを基にした࢜ンライン研修の実践 
1ᓥ ᓫ ۑ     ᒣෆ ᖾᜨ�     ᮌ⫤ ┿⌮Ꮚ� 

1（᫂▼࣮ࢱࣥࢭࡶࡇ）    �（᫂▼ᕷ❧Ⓨ㐩ᨭ࣮ࢱࣥࢭ） 

.(< :25'6� Ⓨ㐩㞀ᐖࠊᨭ⪅ྥࡅ◊ಟࠊࣥࣛࣥ࢜ࠊ事๓ศᯒࠊእ㒊ㅮᖌࠊ◊ಟホ౯

Ϩ㸬問㢟と┠ⓗ 
日本ಖ育༠会（����）は、ಖ育設の約༙ᩘのಖ育ኈ

が障害ඣಖ育に自信をあまりᣢてておらず、障害ඣ支援
をテー࣐とした研修希望がከいと報告しているࠋしかし
未ᑵ学ඣの現場では、人ᮦ不足やᴗ務のከᛁ等を理由に
研修機会がᑡないという課題があり、支援者の研修には
より効⋡的で効果的な実手法が望まれるࠋ 
一方、国の⟇から自治యには発達障害ඣ支援のయไ

ᵓ⠏や㉁のྥ上が求められており、᪩期入のど点から
発達障害の研修を開ദする意⩏は大きいࠋ当ᕷでも、長
年未ᑵ学ඣの支援者ྥけに発達障害の研修を開ദし、新
ᆺコロࢼ以㝆は࢜ンライン研修も行ってきたࠋしかし࢜
ンライン研修はẼ㍍に参ຍしやすい反㠃、参ຍ者間の反
応やὶが得にくく、大人ᩘࡔと一方ྥのఏ達になりや
すい課題もあるࠋ 
そこで、当ᕷ開ദの未ᑵ学 

ඣの支援者ྥけ研修「発達障 
害の理ゎと対応」が効果的な 
研修会になるために、࢜ンラ 
インの点を生かしつつ、参 
ຍ者特ᛶを事前に分ᯒし、そ 
れに༶した研修設計と実践を 
行った（研修設計は図１）ࠋ 
ϩ㸬᪉ἲ  
օ関係者のࣄアࣜング・事前アンࢣート作成 
࠙時期2022ࠚ 年 12 月࠙ࠋ 方法ࠚ研修参ຍ機関の所属長
2 名、ᕷಖ育担当部局⟶理⫋１名ࣄアࣜングし、研修
内容等を検討ࠋその結果から事前アンࢣート項目を作成ࠋ 
ֆ事前アンࢣート実・分ᯒ 
࠙時期 2023ࠚ 年 � 月࠙ࠋ 対象者ࠚ研究同意をした参ຍ者
�8 名࠙ࠋ 方法 ࠋンラインによる㉁問調査࠙࢜ࠚ 調査内容ࠚ
ձ基礎報：所属、⫋種、経験年ᩘ、研修会の参ຍṔ、
担当集ᅋ内の発達障害ඣの有↓と人ᩘࠋղ知㆑・動機：
発達障害に関する理ゎ、研修の期ᚅ度ࠋճ研修内容に関
する希望：現ᅾのᅔりࡈと（生活㠃・対人㠃・ゝ語㠃・
行動㠃・集ᅋ行動・ᅔっていない）、⪺きたいこと（発達
障害の基礎知㆑・基本的な対応・個別支援のᕤኵ・⎔ቃ
㠃のᕤኵ）ࠋ回⟅は、ձ選択式、ղ理ゎ度：「㠀常にそう
ᛮう」ࠥ「全くそうᛮわない」の � ௳法、期ᚅ度：�ࠥ
���㸣ࠋճ選択式と自由記述࠙ࠋ 分ᯒࠚ回⟅は選択式を⤫
計ฎ理、自由記述は㉁的ฎ理ࠋ 
և外部ㅮᖌのᡴ合せ・事後アンࢣート作成 
࠙時期 2023ࠚ 年 � 月࠙ࠋ 方法ࠚ事前アンࢣート結果を基
に研修内容を外部ㅮᖌと検討後、事後アンࢣートを作成ࠋ 
ֈ研修後のり返り・事後アンࢣート実・分ᯒ 
࠙時期 2023ࠚ 年 � 月研修後 2 㐌間࠙ࠋ 対象者ࠚ研究同意
をした参ຍ者 30 名࠙ࠋ方法 ࠋンラインによる㉁問調査࢜ࠚ
࠙調査内容ࠚձ基礎報：事前アンࢣートと同じࠋղ研
修ホ価項目：関ᚰ、事との関連ᛶ、発達障害の理ゎ、
ᅔりࡈとの⫼ᬒの理ゎ、対応の自信度、実践活用、‶足
度ࠋճ自由記述：実践活用や⫋場で広めたいことࠋ回⟅
は、ձ：選択式、ղ「㠀常にそうᛮう」ࠥ「全くそうᛮ
わない」の�௳法ࠋ‶足度：�ࠥ���㸣࠙ࠋ 分ᯒ 回⟅は選ࠚ
択式を⤫計ฎ理、自由記述は㉁的ฎ理ࠋ 
։倫理的㓄慮：まず所属長のチ可を得たࠋアンࢣートෑ
頭に趣旨、用方法等を明示し、参ຍ者に同意を得たࠋ 
Ϫ㸬⤖ᯝ 
օ関係者のࣄアࣜング・事前アンࢣート作成 

 3 名のࣄアࣜングから、㐣ཤの研修では所属長等が研
修機会や経験年ᩘがᑡない⫋員の知㆑ྥ上を期ᚅし
ていたࠋそこで、事前アンࢣートでは、「研修会の参ຍ
Ṕ」「担当集ᅋ内の発達障害ඣの有↓」、ලయ例を明示し
た「ᅔりࡈと」「⪺きたいこと」（選択式と自由記述）を
ຍ࠼たࠋ 
ֆ事前アンࢣート結果 
 所属は「ಖ育設⫋員」��㸣、⫋種は「ಖ育ኈ」��㸣・
「ᗂ⛶ᅬ教ㅍ」22㸣、経験年ᩘは「� 年未‶」40㸣・「�
ࠥ10 年未‶」「10 年以上」30㸣前後、研修会の参ຍṔは
「なし」��㸣、担当集ᅋ内の発達障害ඣᩘは「4 人以上」
4�㸣・「なし」�㸣、期ᚅ度は「�0 以上」�0㸣・「80Ѹ8�」
24㸣ࡔったࠋ参ຍ者のᅔりࡈとは「行動㠃」「ゝ語㠃」
「集ᅋ行動」がከく、⪺きたいことは「個別支援のᕤኵ」
「基本的な特ᛶや㐜れの対応」がከいࠋ自由記述では、
⪺きたいこととして「⒯Ⓝやトラブルの対応」「特ᛶに
㓄慮した個別や集ᅋの㓄慮」が上がっていたࠋ 
և外部ㅮᖌのᡴ合せ・事後アンࢣート作成 
ᡴ合せにて、参ຍ者ീ（㌟近に発達障害ඣがいるが発

達障害の学⩦機会がᑡない等）、当ᕷの現≧（子どもの
ቑຍでಖ育設がᛴቑし、人ᮦ育成が㏣い付いていない
等）を共有したࠋさらに、ᅔりࡈとや⪺きたいことの自
由記述では、基礎的で日常的な場㠃のලయ的対応に関
する内容がከかったため、研修内容は、前༙に発達障害
の基本特ᛶの理ゎとලయ事例の時間をቑやし、後༙は参
ຍ者の┦ㄯにㅮᖌが⟅࠼る㉁応⟅ᙧ式の時間にしたࠋ 
事後アンࢣートは、知㆑のྥ上を事前事後でẚ㍑する

ため「発達障害の理ゎ」、内容のホ価のために「関ᚰ」
「事との関連ᛶ」「ᅔりࡈとの⫼ᬒの理ゎ」「対応の自
信度」「実践活用」「‶足度」の項目としたࠋ 
ֈ研修後のり返り・事後アンࢣート結果 
 研修後のり返りでは、事前アンࢣートの分ᯒで参ຍ
者ീがᢕᥱできたことで、ㅮ⩏や㉁応⟅が参ຍ者のレ
ベルに合ったものになったࢁࡔう、とㅮᖌと共有したࠋ 
事後アンࢣートの結果を見ると、「関ᚰ（$9 ����）」

「事との関連ᛶ（$9 ���）」「ᅔりࡈとの⫼ᬒの理ゎ
（$9 ����）」「対応の自信度（$9 ����）」「実践活用
（$9 ���）」はᖹᆒ値が � を㉸࠼、「‶足度（$9 ����）」
も �� を㉸࠼たࠋまた「発達障害の理ゎ」のᖹᆒ値は事
前（$9 ����）、事後（$9 ����）ࡔったが、対応のある 7
検定から、事後ホ価が有意に㧗く（W�2�� 2�80�p �00�）、
参ຍ者の発達障害の理ゎ度が上がるഴྥが示၀されたࠋ 
ϫ㸬⪃ᐹ 
 本研究では、参ຍ者特ᛶに応じた効果的な研修のあり
方を検討したࠋ事前アンࢣートを実して、研修内容の
理ゎ度やࢽーࢬ、日㡭の発達障害ඣの関連ᛶ、までの
研修Ṕ等の事前アンࢣートを分ᯒすることで、研修で重
点的にᢅうべき内容や㞴᫆度を外部ㅮᖌとᡴࡕ合わせ
ることができたࠋ結果的に、事後アンࢣートでは㧗い研
修ホ価や発達障害の理ゎ度のྥ上が見られ、参ຍ者にと
って効果的な内容を提౪できたと考࠼られるࠋ 
 後の課題として、ձ参ຍ者特ᛶのᢕᥱがより可能な
事前アンࢣートの作成、ղ参ຍ者特ᛶを生かした外部ㅮ
ᖌとのᡴ合せ方法、ճ信㢗ᛶの㧗い事後アンࢣートの作
成、մ参ຍ者の発達障害の理ゎや対応の変、外部ㅮᖌ
のホ価等を含めた研修設計が考࠼られるࠋ 
（ཧ⪃ᩥ⊩）社会福祉法人 日本ಖ育༠会：ᖹ成 2� 年
度ಖ育ኈのキࣕࣜアࣃスに関する調査研究報告書，2014 
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ຍ害ඣ❺・生ᚐの対応に関する教員の支援ࢽーࢬの検討 
㸫ἲົᑡᖺᨭ࣮ࢱࣥࢭのᆅᇦຓ業ົにࡿࡅ࠾Ꮫᰯ㐃ᦠのᅾࡾ᪉̿ 

 ୗ㒓 ㍜   ⬥ ㈗   ⡦ෆ ⚽ᶞ   ⳥ᆅ Ꮫۑ   

（స᪂Ꮫ㝔Ꮫ） （Ᏹ㒊ࢸࣥࣟࣇᏛ） （ྎᑡᖺ㚷ูᡤ┒ᒸᑡᖺ㚷ูᨭᡤ） （ᒾᡭ┴❧Ꮫ） 

.(< :25'6� ἲົᑡᖺᨭࠊ࣮ࢱࣥࢭᆅᇦຓࠊຍᐖඣ❺࣭生徒ࠊᩍဨのᨭࢬ࣮ࢽ 

Ϩ㸬ࡵࡌࡣに 
௧和 � 年度のඣ❺・生ᚐの問題行動・不Ⓩᰯ等生ᚐ指

ᑟ上の諸課題に関する調査によれば、いじめやその重大
事ែཬびᭀ力行Ⅽ（以下：ຍ害行Ⅽ）の௳ᩘが前年ẚで
ቑຍഴྥにあるࠋ文部科学┬は、特にいじめの対⟇と
して学ᰯ内外にከ⫋種のᑓ㛛ᐙを㓄⨨し、教育┦ㄯయไ
の実やຍ害ඣ❺・生ᚐの指ᑟ、発㜵Ṇといった対
⟇の᥎進を図るとしている（文部科学┬、2024）ࠋまた、
現ᅾの」雑・ከᵝした課題のゎ決をಁ進するために、
の実現が求められており（文部「ームとしての学ᰯࢳ」
科学┬，201�）、ලయ的なᨵၿ方⟇の１つとして地域と
の連ᦠయไのᩚഛがあࡆられているࠋ 
法務┬によれば、ᑡ年㚷別所は法務ᑡ年支援センター

の名⛠で地域の㠀行・≢⨥の㜵Ṇにྥけた支援（地域援
ຓ）を行っており、関係機関の౫㢗で最ከを༨めるのが
学ᰯ等の教育機関であるࠋ同センターでは、いじめを含
か、ඣຍ害行Ⅽ等の問題に関する教員からの┦ㄯのࡴ
❺・生ᚐの࢝ウンセࣜングやᚰ理検査・ᚰ理教育、ಖㆤ
者のຓゝ等、ከ㠃的な支援が可能である（法務┬、
生ᚐ指ᑟ提要にもその旨が明記されており、学ࠋ（2023
ᰯとの連ᦠ・支援の更なる実が必要と考࠼るࠋ 
しかし、日ࠎ変するඣ❺・生ᚐの問題に教員がどの

ように対応していけばよいのか、その実ែは明らかとな
っていないࠋ後、ໟ括的な支援యไのᩚഛを進めてい
くためには、ຍ害ඣ❺・生ᚐཬびそれらに対応する教員
のᅔ㞴や教員自㌟の支援ࢽーࢬをᢕᥱする必要があるࠋ 
ϩ㸬┠ⓗ 
 以上を㋃ま࠼、本報告ではඣ❺・生ᚐのຍ害行Ⅽの特
ᚩを᥈ると共に、対応する教員のᅔ㞴を調査する中で、
教員の支援ࢽーࢬを᥈り、法務ᑡ年支援センターとして
可能な連ᦠ・支援方法をᶍ⣴することを目的とするࠋ 
Ϫ㸬᪉ἲ 
調査時期・対象者 調査は 2024 年 11 月に、教育┦

ㄯ関連の研究大会に参ຍした教員約 100 名に調査༠力
を౫㢗したࠋ回⟅者は 23 名であり、ຍ害行Ⅽに┤᥋ま
たは間᥋的に対応した教員は 20 名（対応当時、ᑠ学ᰯ
教ㅍ 8 名、中学ᰯ教ㅍ 3 名、㧗等学ᰯ教ㅍ � 名、特別支
援学ᰯ教ㅍ 1 名、↓回⟅ 1 名）であったࠋ 
調査内容 調査では「ຍ害ඣ❺・生ᚐの対応の中で、

最もⱞ慮した出᮶事」などに関する項目や「他部⨫との
連ᦠ」に関する項目、ཬび「≢⨥行動の⫼ᬒ要ᅉ」など
に関する項目（対応の㞴しさを生ࡔࢇものについてなど）
を用いたࠋまた学内の支援ࢽーࢬをໟ括的に᥈るために、
教員がຍ害ඣ❺・生ᚐに┤᥋的に対応した場合と間᥋的
に対応した場合に分けて回⟅できるよう項目を設定し
たࠋ調査は *ooJOe フォームを使用して回⟅を求めたࠋ 
ϫ㸬⤖ᯝ 
 教員がຍ害行Ⅽに┤᥋・間᥋いずれの対応をしたかと、
対応の㞴しさを生ࡔࢇ要ᅉとしてឤじたことについて、
コレス࣏ンࢹンス分ᯒを行った（)LJXre 参照）ࠋその結
果、⦪㍈は≢⨥のែ （βᭀ力ᛶ等）を示し（ᐤ⋡ �4�）、
ᶓ㍈は本人の資㉁・⎔ቃのいずれが問題となるか（問題
の内外ᛶ）を示した（ᐤ⋡ �34）ࠋ 
 特に、学⩦・行動㠃のᅔ㞴と知的発達の㐜れがあり、
かつയ害等の⢒ᭀ行Ⅽが認められるඣ❺・生ᚐについて
は、┤᥋・間᥋関わらず対応が㞴しいとឤじられるഴྥ
にあること、また学ᰯでの✼┐の対応の㞴しさにはᐙ

ᗞの事が関連することが示されたࠋさらに、学ᰯ外と
の連ᦠの不足はࡰ中ᚰに⨨しており、ຍ害行Ⅽのែ
ᵝや、本人の資㉁㠃などに関わらず、各要ᅉとの関連が
示၀されたࠋ 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ϭ㸬⪃ᐹ 
調査結果から、ᰯ 内でのຍ害行Ⅽ等の問題ゎ決に必要

な支援として「学⩦・行動㠃のᅔ㞴や知的発達の㐜れを
⫼ᬒとした⢒ᭀ行Ⅽ等のᑓ㛛的なຓゝ」、「」雑なᐙᗞ
の事をᢪ࠼たຍ害ඣ❺・生ᚐのಖㆤ者対応に係る支
援」、「学ᰯ内のᑓ㛛ᐙや教員間連ᦠのಁ進とᙺ分担」
のか、ຍ害行Ⅽ等の外部機関との連ᦠを含ࡴ組⧊的
対応などの観点があࡆられ、これらは教員の支援ࢽーࢬ
として想定されるࠋ 
 法務┬（2023）によれば、法務ᑡ年支援センターでは
ຍ害行Ⅽ等の⫼ᬒ要ᅉのアセスメントや問題に応じた
ワークブックによる個別指ᑟ（ᭀ力、✼┐、ᛶ的問題等）
のか、࢜ンラインを含ࢣࡴース会㆟の参ຍやಖㆤ者
のຓゝやಖㆤ者対応に係るコンサルテーシࣙン、⫋員
研修等に応じているࠋ学ᰯࡔけでなくඣ❺┦ㄯ所や㆙察
等の関係機関を含ࢿࡴットワークをᵓ⠏してࢣースに
対応できることから、ຍ害と⿕害の方に、関係機関で
ᙺ分担しながら対応することも可能であると考࠼ら
れるࠋ上記教員の支援ࢽーࢬは、これら法務ᑡ年支援セ
ンターの機能を用することでゎ決の一ຓになるとゝ
同センターと学ᰯ・教員のᙺをᩚ理しながら有効、࠼
な連ᦠのᅾり方をᶍ⣴していく必要があるࠋ 
（ཧ⪃࣭ᘬ⏝ᩥ⊩） 
文部科学┬（2024）：ඣ❺・生ᚐの問題行動・不Ⓩᰯ等
生ᚐ指ᑟ上の諸課題に関する調査．  

法務┬（2023）：≢⨥ⓑ書． 

)LJXre ຍ害行Ⅽと対応の㞴しさを生ࡔࢇ要ᅉに関するコレス࣏ン

 ンス分ᯒの結果ࢹ
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㧗等学ᰯの教育課程におけるᚰ理学教育の必要ᛶとその課題 
㐩 㢧➉ ۑ 1） ᶫᮏ ୍ 1） ୕ᾆ ᕦஓ �） ᪥ୗ ኴᮁ �） 㢼㛫 ╬Ꮚ 4） 

�ᮾிᏛⱁᏛ≉ูᨭᩍ⫱࣭ᩍ⫱⮫ᗋ1�࣮ࢱࣥࢭࢺ࣮࣏ࢧ） �ᮾி㎰ᕤᏛ��） �᫂Ꮫ㝔Ꮫ��） �ᨺ㏦Ꮫ�4） 

.(< :25'6� 㧗➼Ꮫᰯ㸪ᩍ⫱ㄢ⛬㸪ᚰ⌮Ꮫᩍ⫱

Ϩ㸬ࡵࡌࡣに 
青年期における現௦の㧗ᰯ生が┤㠃する課題はከᒱ

にわたるࠋまず，⩏務教育段㝵にはない༢修得や進⣭，
進学のための学ᴗ成⦼におけるプレッシࣕーがあり，ス
トレスをឤじる生ᚐはከいࠋまた，人関係のᝎみも῝
้であり，達とのトラブルやᏙ立ឤ，いじめなども⢭
⚄的な㈇担となり得るࠋさらには，ᐙᗞ内の問題も↓ど
できないࠋಖㆤ者とのコ࣑ュࢣࢽーシࣙンがうまくいか
ず，自分が理ゎされないとឤじることがあると，ᑗ᮶
の不Ᏻも大きくなり，㧗ᰯ༞ᴗ後の進㊰選択や⫋ᴗ選び
に自信がᣢてず，自ᕫ⫯定ឤをప下させることがあるࠋ
これらの問題に対ฎするためには，教員を含ࡴ信㢗でき
る大人や，スクール࢝ウンセラー・スクールソーシࣕル
ワー࢝ーといったᑓ㛛⫋支援者等に┦ㄯすることが有
用である（➉達・橋本他，����）ࠋ一方で，ᚰ理学に関連
する学びを通して，ಠ▔的に自分自㌟を見つめることで，
Ᏻᚰឤをもって成長できる⢭⚄的⎔ቃをᩚ࠼ることも
必要であるࠋᚰ理学を通して自分自㌟とྥき合うことは，
青年期をり㉺࠼る上で一つの有用な方⟇であるとさ
れる（㧗ᮌ・Ᏻ藤他，����）ࠋ 
現ᅾの㧗等学ᰯでは， $'+'・/'・$6'等の発達障害の

ある生ᚐ，⩏務教育段㝵まで通⣭・教育┦ㄯ室に通って
いた生ᚐ，㐺応障害・Ẽ分障害・ᦤ㣗障害・場㠃⥸㯲症・
不Ᏻ症等によってᚰ療内科に通㝔している生ᚐ等，実に
ከᵝな生ᚐがᅾ⡠していることから，㧗等学ᰯにおいて
も生ᚐ各人の実ែに合わせた教育的支援を実践してい
くことが求められている（➉達・橋本他，����）ࠋその中
でも発達障害に╔目してみると，文部科学┬（����）は
㧗等学ᰯにおける発達障害の可能ᛶのある生ᚐのᅾ⡠
⋡を約 ���㸣と報告しているࠋさらにᮾி㒔教育委員会
（����）は，㒔立学ᰯにおける発達障害のある生ᚐにつ
いて ���㸣のᅾ⡠⋡を示し，その内訳は全日ไ課程で
���㸣・定時ไ課程で����㸣と示したࠋ課程によるᅾ⡠
⋡のᕪはあるものの，いずれも一定の合でᅾ⡠してい
るࠋᮾி㒔教育委員会は，これまでᮾி㒔発達障害教育
᥎進計画（����）などのྲྀり組みにより，発達障害のあ
る生ᚐの指ᑟや支援యไをᣑしてはいるが，一方で
生ᚐ自㌟のయ的な学びにより，生ᚐ自㌟の⢭⚄的⎔ቃ
をᩚ࠼るようなྲྀり組みを実している㧗ᰯはᑡないࠋ 
ᚰ理学は，公Ẹ科をはじめとするᵝࠎな教科，教科外

の学び，日常生活等と関わっており，学ᰯ設定科目など
でᚰ理学に関する学びを῝めることで，自分自㌟と࿘ᅖ
にいる人たࡕを理ゎし，生ᚐ自㌟がよりⰋく生きるため
の手がかりとなり得るࠋ発達障害のある生ᚐや⢭⚄ᝈ
のある生ᚐ等が，య的にᚰ理学を学ࡪことにより，ಠ
▔的に自分自㌟を見つめることで，Ᏻᚰして成長できる
⢭⚄的⎔ቃをᩚ࠼ることは，ᅔ㞴な青年期をり㉺࠼る
上で有用な方⟇であると筆者は考࠼るࠋ 
 

ϩ㸬┠ⓗ 
本研究では，ᮾி㒔教育委員会（����）が示した，㒔

立学ᰯ定時ไ課程における発達障害のある生ᚐのᅾ⡠
⋡（����㸣）に╔目し，学びなおしを中ᚰとする学ᰯ⩌
レンジスクール・定時ไࣕࢳ・レッジスクール࢝ン࢚）
課程）において，教育課程表にᚰ理学に関連する科目が
設⨨されているか調査を実するࠋそして，後の㧗等
学ᰯの教育課程において，発達障害のある生ᚐを含ࡴ特
別な教育的支援が必要な生ᚐの㐺ษな支援や教科指
ᑟ方法・教育課程のあり方について，そのどᗙを得るこ
とを発展的な目的とするࠋ 

Ϫ㸬᪉ἲ 
ᮾி㒔立㧗等学ᰯ 1�� ᰯのうࡕ，学びなおしをとす

る学ᰯ⩌を調査対象としたࠋまずձ࢚ン࢝レッジスクー
ル � レンジスクールࣕࢳ，ᰯ � ᰯの教育課程にᚰ理学に
関連する科目が設⨨されているかを調査したࠋ次にղ定
時ไ課程（学年ไ・ኪ間）3� ᰯ，定時ไ課程（༢ไ・
ኪ間）12 ᰯ，定時ไ課程（༢ไ・ኪ間）� ᰯの教育
課程にᚰ理学に関連する科目が設⨨されているかを調
査したࠋさらにோᖹ・㧗橋�2011�が調査を実しճ総合
学科 1� ᰯの教育課程にᚰ理学に関連する科目が⥅続し
て設⨨されているかを調査したࠋ本調査ではձ・ղ・
ճの計 82 ᰯ（重」含ࡴ）を調査対象とし，各㧗等学ᰯ
のホームページおよび学ᰯ⤂ࣃンフレットから教育
課程表を㜀ぴし，ᚰ理学に関連するとᛮわれる科目の設
⨨≧ἣについて調査したࠋ 
 

ϫ㸬⤖ᯝ 
ձ ࢚ン࢝レッジスクール � レンジスクールࣕࢳ，ᰯ � 
ᰯの教育課程表において，ᚰ理学に関連する科目は設⨨
されていなかったࠋ（自ᕫ⟶理能力の定╔を目指し，独
自に作成した教ᮦを活用するᤵᴗࠗ セルフࢿ࣐ジメント࠘
や，学ᰯに通࠼るᅵྎをᩚ࠼ることを重要どし入学当初
に教科ᶓ᩿ᆺᤵᴗとしてࠗ ὶプログラム を࠘ᑟ入して
いる学ᰯはあった） 
ղ 定時ไ課程（学年ไ・ኪ間）3� ᰯ，定時ไ課程（༢ 
ไ・ኪ間）12 ᰯ，定時ไ課程（༢ไ・ኪ間）� ᰯ，
計 �3 ᰯの教育課程表において，ᚰ理学に関連する科目
は設⨨されていなかったࠋ 
ճ 総合学科 1� ᰯの教育課程表においてᚰ理学に関連 
する科目を設⨨しているのは � ᰯであったࠋ 
 
Ϭ㸬⪃ᐹ 
学校設定科目は，学校独自の特色ある教育課程の編成

を可能にするため，心理学教育科目が設置されていたと
しても，学校ごとに異なる内容の心理学教育であった。
高校生への心理学教育の標準をどのように考えるべき
かについては，各心理学会と連携し検討していくことが
必要であろう。調査の結果，� 校が心理学教育に関わる
学校設定科目を設置しており，臨床心理学やカウンセリ
ングを科目内容としている学校があった。 
現在の高等学校では，発達障害のある生徒や精神疾患

のある生徒等，学校生活において困難さをᢪ࠼て生活し
ている生徒がいるࠋ生徒の実態に合わせた教育的支援が
求められる一方で，生徒自身が自ら主体的に学ぶことに
より，俯瞰的に自分自身を見つめることで，安心して成
長できる精神的環境を整えることも必要であり，青年期
の困難さを乗り越える上で心理学教育は一つの方策と
して期待するとこࢁである。 
 
（ཧ⪃ᩥ⊩） 
仁平義明・高橋美穂（2011） 
高校生になぜ心理学教育をするのか－大学と高校の
心理学教育の目標の違い－．白鷗大学教育学部論集，
��1�，�3－114． 

東京都教育委員会�2024� 
都立高校における発達障害教育の手引き～誰一人取
り残さない学校づくり～． 
KWWps���ZZZ�NyoLNX�PeWro�WoNyo�OJ�Mp�sFKooO�KLJKBsF
KooO�ILOes�speFLDOBsXpporWBresoXrFeBrooPs�JXLde�pdI 
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特別支援教育におけるṊ㐨に関する研究動ྥ 
̿▱ⓗ㞀ᐖ≉ูᨭᏛᰯでの㐨授業に╔┠࡚̿ࡋ 

 ᒾ ♸୍         ᶫ ኵ       ᒾษ බ ۑ

（ᮾிᏛⱁᏛ㝃ᒓ≉ูᨭᏛᰯ）   （ᅜ㝿Ṋ㐨Ꮫ）        （ᅜ㝿Ṋ㐨Ꮫ） 

.(< :25'6� ▱ⓗ㞀ᐖ≉ูᨭᏛᰯ㸪㐨㸪◊✲ືྥ 

Ϩ㸬ࡵࡌࡣに 
 2018（ᖹ成 30）年に告示された特別支援学ᰯ学⩦指
ᑟ要領ゎ説各教科等編（ᑠ学部・中学部）では、中学部
のಖయ育科において、「Ṋ㐨」も含めて各領域とも、
すべてྲྀりᢅうものと示されているࠋ特別支援教育にお
けるṊ㐨の実≧ἣにおいては、時ගら（201�）の調査
によると、特別支援学ᰯ中学部・㧗等部でのṊ㐨実⋡
は、3�㸣であったことが報告されているࠋຍ࠼て、特別
支援学ᰯの障害種とṊ㐨の実有↓では、どぬ障害ཬび
⫈ぬ障害の特別支援学ᰯにおいてṊ㐨実⋡が � を
㉸࠼ていたが、知的障害特別支援学ᰯではṊ㐨実⋡が
14��4㸣であり、障害種別の中で最もపい結果であった
ことが明らかとなっているࠋ 
Ṋ㐨のྲྀり組みに関しては、ᰂ㐨における研究（Ᏹ㒔

ᐑら，200�）で、知的・発達障害者にとって、ᣵᣜや他
人をᛮいやるᚰ等、社会生活に必要なែ度や能力等の発
達をຓ長することをᙇしていたり、▮㔝（2023）は、
ᾏ外の研究者によって、発達障害ඣ（知的障害を含ࡴ）
の実行機能のᨵၿには「Ṋ㐨のᙧ（かた）」の⥅続的実
が有効であることが明らかにされていることを示し
ているࠋこのように、Ṋ㐨における教育効果が特別支援
教育においても認められつつある中において、Ṋ㐨の
実を図るためには、先行研究の知見を㋃ま࠼ながら、研
究動ྥをᢕᥱするとともに、後の展開や課題を明らか
にする必要があるのではないかと考࠼るࠋ 
ϩ㸬┠ⓗ 
 そこで、本研究では知的障害特別支援学ᰯに↔点を当
てて、㐨ᤵᴗに関する先行研究を分ᯒし研究動ྥにつ
いて概観することを目的としたࠋ筆頭筆者の所属が知的
障害特別支援学ᰯであり、現ᅾ知的障害特別支援学ᰯに
おける㐨ᤵᴗに関して研究をしていることから、後
の知的障害教育における㐨ᤵᴗのᅾり方や課題につ
いて検討することとしたࠋ 
Ϫ㸬᪉ἲ 
１） 文献の選定 
 2024（௧和 �）年 10 月 31 日時点で、国立報学研
究所が運Ⴀする学術報検⣴サーࣅス（&L1LL）を用い
て、「知的障害」㸤「㐨」、「特別支援」㸤「㐨」を
キーワードとして検⣴をしたࠋ次に、検⣴で表示された
文献から重」したものや㆟事㘓、雑誌、書⡠は分ᯒ対象
から㝖外し、学術論文のみをṧしたࠋさらに、その中か
らアブストラクトやキーワード、本文に目を通し、内容
的に知的障害教育、㐨ᤵᴗに関連がある論文について
スクࣜーࢽングしたࠋなお、本研究における採択基準と
しては、知的障害特別支援学ᰯでのྲྀり組みであること
ཬび㐨ᤵᴗに関するලయ的な記述があること、文献レ
 ࠋューではないものとしたࣅ
２） 分ᯒ方法 
 対象となる論文を⢭読し、知的障害特別支援学ᰯにお
ける㐨ᤵᴗに関してのྲྀり組み、目的・方法、内容で
ᩚ理を行ったࠋ 
ϫ㸬⤖ᯝ 
 国立報学研究所が運Ⴀする学術報検⣴サーࣅス
（&L1LL）における検⣴の結果、「知的障害」㸤「㐨」
では 1 ௳、「特別支援」㸤「㐨」では � ௳がᢳ出され
たࠋ計 � ௳について資料選定の手続きを経た結果、対象
となった論文は 3 ௳であった（表１）ࠋ 

表１ 対象資料 
1o� 出版年 著者名 論文名 

１ 2024 Ᏹ㔝ら 
知的特別支援学ᰯ中学部にお
ける「Ṋ㐨（㐨）」のᤵᴗ開
発について 

２ 2023 中ᔱら 

知的障害ඣに対するಖయ育
科ᤵᴗにおけるࣂーࣕࢳルࣜ
アࣜテーࢦーグル活用の可
能ᛶ ～Ṋ㐨，なかでも㐨を
題ᮦとして～ 

３ 201� 橋ら 
特別支援学ᰯにおける㐨ᤵ
ᴗの実践報告と後の課題 � 
㐨教育のあり方を考࠼る 

 
 ᢳ出された 3 ௳の論文について、キーワードを確認す
ると、特別支援学ᰯ、㐨ᤵᴗ、Ṋ㐨必修、ᢏ能⩦⇍、
ᤵᴗ開発、学⩦ࣔࢹル、㐨ᙧプログラム、ಖయ育、
௬想現実等がᣲࡆられていたࠋまた、研究の目的として
は、㐨ᤵᴗのᅾり方の検ド、95 を活用した㐨ᤵᴗ
における可能ᛶと課題の検ド、㐨のᤵᴗ༢ඖ࡙くりと
ᤵᴗ実践についての報告と成果や課題を明らかにする
ものであったࠋ研究対象としては、中学部を対象とした
論文が 2 ௳、㧗等部を対象とした研究が 1 ௳であったࠋ 
Ϭ㸬⪃ᐹ 
 知的障害特別支援学ᰯに↔点を当てた、㐨ᤵᴗに関
する先行研究を分ᯒした結果、3 ௳とも新学⩦指ᑟ要領
告示後に出版された論文であったࠋ学⩦指ᑟ要領ᨵゞに
よるᙳ㡪もあると考࠼られるࠋまた、ᤵᴗ実践に関して
は大学と῝く連ᦠしྲྀり組ࢇでいる内容が 2 ௳見られ
たࠋ後のṊ㐨（㐨）ᤵᴗの実を図っていくには、
▮㔝（2024）の指にもあるが、どの教員でもṊ㐨ᤵᴗ
ができるᙧをᩚ࠼る必要があるとゝ࠼るࠋ後は、実践
を㋃ま࠼ながらのᤵᴗ࡙くりや検討がさらに必要にな
るࢁࡔうࠋᢳ出された論文の考察やまとめからは、先行
研究やᤵᴗ実践の報告がᑡないこと、全国の特別支援学
ᰯにおける実ែ調査を進めつつ検討を῝めていくこと
が指されているࠋ回は、一つの文献報ࢹータベー
スによる検⣴結果のみを対象としたため、後は他文献
報ࢹータベースを含めた更なる詳細の分ᯒを行いつ
つ、本研究の内容を㋃ま࠼てṊ㐨（㐨）の実にྥけ
た調査や実践を῝めていく必要があると考࠼るࠋ 
（ཧ⪃ᩥ⊩） 
�� 橋ኵ・田中Ᏺ（����）特別支援学ᰯにおける

㐨ᤵᴗの実践報告と後の課題－㐨教育のあり
方を考࠼る－．Ṋ㐨・ス࣏ーࢶ研究，第�号，�������． 

�� 中ᔱ実ᶞ・ᑞ㤿大成・ቑ田㈗人（����）知的障害ඣ
に対するಖయ育科ᤵᴗにおけるࣂーࣕࢳルࣜア
ࣜテーࢦーグル活用の可能ᛶ ～Ṋ㐨，なかでも
㐨を題ᮦとして～．ᘯ前大学教育学部研究紀要ク
ロスロード，第��号，������． 

�� 時ග⚽明・㰻藤まࡺみ・⃝江ᖾ則（����）特別支援
教育におけるṊ㐨の実≧ἣと課題に関する研究．
アダプテッド・ス࣏ーࢶ科学ᑓ㛛領域，����，�����． 

�� Ᏹ川ᾈஅ・▮㔝ᏹග・ᒣཱྀὯ明・᳃本有▮子（����）
知的特別支援学ᰯ中学部における「Ṋ㐨（㐨）」
のᤵᴗ開発について．㧗知大学学ᰯ教育研究，第�
号，�������． 
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ᑵ学時ᗣデ᩿における知能検査の実について 
̿ㄽᩥ᳨⣴にྥືࡿࡼㄪᰝ̿ 

    㔝ඖ ᫂᪥㤶   㣤ᖸ ⣖௦Ꮚ   ᪂⣡ 㞞ᶞ   ᚿ㈡ ᕼᏊ ۑ

            （ᚿᏥ㤋Ꮫ） 

.(< :25'6�ᑵᏛᗣデ᩿ࠊ▱⬟᳨ᰝࠊ≉ูᨭᩍ⫱  

Ϩ㸬ࡵࡌࡣに 
近年、特別支援教育をめࡄる⎔ቃは、目まࡄるしく変

しているࠋᖹ成 18 年 12 月、国連総会において「障害
者の権に関する᮲約」が採択されたことを機に、ᡃ が
国では障害者総合支援法や障害者ᕪ別ゎᾘ法のไ定等、
障害者に関するไ度のᩚഛが進められたࠋ文部科学┬で
は、ᖹ成 24 年７月に報告「共生社会のᙧ成にྥけたイ
ンクルーシブ教育システムᵓ⠏のための特別支援教育
の᥎進」がとりまとめられ、障害のあるඣ❺生ᚐ等のᑵ
学先決定の組みに関する学ᰯ教育法行௧のᨵ正が
行われたࠋලయ的には、（１）障害の≧ែ等を㋃ま࠼た総
合的な観点からᑵ学先を決定する組みのᨵ正、（２）
障害の≧ែ等の変を㋃ま࠼た㌿学に関する規定のᩚ
ഛ、（３）どぬ障害者等であるඣ❺生ᚐ等の༊域外ᑵ学
に関する規定のᩚഛ、（４）ಖㆤ者ཬびᑓ㛛ᐙからの意
見⫈ྲྀの機会のᣑ大、の４点であり、特に（１）につい
ては各自治యが試行㘒ㄗしつつも「ᑵ学時ᗣデ᩿」等
の名⛠で、学ᰯಖᏳ全法で定められるに⮳っているࠋ
対象は、ᑠ学ᰯ入学を⩣年に᥍࠼たඣ❺であるࠋ検査項
目は、表 1 に示すとおりで、（１）に関する事項は「 
その他のཬび␗常の有↓」が該当するࠋ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ϩ㸬┠ⓗ 
 障害のある子どもにとって、ᑵ学前に知能検査等のア
セスメントは、ᑵ学先の決定や支援内容の選択、ᑵ学後
の教育課程の決定などのุ᩿ᮦ料となるばかりでなく、
その後の㐺応や⢭⚄≧ែにも関わる重大な局㠃と⨨
࡙けられる（㔝ඖ� 2024）ࠋ 
本研究では、ᑵ学先を検討する上で一つの分ᒱ点であ

るᑵ学時ᗣデ᩿の際に、知能検査を実している例が
あるのか、実しているとすればどのような知能検査を
使用しているのか、その動ྥについて、文献調査を通し
て知ることを目的とするࠋ 
 
Ϫ㸬᪉ἲ 
論文検⣴࢚ンジンである「&L1LL 5eseDrFK」にて、2024

年 11 月に論文検⣴を行ったࠋ検⣴の対象は「論文」の
みとし、その他の「本」や「プロジェクト」等は㝖外し
たࠋ 
 
ϫ㸬⤖ᯝ 
表２のとおり、用語としては「ᑵ学時ᗣデ᩿」より、

その短⦰語である「ᑵ学時デ」を用いた論文がከかっ
たࠋそれを㋃ま࠼、それࡒれに「知能検査」をຍ࠼て検
⣴したとこࢁ、「ᑵ学時デ」との組み合わせのみ１つ
が該当したࠋ 

表２．第 1 次キーワード検⣴の結果 
キーワード 論文数 論文の例 

就学時健康診断 33 松下ら（2020）就学時健康診断
の現状と課題，日本医師会雑
誌， 148 (12), 2457-2459. 

就学時健診 45 森（2023）就学時健診における発
達障害児の視力検査, あたらしい
眼科,40 (4), 453-458. 

就学時健康診断
＋ 知能検査 

０  

就学時健診 
＋ 知能検査 

１ 羽山（2024）学校教育における心
理検査実施に対するまなざし－
初等中等教育における知能検査
実施をめぐる言説－，滋賀大学
教育実践研究論集,6,165-172. 

 
該当論文がᑡなかったことから、キーワードを「スク

ࣜーࢽング」、「田中ࢿࣅー」、「W,6&」に変更し、さら
に検⣴を行ったとこࢁ、表３の結果となったࠋ 

 
表３．第 2 次キーワード検⣴の結果 

キーワード 論文数 論文の例 

就学時健診 
＋ スクリーニング 

７ 江川ら（2010）新潟県阿賀野市
の就学時健診における自閉症ス
クリーニング質問紙を用いた広汎
性発達障害の疫学調査, 小児の
精神と神経 50 (4), 441-442. 

就学時健診 
＋ 田中ビネー 

０  

就学時健診 
＋ WISC 

１ 安永ら（2007）軽度発達障害を
持つ子どもの支援,九州理学療法
士・作業療法士合同学会誌,０,41. 

   
Ϭ㸬⪃ᐹ 
論文検⣴の結果、「ᑵ学時ᗣデ᩿」や「ᑵ学時デ」

そのものに関する研究がከくない現≧であることが明
らかになったࠋ「ᑵ学時デ」における「知能検査」につ
いて検⣴された論文の筆者である⩚ᒣ（2024）は、これ
までのṔྐについて新⪺記事をもとにᩚ理しているࠋそ
の中で「検査を受ける本人やಖㆤ者の⣡得、時間をかけ
た┦ㄯయไといった⎔ቃがᩚってはじめて、検査は有効
なものとなるのではないࢁࡔうか」と述べているࠋᑵ学
時ᗣデ᩿は、ᑵ学を⩣年に᥍࠼た全ඣ❺を対象に行う
ため、知能検査を実する場合には限られた期間内に┦
当の時間やປ力が発生するࠋ⩚ᒣ（2024）の述べる「時
間をかけた┦ㄯయไ」も、特に人ཱྀのከい自治యではᵓ
⠏し㞴いことが᥎察され、実する自治యのᑡなさと関
する論文の希ᑡさに関連がある可能ᛶが考࠼られたࠋ 
 
（࡞ᘬ⏝ᩥ⊩） 
⩚ᒣ⿱子（2024）学ᰯ教育におけるᚰ理検査実に対す
るまなࡊし－初等中等教育における知能検査実をめ
 �るゝ説－，㈡大学教育実践研究論集���1���1�2ࡄ
㔝ඖ明日㤶（2024）⫈ぬ障害ඣを対象とした知能検査に
関する研究の動ྥと課題 ̿ウェクスラー式知能検査の
実方法に╔目して̿�ᚿᏥ㤋大学研究紀要�4��3����． 
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ቃ⏺知能のඣ❺の教育的支援に関する意㆑調査 
̿ᑠᏛᰯࡧࡼ࠾≉ูᨭᏛᰯᑠᏛ㒊ᩍဨのࢺ࣮ࢣࣥㄪᰝ̿ࡽ 

 బ⸨ ⩧Ꮚۑ

（ᮾிᏛⱁᏛ） 

.(< :25'6� ቃ⏺▱⬟ ᩍ⫱ᨭ ព㆑ㄪᰝ 

Ϩ㸬ࡵࡌࡣに 
「通常の学⣭にᅾ⡠する特別な教育的支援を必要と

するඣ❺生ᚐに関する調査結果について」（文部科学┬，
2022）によると、「学⩦㠃で著しいᅔ㞴を示す」ඣ❺生
ᚐの合は ���㸣であるというࠋこのようなඣ❺生ᚐ
の支援の観点として近年ὀ目されているのが「ቃ⏺知能」
であるࠋቃ⏺知能とは、,4 が �0～8� 程度であり、学⩦
上・生活上のᅔ㞴を示す可能ᛶが㧗いにもかかわらず、
行動㠃や対人関係㠃で㢧著に支援を要しない限り、特別
な教育的支援の対象となりにくいという問題があるࠋま
た、教育支援のᯟ組みがないことで、ቃ⏺知能のඣ❺生
ᚐは通常学⣭、特別支援学⣭、特別支援学ᰯにΰᅾして
おり、教員はその対応にᅔ㞴ឤをᢪ࠼ている（బ藤・橋
本，2023）ࠋそこで、まずは教員がቃ⏺知能について理
ゎした上で、各⎔ቃ下で実現可能な支援をᛮし、提౪
していく必要があるࠋ 
 
ϩ㸬┠ⓗ 
 ቃ⏺知能に関する教員の意㆑から、ቃ⏺知能のඣ❺
の指ᑟ・支援に関する現場のࢽーࢬをᢕᥱするࠋ 
 
Ϫ㸬᪉ἲ 
調査期間と方法：2024 年 � 月～8 月にかけて，*ooJOe
フォームによる㉁問紙調査を実した（㒑送総ᩘ 141�
௳、回⋡ 14�4㸣）ࠋ調査の౫㢗≧には研究趣旨やࢹー
タのྲྀりᢅい等に関する説明を記載し、同意の上で回⟅
を求めたࠋ調査の実にあたり、ᮾி学ⱁ大学研究倫理
委員会の承認を得た（承認番号：81�）ࠋ 
調査対象：㤳㒔ᅪのᑠ学ᰯ 1�000 ᰯ，全国の特別支援学
ᰯ（⫥య不自由・ᙅ・どぬ・⫈ぬ）ᑠ学部 41� ᰯの �
年生の担任教ㅍを対象としたࠋ 
調査内容： 
࠙フェイスシート ձ回⟅者の務年ᩘ ղ特別支援教ࠚ
育（以下、特支）の担当経験の有↓とその年ᩘ  
࠙ቃ⏺知能に関する理ゎ・意㆑ ձቃ⏺知能というゝⴥࠚ
や意を知っているか（「知っていた」～「全く知らなか
った」の 4 ௳法） ղቃ⏺知能について学⩦する機会の
有↓と学びの方法 ճቃ⏺知能について学ࡪ意ḧや必
要ᛶについて、「学びたい」「学ࡪ必要がある」とᛮうか
（「とてもそうᛮう」～「全くᛮわない」の � ௳法） 
 
ϫ㸬⤖ᯝ 
࠙フェイスシートࠚ 
教員の務年 （ᩘ1 20�）は、1 年目が 2 名（1�0㸣）、

2～�年目が28名（13��㸣）、�～10年目が48名（23�4㸣）、
11～1�年目が�3名（2���㸣）、1�年以上が�4名（3��1㸣）
であったࠋᑠ学ᰯ通常⣭の担任のうࡕ、特支（通⣭、支
援⣭、支援学ᰯ）の経験がある者は 34 名（20��㸣）、特
別支援学ᰯ教ㅍචチ≧所有者は 18 名（10�8㸣）であっ
たࠋ担当年ᩘのᖹᆒは、通⣭が 4�3 年（1 11）、支援⣭
が 2�8 年（1 24）、支援学ᰯが 2�0 年（1 2）であったࠋ 
࠙ቃ⏺知能に関する理ゎ・意㆑ࠚ 
ձ回⟅全య（1 20�）で見ると、「知っている」は �0 名
（34�1㸣）、「ᑡし知っている」は �3 名（2���㸣）、「
とࢇど知らない」は 43 名（21�0㸣）、「全く知らない」
は 3� 名（1��0㸣）であったࠋȮt検定により通常⣭と支
援学ᰯで回⟅をẚ㍑すると、有意な関連はみられなかっ

た（Ȯt（3，1 20�） ��2�，p �0��しかし、ṧᕪ分ࠋ（
ᯒの結果、「全く知らなかった」について通常⣭が有意
にከく、支援学ᰯは有意にᑡなかった（いずれも p
㸻�04�）ࠋまた、通常⣭担任で、特支の経験がある者とな
い者でẚべたとこࢁ、有意な関連がみられた（Ȯt（3，
1 1��）㸻11�40），p＜�01）ࠋṧᕪ分ᯒの結果、「知って
いた」は、特別支援の経験がある者は有意にከく、経験
がない者は有意にᑡないこと（p㸻�041）、「全く知らな
かった」は特別支援の経験がない者が有意にከく、経験
がある者は有意にᑡないことが分かった（p㸻�003）ࠋ 
ղ回⟅全య（1 20�）では「ない」がከかった（1 130、
�3�4㸣）ࠋ通常⣭と支援学ᰯで回⟅をẚ㍑したとこࢁ、有
意な関連がみられなかった（Ȯt（1，1 20�） 0�41，
p  ��22）ࠋ特支経験の有↓（通常⣭担任のみ）でẚ㍑す
ると有意な関連がみられた（Ȯt（1，1 1��）㸻1��24），
p＜�001）ࠋṧᕪ分ᯒの結果、特別支援の経験がある者は
学⩦機会が「ある」が、経験がない者は学⩦機会が「な
い」がከかった（p＜�001）（表  ࠋ（1
 

表 1．特⽀経験と学習の機会のクロス表 

変数 
②境界知能について学習する機会 

ない ある 
特⽀の 

担当経験 
ある ▼ 11 △ 23 
ない △ 96 ▼ 36 

※△は有意に多い、▼は有意に少ない 
  
また、学びの方法（」ᩘ回⟅可、総ᩘ 1 �4）は、「書

⡠・メࢹア等」が 28 ௳、「研修・ㅮ⩦会・セࢼ࣑ー等」
が 44 ௳、「その他（大学）」が 2 ⩦研修・ㅮࠋったࡔ௳
会・セࢼ࣑ー等について、参ຍの動機（」ᩘ回⟅可、総
ᩘ 1 �4）をᑜࡡたとこࢁ、「自治య・学ᰯ等がദして
いる」が 3� ௳�「自的に参ຍしている」が 1� ௳、「そ
の他（චチㅮ⩦）」が 1  ࠋったࡔ௳
ճ回⟅全య（1 203）では、「とてもそうᛮう」は �2 名
（4��3㸣）、「ᑡしそうᛮう」は �0 名（44�3㸣）、「どࡕ
らでもない」は 1� 名（8�4㸣）、「あまりᛮわない」は 3
名（1��㸣）、「全くᛮわない」は 1 名（0��㸣）であったࠋ
通常⣭と支援学ᰯ、特支経験の有↓（通常⣭担任のみ）
でẚ㍑したとこࢁ、いずれも有意な関連はみられなかっ
た（通常�支援：Ȯt（4，1 203） 2��3，p  ��04；特支
経験：Ȯt（4，1 1�4） 1���，p  �811）ࠋ 
 
Ϭ㸬⪃ᐹ 
 ቃ⏺知能というゝⴥや意を（ᑡしでも）知っている
者は༙ᩘ以上であることから、認知度はᑡしずつ㧗まっ
ていることが示၀されたࠋ特に、特別支援教育を担当す
る者は、知的障害・発達障害について学ࡪ中でቃ⏺知能
についてもゐれる機会があることが予想されるࠋしかし
ながら、通常⣭担当に対してはቃ⏺知能について学ࡪ機
会はあまり提౪されていないࠋቃ⏺知能のඣ❺がቑຍし
ているの教育現場の現≧や、学ࡪ意ḧ・必要ᛶをឤ
じている教員がとࢇどであったことを㋃ま࠼ても、ቃ
⏺知能の実ែや支援に関する調査・研究をᣑし、知見
をᬑཬしていく必要ᛶが示されたࠋ 
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⫥య不自由ඣのಖㆤ者がᢪ࠼るᅔ㞴さと学ᰯにおける支援の

ᅾり方 
 

 ᮅ⏣ ඃⰼ         ┾ཷ ᮤ ۑ    

     （ᯇᏛ㝔Ꮫ）  （㟼ᒸ┴❧ࡋࡃࡘࢆࡳ≉ูᨭᏛᰯ） 

.(< :25'6� ⫥య自由㸪ಖㆤ⪅ᨭ㸪㐃ᦠ 

Ϩ㸬ࡵࡌࡣに 
近年，་療ᢏ術の発達により，新生ඣ་療やᩆᩆᛴ

ᢏ術が進Ṍした一方で，⫥య不自由特別支援学ᰯにᅾ⡠
するඣ❺生ᚐの障害の重度・重」が進ࢇでいる（∵ᓥ，
，特別支援教育資料（文部科学┬，2022）ではࠋ（2023
特別支援学 （ᰯ⫥య不自由）の重」障害学⣭ᅾ⡠のඣ❺
生ᚐの合は 84.9㸣（ᑠ学部 88.6㸣，中学部 84.6㸣，
㧗等部 79.4㸣）であり，他の障害種の特別支援学ᰯの重
」障害学⣭ᅾ⡠のඣ❺生ᚐの合（どぬ障害 29.9㸣，⫈
ぬ障害 22.9㸣，知的障害 15.2㸣，ᙅ 36.1㸣）とẚべ
て㧗いことが示されている（∵ᓥ，2023）ࠋまた，་療
的ࢣアを必要とするඣ❺生ᚐもቑຍしており（文部科学
┬，2019），⫥య不自由ඣが必要とする支援はከᵝし
ているࠋ 
ᅵᒱら（2010）は⫥య不自由ඣをㆤするಖㆤ者につ

いて，㌟య的，⢭⚄的，経῭的㈇担，他のᐙ᪘の㈇担
が大きく，障害ඣのࢣアによりㆤ者の生活の㉁がప下
していると述べており，⫥య不自由ඣのಖㆤ者の㈇担が
大きく，⑂ᘢしたり，ಖㆤ者自㌟の生活がかになった
りしていることが考࠼られるࠋまた，ᰗ（2022）が⫥
య不自由ඣについて定ᆺ発達の子どもとは␗なり，ಖㆤ
者が自分のయ験をもとに子どもが育つ㐨筋や教育の内
容を理ゎするわけにはいかない一㠃があると述べてい
るように，⫥య不自由ඣと定ᆺ発達の子どもは成長や発
達の方に␗なる部分があるため，子育てにおいて分か
らないことがከかったり，ᑗ᮶に不Ᏻをឤじたりする等，
⢭⚄的な㈇担も大きいことが考࠼られるࠋຍ࠼て，ᒣ本
（2013）は発達的変と社会的⎔ቃの変により，ಖㆤ
者支援のࢽーࢬが変していくと述べており，ಖㆤ者の
ᅔ㞴さや必要としている支援は変していくと考࠼ら
れるࠋ障害の重度・重」ཬび་療的ࢣアが必要なඣ❺
生ᚐのቑຍにకい，⫥య不自由ඣのಖㆤ者がᢪ࠼る不Ᏻ
やᝎみも」雑・ከᵝしているࠋそのため，⫥య不自
由ඣのಖㆤ者と⫥య不自由特別支援学ᰯの教員，それࡒ
れのど点から，ಖㆤ者の不Ᏻやᝎみ，㈇担ཬび，支援の
実ែについて明らかにする必要があるࠋさらに，現ᅾ行
われている子育て支援のከくはẕぶを対象としている
（ᯇ・℩ࠎ，2023）ことから，本研究においては∗
ぶ支援についてもど㔝に入れて考察をしていくࠋ 
ϩ㸬┠ⓗ 
⫥య不自由ඣのಖㆤ者（4 名）に対するインタࣅュー

調査を通して，⫥య不自由ඣはどのような㈇担やᅔ㞴さ，
不Ᏻ・ᝎみをᢪ࠼，どのような支援を必要としているの
か，また，子どもの発達や社会的⎔ቃにおける㐪い，教
員（2 名）のインタࣅューを通して特別支援学ᰯにおけ
る支援のあり方について調査するࠋ 
Ϫ㸬᪉ἲ 
（�）対象者：⫥య不自由ඣのಖㆤ者 � 名（ẕぶ � 名・
∗ぶ�名）と⫥య不自由特別支援学ᰯの教員�名 
（2）手続き：対象者に対して研究趣旨を説明し，ゎ
を得たう࠼でインタࣅュー調査の༠力を౫㢗し༙ᵓ
㐀㠃᥋を行ったࠋ 
（3）㉁問内容：ಖㆤ者に自㌟のこと，ᅔ㞴さ，学ᰯとの
連ᦠ，報集等について㉁問したࠋ教員には，自㌟の

こと，ಖㆤ者支援のྲྀり組み方，ලయ的なコ࣑ュࢣࢽー
シࣙン方法，報提౪等について㉁問したࠋ 
ϫ㸬⤖ᯝ 
⫥య不自由ඣのಖㆤ者および教員のインタࣅュー調
査の内容を M-GTA で分ᯒし，分㢮したࠋ 
 ಖㆤ者のインタࣅュー内容から大࢝テࣜࢦーとして，
「ಖㆤ者がᢪ࠼ているᅔ㞴さや不Ᏻ」「子どもの成長や
発達にకうᅔりឤや必要な支援の変」「┦ㄯできるࣜ
ソース」「㌟య的㈇担」「経῭的㈇担」「学ᰯと上手くコ࣑
ュࢣࢽーシࣙンがྲྀれない（理ゎしてもら࠼ない）とឤ
じた場㠃」「ಖㆤ者が必要としている報」「ಖㆤ者同ኈ
で話をする（報換をする）機会」の 10 ーࣜࢦテ࢝
に分㢮されたࠋ 
教員のインタࣅュー内容から大࢝テࣜࢦーとして，「ಖ
ㆤ者のᅔ㞴さやࢽーࢬのᢕᥱ方法」「ಖㆤ者支援の全⯡
的なྲྀり組み」「ಖㆤ者の㈇担を㍍ῶするලయ的なྲྀり
組み」「ಖㆤ者支援において連ᦠしているᑓ㛛ᐙ・ᑓ㛛
機関」「ಖㆤ者と上手くコ࣑ュࢣࢽーシࣙンがྲྀれない
とឤじる場㠃」「ಖㆤ者に提౪している報」「ಖㆤ者同
ኈが関わる機会」「教員が考࠼る⫥య不自由ඣのಖㆤ者
のᅔ㞴さやࢽーࢬ」「ಖㆤ者支援における課題」の９࢝
テࣜࢦーに分㢮されたࠋ 
Ϭ㸬⪃ᐹ 
 ⫥య不自由ඣのಖㆤ者の㈇担は㠀常に大きく，β なࠎ
ᅔ㞴さや不Ᏻや㈇担ឤ等をᢪ࠼ているため，学ᰯࡔけが
支援を担うことは限⏺があるࠋそのため，外部のᑓ㛛ᐙ・
ᑓ㛛機関と連ᦠすることが重要であるࠋまた，外部のᑓ
㛛ᐙ・ᑓ㛛機関と⧅ࡆることによって，༞ᴗした後も連
続した支援を提౪することができると考࠼られたࠋ 
また，現௦社会において，ᐙ᪘のᅾり方やワークライ

フࣂランス，ジェンダーの認㆑などの変にకい∗ぶ
のᙺや∗ぶの育ඣの認㆑についても変が認められ，
∗ぶの育ඣ参ຍの必要ᛶがᙉ調されるようになってき
ている（ᯇ・℩ࠎ，2023）と示されているࠋしかし，
∗ぶ２名の⪺きྲྀりにおいて∗ぶの話し┦手・┦ㄯ┦手
のᑡなさや，報ྲྀ得のᅔ㞴さという実ែがあり，教員
らの教員もಖㆤ者のこࡕュー調査では，どࣅのインタ
とについて話をする際，語が「おẕさࢇ」であったこ
とから，∗ぶはಖㆤ者支援の対象としてあまりᤊ࠼られ
ておらず，∗ぶに対する支援は行きᒆいていないことが
示၀されたࠋそのため，現௦社会におけるᵝࠎなᐙ᪘の
あり方について認㆑した上で，ᐙ᪘の支援を行ってい
くことが重要ࡔと考࠼るࠋ 

 
（ཧ⪃ᩥ⊩） 
∵ᓥ大（2023）「特別支援学ᰯ（⫥య不自由）にᦠわ
る教員がᢪ࠼る自立活動の指ᑟ上のᅔ㞴さの実ែ（報告）
第一報～特別支援学ᰯ経験年ᩘ 5 年以下の教員のアン
ࠗ「～ート調査を通してࢣ 子ども教育研究࠘1 号，pp.2-
9 
ᯇ㤶・℩ࠎ⋢ዉ（����）「∗ぶの子育て支援ࢽーࢬ
に関する調査 －子育てをする∗ぶのᚰ理的ᒃ場所࡙
くり－」ࠗ ி㒔ዪ子大学発達教育学部紀要࠘第 �� 号，
SS�������� 
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ẘぶとそのゝ動に対する子のᤊ࠼方およびែ度に関する検討 
 ᙬⰼ           ᶫᮏ ୍ ⏣ྜྷ  ࠐ    

�ᮾிᏛⱁᏛ ᩍ⫱Ꮫ◊✲⛉� �ᮾிᏛⱁᏛ� 

.(< :25'6㸸ẘぶࠊẘぶ⾜ື

Ϩ㸬ࡵࡌࡣに 

近年、「ẘぶ」というゝⴥがメࢹアを中ᚰに話題

となっているࠋしかし、「ẘぶ」は学術用語ではなく、

当事者によって␗なる定⩏、あるいは明確な定⩏が

ない場合もあり、現ᅾ⤫一的な定⩏࡙けはᅔ㞴な≧

ἣにある�㧗・ᑠす������ࠋ 

ẘぶが子どもに࠼るᝏᙳ㡪は事例によってከ

ᒱにΏるが、その �つに他者との関係ᛶᵓ⠏に対す

るᅔ㞴ឤや生き㎞さをᢪかせ、メンタル࣊ルス不調

になりやすいことがある�ᒸ崎・㔠᳃������ࠋしかし

その一方でẘぶをもつ子どもたࡕは、ぶに対し自分

に㓞いことをしたẘぶࡔとᛮいながらも自分に原

ᅉがあるのではないかと考࠼、自⨩的なឤにⱞし

められ続けるとされている�㧗・ᑠす������ࠋこの

ような現≧から、「ẘぶ」と⛠されるẕぶとその子ど

もに対する支援を検討していく必要があるࠋ 

 

ϩ㸬┠ⓗ 

定⩏が᭕なこと、ẕぶが「ẘぶ」かは、子ども

の認㆑に౫Ꮡしていることを㋃ま࠼、本研究では、

ẘぶの実ែ調査のためձẘぶ行動のᆺࣃターン

をᢳ出し、「ẘぶ」を定⩏すること、ղẘぶと認㆑し

ているかによってẕぶの行動を͇ẘぶ行動͇とᤊ

る程度に㐪いがあるか、ճẘぶと認㆑した子ども࠼

のẘぶ行動のែ度を検討することを目的としたࠋ 

 

Ϫ㸬᪉ἲ 

予ഛ調査 調査日：���� 年 �� 月 �� 日 

調査方法：インターࢿット上の͇ẘぶ͇య験ㄯ ��

事例からᡃが子に対するぶの࢞ࢿテブな行動ࣃ

ターンを調査したࠋ 

本調査 調査期間：���� 年 � 月 � 日～�月 �� 日 

調査༠力者：��～�� ṓの計 ��� 名であったࠋ 

調査方法：*RRJOH フォームによる࢜ンライン㉁問

紙調査を実したࠋ 

 調査内容：予ഛ調査により作成した㉁問紙および

ẘぶの定⩏を用いて、ᗂᑡ期～までの㐣ཤをり

返っての回想法により㉁問の回⟅を求めたࠋ㉁問

紙は、ձフェイスシート�年㱋・ᛶ別�、ղẕぶのゝ

動と自分自㌟のែ度、ճきࡻうࡔい間格ᕪの有↓、

մ自㌟のẕぶを͇ẘぶ͇ࡔとᛮうかを問うもので

ᵓ成したࠋなお、ẘぶ行動は���否定・Ꮡᅾ、���否

定・内㠃、���否定・容ጼ、���否定・きࡻうࡔいẚ

㍑、���↓ど・య調、���↓ど・いじめ、���↓ど・進

㊰、���ᙉ要・成⦼、���ᙉ要・ジェンダー、����ᙉ

要・生活⩦័、����ᙉ要・学ᰯ生活、����ᙉ要・

関係、����ᙉ要・ぶ、����ᙉ要・年㱋、����ᙉ要・

趣、����ᙉ要・⩦い事、����㠀㞴・ᐙ᪘であったࠋ 

 

ϫ㸬⤖ᯝ 

紙幅の㒔合上、ᢤ⢋して記すࠋ㉁問紙のմで「は

い」と回⟅した者をẘぶ認㆑⩌、「いい࠼」と回⟅し

た者を㠀ẘぶ認㆑⩌とし、ẕぶをẘぶと認㆑してい

るか否か�ẘぶ認㆑⩌�㠀ẘぶ認㆑⩌�とᖹᆒẘぶ得

点の間にᕪがあるか検討するために対応のないW検

定を行ったとこࢁ、ẘぶ認㆑⩌・㠀ẘぶ認㆑⩌には

有意ᕪが見られた�W�����   �������� S＜�����ࠋ

ẘぶ認㆑⩌と㠀ẘぶ認㆑⩌でẘぶ行動とみなす行

動に有意ᕪがあるかを �� 項目別に検討するため一

ඖ㓄⨨分ᩓ分ᯒを行ったとこࢁ、���↓ど・య調、

����ᙉ要・年㱋以外の項目で有意ᕪがみられた�S

���、��否定・内㠃�また、ẘぶ認㆑⩌ではࠋ����＞

ᙉ要・成⦼、����ᙉ要・ぶの得点が㧗かったࠋ 

 

Ϭ㸬⪃ᐹ 

 ẘぶ認㆑⩌は㠀ẘぶ認㆑⩌にẚべ、有意にከくẘ

ぶ行動を受けているという結果から、ẘぶ認㆑⩌は、

༢にẕぶからẘぶ行動を受ける㢖度がከかったࡔ

けでなく、そうしたẕぶの行動が͇一⯡的なもの͇

とは␗なることを認㆑していた可能ᛶや、㐣ཤに受

けた行動に関する記᠈がṧっている可能ᛶが考࠼

られるࠋまた、一部の行動を㝖き、ẘぶ認㆑⩌と㠀

ẘぶ認㆑⩌で、ẘぶ行動とみなす行動およびẘぶ得

点にᕪがみられたが、ẘぶ認㆑⩌は、特にẘぶ得点

の㧗い行動について、ẕぶが子どもを �人の人間と

してᑛ重せず、ẕぶのゝ動に意的なものをឤじる

場合にẘぶ行動とᤊ࠼ている可能ᛶが᥎測されるࠋ 

ẕぶをẘぶと認㆑しているか否かで、ẘぶ行動と

みなすẕぶの行動には㐪いがあったࠋしかし、得ら

れたࢹータは回⟅者の記᠈や認㆑にかなり౫Ꮡし

ているため、後はより信㢗ᛶ・ጇ当ᛶを担ಖした

調査を行う必要があると考࠼られるࠋ 
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0 ṓ組ᅬඣ 28 例に基࡙くஙඣの༗╧定╔に共通する変㑄 
̿╧╀㔞のపୗに↔Ⅼࢆᙜ࡚࡚̿ 

▼ᕝ ༟☻ 

（ᮾிᏛⱁᏛ） 

.(< :25'6� ஙඣಖ⫱㸪�ṓ㸪༗╧ 

Ϩ㸬ࡵࡌࡣに 
 ಖ育所ಖ育指㔪（ཌ生ປാ┬，����）によると，༗╧
は生活のࣜࢬムをᵓ成する重要な要⣲であり，�ṓඣの
ಖ育内容では一人一人の生活のࣜࢬムに応じて༑分に
༗╧すること，���ṓඣでは༗╧のࣜࢬムがᙧ成される
ことが指㔪とされているࠋそのためにはஙඣ期の༗╧に
おける༑分な╧╀の㔞，༗╧ࣜࢬムのᙧ成㐣程，ಖ育内
容や⎔ቃによるᙳ㡪の指ᶆが必要ࡔが，基礎資料が不足
しているࠋ╧╀はᗣとᐦ᥋な関係があるࠋஙඣ期のᶆ
準的な༗╧定╔㐣程の資料は，Ẽや障害にకう╧╀障
害の᪩期発見にもᐤするࠋ 

ϩ㸬┠ⓗ 
� ṓ組のಖ育者が�分ࡈとに記㘓した༗╧ࢳェック表

を基に，ஙඣ期の༗╧のᶆ準的な成長㐣程を記述するࠋ 

Ϫ㸬᪉ἲ 
㒔内 2 所の研究༠力ᅬ（以下，A࢝ ᅬ・B ᅬ）の 0 ṓ

クラスに，2019-2023 年度にᅾ⡠したᅬඣのうࡕ，所定
༗╧時้内に月 5 日以上の╧╀が 6 月以上記㘓され࢝
た 28 人を対象としたࠋ本研究では，11:30-15:00 の所定
時้における╧╀を「༗╧」と定⩏し,その分ᩘを「╧╀
㔞」としたࠋᓥ田他（1999）の先行研究に基࡙き，ዷፎ
40 㐌 0 日設定の出生予定日からᩘ࠼た修正日㱋（以下
「日㱋」）または修正月㱋（‶月㱋，以下「月㱋」）で，
ஙඣの発達を見✚もったࠋ

ϫ㸬⤖ᯝ 
1. ༗╧時間のᬺ的᥎⛣と発達的᥎⛣のẚ㍑

4 月，5 月，7 月は，当該一月の㝖外期間とẚべて，╧
╀㔞がᑡなかった（ps <.05）ࠋまた発達的に見ると，修
正 10，11 この要ᅉࠋ月の╧╀㔞がᑡない（ps <.05）࢝
として，各ඣの༗╧開ጞから 5 日ࡈとの╧╀㔞を，以㝆
の全期間とẚ㍑した結果，25-30 日目までῶᑡが見られ
た（21-25 日目：t (27)= 3.49,  p =.002, d=.72）（26-30
日目：t (27)= 2.37, p =.025, d=.48）（31-35 日目：t (27)= 
1.34 , p =.193, d=.24）ࠋ他の時期的なᙳ㡪としては， 3
月 4 㐌目に前の㐌よりも╧╀㔞がῶったඣがከかった
（p =.019）ࠋ㏫に 7 月 2 㐌目（p =.012）と 8 月 2 㐌目
（p =.018）は，前の㐌よりもቑຍしたඣがከかったࠋ 

2. 発達的要ᅉ以外で╧╀㔞がቑῶした時期を⤫ไ
図 4-6 は，上記により，╧╀㔞が本᮶よりもప下した

とᛮわれる༗╧開ጞ 30 日以内と，前後のᬺ㐌で╧╀㔞
の┦㐪が見られた計 6 㐌間を㝖外したグラフであるࠋ 

図 4 ༗╧時の╧╀回ᩘのᖹᆒと正のᶆ準೫ᕪ 

図 5  一回の╧╀⥅続時間の対象ඣ別᥎⛣ 

図 6 日㱋と༗╧時間の┦関᥎⛣の月㱋別全యᖹᆒ 

3. ஙඣの༗╧における╧╀㔞の変㑄のࣔࢹル
╧╀㔞がቑῶした時期を説明変ᩘとし，࣏アソン分ᕸ

を௬定した一⯡⥺ᙧΰ合ࣔࢹルで，༗╧時の╧╀㔞を
᥎定する࣏ࠋアソン分ᕸは，特に࢝ウントࢹータなどの
0 以上のᩚᩘࢹータに当てはまるࠋ一⯡⥺ᙧΰ合ࣔࢹ
ルは，回ᖐࣔࢹルの一種で，␗なるグループや個య間の
ᕪ␗（ランダム効果）を考慮しつつ，特定のᅉ子に対す
る全యのഴྥやᖹᆒ的な効果（固定効果）を᥎定できるࠋ 
 回ᖐࣔࢹルの特ᛶにより，他の説明変ᩘの値が一定に
⤫ไされてもなお，༗╧開ጞ 30 日以内（Exp(ǃ )= 0.89, 
p <.001）と修正 10-11 月（ps<.001）は，╧╀㔞がప࢝
下することが᥎定されたࠋ一方でᕥ記ϫ章 1 ⠇の結果と
はⱝᖸ␗なり，本ࣔࢹルで╧╀㔞のప下が᥎定されたᬺ
は4月（Exp(ǃ )=0.81, p <.001），7月1-2㐌目（ps <.01），
3 月 4 㐌目（Exp(ǃ )=0.94, p <.01）であったࠋ 

Ϭ㸬⪃ᐹ 
༗╧開ጞ 30 日目前後までについて，本᮶よりも༗╧

㔞がప下し，༗╧の័らしಖ育に要する期間の目Ᏻとな
ることが示၀されたࠋまた，修正 10-11 月でも╧╀㔞࢝
がῶᑡしたࠋ修正 11 月から༗╧時の╧╀回ᩘはῶᑡ࢝
していき，修正20࢝月には全に1回╧╀が定╔したࠋ
ஙᗂඣ期の日中の╧╀は生後1年間で4-6時間どᛴῶ
し，6 ṓ㡭までに༗╧はᾘኻする（ᐑ㷂・బ藤，2013；
ᓥ田他，1999）ࠋ一方で，╧╀サイクルの長さは出生時
の 50 分ᙅから 2 年間で 20 分以上ఙびる（Stern 他, 
1969；Lopp 他 その╧╀における┦対する発達ࠋ（2017
の分ᒱ点が，修正 10-11 月の時限的な╧╀㔞のప下に࢝
表れたと考࠼られるࠋこれらの╧╀㔞のప下は，本人の
Ẽ㉁や発達障害にకう╧╀障害と༊別すべき一時的事
象であるࠋたࡔし，それが᩿定できるのは╧╀㔞が通常
にᡠった後となるࠋそのため障害のある子を含めたஙඣ
の╧╀に対する㐺ษな㣴ㆤや支援のᅾり方を考࠼る上
で，これらの事象を予め特定しておくことは重要であるࠋ 
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インクルーシブಖ育における 
障害のある子どもの支援・㓄慮に関する調査研究 

 ✑⳯ ᑠᰗ ۑ

（ᮾிᏛⱁᏛ㐃ྜᏛᰯᩍ⫱Ꮫ◊✲⛉） 

.(< :25'6� ⫱ಖ⫱㸪ᗂඣᩍࣈࢩ࣮ࣝࢡࣥ 

Ϩ㸬ࡵࡌࡣに 
，ୡ⏺的にインクルーシブ教育の᥎進がなされ，

日本国内においても関ᚰが㧗まっているࠋಖ育所・ᗂ⛶
ᅬにおけるインクルーシブ教育（以下，インクルーシブ
ಖ育）については，ᡓ後の⤫合ಖ育の₻ὶを受け，≧ែ
としてはインクルージࣙンであるが，その実インクルー
シブಖ育に関する明確な定⩏や方法論については，あま
り検討がなされてこなかったࠋそのため，現≧では各ᅬ
において実にከ種ከᵝなྲྀり組みが展開されているࠋそ
のようなྲྀり組みがಖ育実践を㇏かにする一方で，ಖ育
ኈ・ᗂ⛶ᅬ教ㅍ（以下，ಖ育者）のなかには実践に関す
るᝎみやⴱ藤をᢪ࠼る者がᑡなくないࠋそのため，日本
におけるインクルーシブಖ育の現ἣを明らかにし，日本
ᆺインクルーシブಖ育における方法論を確立していく
ことが求められるࠋそこで，本研究では，現ᅾそれࡒれ
のᅬにおける支援の実と，それに関するಖ育者の㈇担
ឤと効力ឤを明らかにするため，調査を実したࠋなお，
本研究では，インクルーシブಖ育における支援の種㢮に
は，ձ発達支援；発達の最近᥋領域にാきかける࣎トム
アップ的支援，ղ㐺応支援；集ᅋ参ຍのための合理的㓄
慮を含ࡴトップダウン的支援，ճありのまま支援；ඣの
得意なことやዲきなことを活かした支援，の 3 つがある
と௬定し，調査を実したࠋ 
ϩ㸬᪉ἲ 
対象と期間：2024 年 7～9 月にかけて全国のಖ育所・ᗂ
⛶ᅬに務する 5 ṓඣクラス担当のಖ育者に調査の
༠力を౫㢗し，118 名から回⟅を得られたࠋ 
手続き：調査は࢜ンラインによる WEB 調査によって 
実したࠋ౫㢗≧に，調査の内容説明と WEB 調査に
アクセスするための QR コードを記載し，回⟅を౫㢗
したࠋ 

内容：ಖ育所・ᗂ⛶ᅬにおけるインクルーシブಖ育の実 
≧ἣに関する㉁問項目を作成し，回⟅を求めたࠋ回
⟅の際には，担当するクラスにᅾ⡠する障害のデ᩿が
ある/いがあるᗂඣ一人を想起してもらい，そのඣ
の支援を想起しながらの回⟅を求めたࠋなお，実≧
ἣについては͆できていない͇～͆できている͇の 4
௳法，㈇担ឤについては͆0㸻㈇担はない～5㸻とても
㈇担である ，͇効力ឤについては，͆0㸻スキルがない～
5㸻スキルが分にある͇で回⟅を求めたࠋ 

１．フェイスシート：現ᅾの務先（」ᩘ回⟅可）， 
務年ᩘ，現ᅾ担当しているクラスのᗂඣの人ᩘ 

２．クラスにᅾ⡠する障害がある/いがあるᗂඣの 
想起：デ᩿῭みの場合はその障害（」ᩘ回⟅可），い
がある場合その障害（」ᩘ回⟅可） 

３．２で想起したᗂඣの支援や関わりの実≧ἣ：全 
19 の項目について，その実≧ἣと㈇担ឤ，効力ឤに
ついて 

（ᮾி学ⱁ大学研究倫理委員会ࠝ承認番号 454 ）ࠞ 
Ϫ㸬⤖ᯝ 
 回⟅のあった 118 名のうࡕ，Ḟᦆのあったࢹータを㝖
いた 74 名を分ᯒの対象としたࠋ 
１．フェイスシート 
 回⟅者の務先は，ಖ育所 20 ௳，ᗂ⛶ᅬ 36 ௳，認定
こどもᅬ 17 ௳であったࠋ回⟅者の務年ᩘは 1 年未‶
～38 年（ᖹᆒ 12.5 年）であり，担任しているクラスの

ᅾ⡠ᗂඣᩘは 2～35 人（ᖹᆒ 18.5 人）であったࠋクラ
スにᅾ⡠するᗂඣでデ᩿῭みの場合，その種㢮は知的障
害 11 ௳，自閉症スペクトラム症 32 ௳，ὀ意Ḟዴ・ከ動
ᛶ障害 19 ௳，発達の㐜れ 1 ௳，ゝⴥの㐜れ 1 ௳，⫈ぬ
障害 2 ௳，その他 3 ௳であったࠋ障害がわれる場合，
その種㢮は，知的障害 14 ௳，自閉症スペクトラム症 32
௳，ὀ意Ḟዴ・ከ動ᛶ障害 38 ௳，運動障害 2 ௳，その
他 2 ௳であったࠋ実≧ἣについては，ࠗ ඣが⯆をᣢ
ったタイ࣑ングでいつでも活動できるよう教ᮦなどは
予め༑分に準ഛしている࠘ࠗ 1 日のὶれや手順を⤮࢝ー
ド等で可どしている࠘ࠗ ඣの理ゎをຓけるためにどぬ
的な教ᮦを用意している࠘ࠗ 教室内にࣃーテーシࣙンや
ットでษられたクールダウンスペースを用意して࣐
いる࠘ࠗ 教室外にクールダウンできる場所を用意してい
る࠘ࠗ 教室内のレイアウトは支度等の動⥺を考࠼たもの
になっている࠘ࠗ 㐟びや⯆の幅が広がり࡙らいඣに対
し，㐟びや⯆が広がるようᵝࠎなおもࡷࡕや教ᮦを用
意している࠘ࠗ ロッ࢝ーなどには各ඣの࣐ークや┿を
㈞ってุ別しやすくしている࠘ࠗ 活動の見通しをᣢたせ
るために，活動の前や前日に活動内容をఏ࠼ておく࠘ࠗඣ
が活動を༑分にやりษれるよう時間の㓄分を考慮する࠘
ࠗඣが活動を༑分にやりษれるよう活動の㔞を考慮す
る࠘ࠗ 自由あそび場㠃で，ඣが自分らしく㐟べる/表現で
きるように教ᮦをᕤኵする࠘ࠗ ඣの発達課題（コ࣑ュࢽ
ーシࣙンや手先のᕦ⦓ᛶ，運動等）の達成のため，個ࢣ
別に関わる時間を設ける࠘ࠗ 自由あそび場㠃で，ඣが自
分らしく㐟べる/表現できるように教ᮦをᕤኵする࠘ࠗ 自
由㐟び場㠃で，ඣが自分らしく㐟べる/表現できるよう
に場の設定をᕤኵする の࠘項目で͆ できている͇͆ᑡしで
きている͇と回⟅した者がいずれも 50㸣を㉸࠼，特に
ࠗ1日のὶれや手順を⤮࢝ード等で可どしている࠘ࠗ活
動の見通しをᣢたせるために，活動の前や前日に活動内
容をఏ࠼ておく は࠘͆ できている の͇みで共に 50㸣以上
を༨めたࠋ一方，ࠗ常の࢝ウンセラーを㓄⨨し，ຓゝを
得ている࠘ࠗ AAC（ᣑ大௦᭰コ࣑ュࢣࢽーシࣙン）機ჾ
を設⨨・活用している の࠘項目では，͆ できていない と͇
回⟅した者が 50㸣以上を༨めた͆ࠋできている͇͆ᑡしで
きている の͇回⟅がከかったࠗ ඣの理ゎをຓけるために
どぬ的な教ᮦを用意している と࠘ࠗ 㐟びや⯆の幅が広
がり࡙らいඣに対し，㐟びや⯆が広がるようᵝࠎなお
もࡷࡕや教ᮦを用意している で࠘は㈇担ឤをឤじている
ಖ育者も 50㸣以上にのࡰったࠋまた，ࠗICT 機ჾの設⨨・
活用している࠘ࠗ AAC（ᣑ大௦᭰コ࣑ュࢣࢽーシࣙン）
機ჾを設⨨・活用している࠘では，これを活用するスキ
ルがないとឤじているものが共に 60%以上を༨めたࠋ 
Ϭ㸬⪃ᐹ 
 インクルーシブಖ育において，現場のಖ育者はᵝࠎな
支援や関わりに✚ᴟ的にྲྀり組ࢇでいることが分かっ
たࠋその一方で，ྲྀ り組みはするが㈇担ឤのある支援や，
そもそも活用するスキルがないとឤじやすい支援が明
らかになったࠋ特に ICT 等のࢶールの活用ではそれが
㢧著であったࠋこれらのことから，ಖ育者がྲྀり組ࡴ
ことができている支援をさらにブラッシュアップする
と共に，㈇担ឤをᢪ࠼やすい支援について，㈇担を㍍ῶ
するための組みやᕤኵ，そして，効力ឤをྥ上させる
ための知見のᬑཬが求められることが示၀されたࠋ 
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ᑠ学ᰯඣ❺における⥴障害の㢧ᅾと 
行動問題の特ᚩに関する研究 

̿Ꮫᖺ࣭ᛶᕪࡽの᳨ウ̿ 

 ᒸᮏ ⱸᱜ    ⏣୰ 㔛ᐇ  ୕ᾆ ᕦஓۑ

（ᮾிᏛⱁᏛᩍ⫱Ꮫ◊✲⛉）（ᮾி㒔❧Ꮫ）（ᮾி㎰ᕤᏛ） 

.(< :25'6� ⥴㞀ᐖ㸪⾜ື問㢟㸪ᑠᏛᰯ

Ϩ㸬問㢟と┠ⓗ 
⎔ቃから受けるストレスにより、≧ἣに合わないᚰ㌟

の≧ែがᣢ続し、自㌟の⥴をコントロールすることが
出᮶ない≧ែを「⥴障害」という（文部科学┬�2021）ࠋ
⥴障害はᑠ中学生の幅広い年௦で症≧がみられてい
る（ඵᮌ・藤原・中村�200��ᯘ田・ᯇᒣ�2022）ࠋまた場
㠃⥸㯲、自യ行Ⅽ、他者の反ᢠなど、⥴障害のある
ඣ❺は⥴の不Ᏻ定さが要ᅉとなってከᵝな行動問題
をみせることが示されている（文部科学┬�2021�Ṋ田・
ᔱᐑ・藤�2004�ᒸ・広℩�2000）ࠋ 
 しかしながら、⥴障害が特にみられる学年はいつな
のか、その症≧の現れ方にはᛶᕪがあるのかという点に
ついては༑分に検討されていないࠋそこで本研究では
⥴障害の㢧ᅾཬび行動問題の特ᚩについて学年、ᛶᕪ
の観点から検討を行うࠋ 
 
ϩ㸬᪉ἲ 
１．調査の手続き 

2024 年 � 月～� 月に㤳㒔ᅪの通⣭指ᑟ教室と特別支
援学⣭のᑠ学ᰯの担任教ᖌ各 1000 名と全国にある知的
障害特別支援学ᰯ（以下特別支援学ᰯ）のᑠ学部事
8�� 名に㉁問紙調査を౫㢗したࠋその結果、通⣭指ᑟ教
室は 133 名（回⋡ 13�3�）、特別支援学⣭は 133 名�回
⋡ 13�3��、特別支援学ᰯは 1�8 名�回⋡ 1�����で
あったࠋ 
 
2．㉁問紙調査の内容 
 クラスにいる⥴障害ࡔとᛮうඣ❺を 1 人選ࢇでも
らい、学ᰯでのそのඣ❺のᵝ子について回⟅を求めたࠋ
㉁問紙は以下の項目でᵓ成されているࠋ 
�1�フェイスシート： 
該当ඣのᛶ別、該当ඣの学年、障害種 

�2�⥴障害のあるඣ❺についての㉁問項目： 
学ᰯの中で最もẼになる症≧について�18 項目� 

 
3．倫理的㓄慮 
 調査を行う際には、調査の説明を༑分に記載し、個人
報のಖㆤなどの倫理的㓄慮を㑂Ᏺしたࠋまたこの研究
はᮾி学ⱁ大学倫理委員会の審査を受けて実してい
るࠋ 
 
Ϫ㸬⤖ᯝ 
1．分ᯒ対象 
Ḟᦆ値のฎ理を行い、通⣭指ᑟ教室 132 名、特別支援学
⣭ 132 名、特別支援学ᰯ 1�3 名の計 42� 名のࢹータを
分ᯒしたࠋ 
 
2�ඣ❺の属ᛶ（表１）  
⥴障害ࡔとみなされているඣ❺のうࡕ、⏨子は 312 名
��3�1��、ዪ子は �0 名�21�1��であった�1 402�ࠋ 
またඣ❺の学年の内訳は 1 年生は 2� 名（��3�）、2 年生
は �4 名�12����、3 年生は �8 名�13����、4 年は �� 名
�1�����、�年生は�3名（21�8��、�年生は��名（22���）
であった�1 404�ࠋ 
 

 
3．ᛶ別と学ᰯの中で最もẼになる症≧との関連 
 ᛶ別と最もẼになる症≧の間に関連がみられるのか
検討を行ったࠋ最もẼになる症≧はձ内ᅾ行動問題
（自ᕫの内部に問題をᢪ࠼る行動問題）ղ外ᅾ行動問
題（他者との㌵㎚を生ࡴような行動問題）ճその他の行
動問題の 3 ⩌に分けることが出᮶るࠋそこでまずᛶ別と
行動問題の 3 ⩌でȮ２検定を行ったࠋその結果、୧者の
間 に 有 意 な 関 連 が み ら れ た （ Ȯ ２
�2�1 3��� 1��1�p��001）ࠋṧᕪ分ᯒの結果、⏨子は外ᅾ
行動問題の人ᩘが（p��001）、ዪ子は内ᅾ行動問題
の人ᩘが�p��001�有意にከかった（表２）ࠋ 
ᛶ別ࡈとにどのような症≧がみられるかという点に

ついて、よりලయ的に明らかにするために、ᛶ別と最も
Ẽになる症≧�18 項目�でȮ２検定を行ったࠋその結果୧
者 の 間 に 有 意 な 関 連 が み ら れ た （ Ȯ ２
�13�1 3��� 34�1�p �001）ࠋṧᕪ分ᯒの結果、⏨子は外
ᅾ行動問題の中の「ᭀ力・攻撃行動」の症≧を見せる
人ᩘが�p��0��、ዪ子は内ᅾ行動問題の中の「場㠃⥸㯲」
の症≧を見せる人ᩘが�p��001�有意にከいことが示さ
れたࠋ 
 

 
ϫ㸬⪃ᐹ 
まず学年別にみると、学年が上がるࡈとに⥴障害ࡔ

とみなされているඣ❺のᩘがቑ࠼ており、特にᑠ学ᰯ㧗
学年（10 ṓ～12 ṓ）にከく見られることが示されたࠋ
次にᛶᕪに╔目すると、⥴障害があるとみなされてい
るඣ❺は⏨子がከいことが示されたࠋたࡔしᛶ別ࡈとに
症≧を詳しくみると、⏨子は外ᅾ行動問題、ዪ子は内
ᅾ行動がከくみられたࠋ外ᅾ行動問題（ᭀ力・攻撃
行動など）は目立つ症≧でẼ࡙かれやすい一方、内ᅾ
行動問題（場㠃⥸㯲など）は症≧が分かりにくく、問題
が見㐣ࡈされてしまう可能ᛶが㧗いࠋそのため、特にዪ
子の場合、⥴障害があっても症≧が表に出にくく、㐺
ษな支援が受けられない者がいる可能ᛶが示されたࠋ 
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発達障がい当事者である対人援ຓ⫋ᚑ事者のᑵປ⥅続するプロセス 
̿➹⪅のᑐேຓ⫋と࡚ࡋのኚᐜ㐣⛬に㛵࣮ࣇࣛࢢࣀࢫ࢚ࢺ࣮࢜ࡿࡍに୍ࡿࡼ⪃ᐹ̿ 

 Ᏻ ⚽ோ ۑ        

  （❧㤋ᏛᏛ㝔ே㛫⛉Ꮫ◊✲⛉༤ኈᚋᮇㄢ⛬） 

.(< :25'6�Ⓨ㐩㞀ࡀい ᙜ事⪅ ᑐேຓ⫋  

Ϩ㸬ࡵࡌࡣに 
発達障がいをᣢつ当事者が対人援ຓ⫋にᚑ事するこ

とは，支援の㉁や対象者との関係ᛶにከ大なᙳ㡪を࠼
るࠋ本研究では，発達障がい当事者である筆者の対人援
ຓ⫋ᚑ事者としての経験やど点をアダムス� 7� (�� ホ
ル࣐ン・ジࣙーン6 �ࢬ�� 	࢚ࣜ ス� &� ������を参照
した࢜ート࢚スࣀグラフーの手法で考察するࠋ 
ϩ．目的 
本研究の目的は，筆者が自㌟の発達障がいの特ᛶをど

のように理ゎし，それを対人援ຓ⫋としての活動にどの
ように活かしているかを明らかにすることであるࠋまた， 
支援対象者との関係ᵓ⠏や⫋ᴗ上の課題についても᥈
求するࠋ 
Ϫ．方法 
 本研究では，࢜ート࢚スࣀグラフーの手法を用い
て筆者自㌟の経験を῝く᥈求するࠋ 
��研究ࢨࢹイン͒ 
ーを採用し，筆者の経験を文グラフࣀス࢚ート࢜
的・社会的文⬦で分ᯒを行なったࠋ 
 ータ集ࢹ��
͌筆者自㌟による自ᕫ問いかけと記述ᙧ式で実するࠋ 
͌事前に設定した㉁問項目に基࡙き，㐣ཤの経験をり
返りながら記述するࠋ 
͌㟼かな⎔ቃで集中して記述し，必要に応じて㏣記や修
正を行うࠋ 
��㉁問項目͒ 
以下のテー࣐に↔点を当てた㉁問を設定 
͌発達障がいとのྥき合い方 
͌対人援ຓ⫋としてのアイࢹンテテᙧ成 
͌ᑓ㛛ᛶの῝と課題 
͌支援者としての成長と自ᕫ認㆑ 
͌価値観の変㑄とᑗ᮶展望 
 ータ分ᯒࢹ��
͌㉁的コーࢹング手法を使用 
͌ឤコーࢹングや記述的コーࢹングを実 
͌重要なテー࣐やὝ察をᢳ出 
��文⬦とゎ㔘 
͌ᢳ出されたテー࣐を社会的・文的文⬦に⨨࡙け 
͌個人的な経験とᑓ㛛的知見を結びつけてゎ㔘 
͌自ᕫの語りに₯ᅾするࣂイアスや前提についてᢈุ的
に┬察 
 レーシࣙンࢹルコンシ࢝シ࢚��
自ᕫ開示の⠊ᅖやプライࣂシーಖㆤについて༑分に㓄
慮 
ϫ㸬⤖ᯝ 
 筆者の支援経㐣を時⣔ิでり返り，発達障がい当事
者として対人援ຓ⫋にᚑ事する意⩏と課題を考察するࠋ 
��支援経㐣の概要 
͌���� 年：発達障がいのデ᩿を受ける6,$:ࠋ知能検査の
結果，ゝ 語ᛶ,4���，動作ᛶ,4��と大きなࢹスクレࣃ
ンシーがุ明するࠋ 
͌���� 年：不Ⓩᰯ支援の有ൾ࣎ランテアとして活動開
ጞするࠋ 
͌����年：ᨺ課後等ࢹイサーࣅスで初めてᑵປする6,$:ࠋ
検査の結果，ゝ 語ᛶ,4���，動作ᛶ,4��と⥅続して大
きなࢹスクレࣃンシーがุ明するࠋ 
͌���� 年：大学㝔修ኈ課程で対人援ຓ学を学ࠋࡪ 

͌���� 年：障害者㞠用で大手ᨺ課後等ࢹイサーࣅス事ᴗ
所に務する（༙年後に㠀常務）ࠋ 
͌���� 年 �月：個別指ᑟの発達障がいඣྥけの障害福祉
サーࣅス事ᴗ所で常務を開ጞし現ᅾに⮳るࠋ 
��自ᕫ分ᯒとᑵປ⥅続͒ 
 筆者は自㌟の得意・不得意を分ᯒし，$6'当事者であ
りながらᑵປを⥅続しているࠋ特に，࣐ルࢳタスクがᑡ
なく�対�の個別支援を行う事ᴗ所での務が㐺してい
ることを認㆑しているࠋ 
��課題とᅔ㞴 
͌人間関係の課題 
͌デ᩿の開示（࣑࢝ングアウト）の⠊ᅖ 
͌用者との関わりにおけるቃ⏺⥺の設定 
Ϭ㸬⪃ᐹ 
1.発達障がいとのྥき合い方͒ 
 2008 年のデ᩿と 2012 年の検査結果により，筆者
は自㌟の特ᛶをより῝く理ゎすることとなるࠋゝ語ᛶ
IQ と動作ᛶ IQ の大きなࢹスクレࣃンシーは，筆者の
ᙉみとᙅみを明確に示しているࠋこの自ᕫ理ゎが対人援
ຓ⫋としての成長につながっている一方で，特ᛶの理ゎ
と受容にはΰやⴱ藤もకっているࠋ 
2.対人援ຓ⫋としてのアイࢹンテテᙧ成͒ 
 不Ⓩᰯ支援の࣎ランテアからጞまり，ᨺ課後等ࢹイ
サーࣅスでの務を経て，筆者は対人援ຓ⫋としてのア
イࢹンテテをᙧ成しているࠋ自㌟の経験と特ᛶを活
かし，支援対象者にᐤり添うጼໃが育まれているࠋ特に，
ゝ語ᛶ IQ の㧗さを活かしたコ࣑ュࢣࢽーシࣙン能力が，
対人援ຓ⫋としてのᙉみとなっている可能ᛶがあるࠋ 
3.ᑓ㛛ᛶの῝と課題͒ 
 大学㝔での学びや実務経験を通じて，筆者は対人援ຓ
のᑓ㛛ᛶを῝めているࠋ一方で，ASD の特ᛶや動作ᛶ
IQ のపさによる課題（例：࣐ルࢳタスクのᅔ㞴さ）も明
確になり，それに応じた⫋場⎔ቃの調ᩚが必要となって
いるࠋこれらの特ᛶを㋃ま࠼た自ᕫ理ゎと⫋ᴗ㐺ᛶの検
討が重要であるࠋ 
4.支援者としての成長と自ᕫ認㆑͒ 
 筆者は自㌟の特ᛶを理ゎし，それをᙉみとして活かす
方法をᶍ⣴しているࠋ個別指ᑟの場㠃では，ASD の特
ᛶやゝ語ᛶ IQ の㧗さを活かしたᑀな支援が可能とな
っているࠋ一方で，動作ᛶ IQ のపさによるᅔ㞴を認㆑
し，それを⿵するᡓ␎を開発することも重要であるࠋ 
5.価値観の変㑄とᑗ᮶展望͒ 
 発達障がい当事者としての経験を対人援ຓ⫋のᑓ㛛
ᛶに⤫合していく㐣程で，筆者の価値観は変しているࠋ
後は，当事者ᛶを活かしつつ，ᑓ㛛ᐙとしての立場を
また，自㌟の特ᛶࠋランスよくಖつことが課題となるࣂ
を㋃ま࠼た⥅続的な自ᕫ研㛑と⫋ᴗ㐺ᛶの᥈求が必要
であるࠋ 
（ཧ⪃ᩥ⊩） 
アダムス� 7� (�� ホル࣐ン・ジࣙーン6 �ࢬ�� 	࢚ࣜ 

ス� &� �������ࠗ࢜ート࢚スࣀグラフー：㉁的研
究を考し，表現するための実践࢞イド �࠘ᯇ⃝和正・
బ藤⨾ಖ� 訳�� 新᭙社 
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インクルーシブ教育実践における 

ඣ❺と学⣭のあり方に関する調査研究 
 ̿ࡣとࠖࡴࡌ࡞ࠕᏛ⣭にࡀ❺ඣ࡞ᚲせࡀᩍ⫱ⓗᨭ࡞ู≉̾

୰⏣ ᰭዉ  ᶫᮏ ୍ 

（ᮾிᏛⱁᏛ） 

.(< :25'6� ࡴࡌ࡞ᩍ⫱㸪㏻ᖖᏛ⣭㸪ࣈࢩ࣮ࣝࢡࣥ 

Ϩ㸬問㢟と┠ⓗ 
現ᅾ，ୡ⏺中でインクルーシブ教育が᥎進されている

が，「インクルーシブ教育」は共通したලయ的定⩏がな
いまま使用されているのが現≧ࠋࡔ㧗橋・ᯇ崎（����）
は，「インクルーシブ教育については，研究者や教ᖌな
どによってᤊ࠼方が␗なっており，一⮴した見ゎが得ら
れていないࠋ」と述べているࠋ 
インクルーシブ教育の「インクルーシブ」の㎡書的意

をᨵめて考࠼ると，「ໟ括的な」「ໟ含的な」「内ໟ的
な」など，「すべてを含み㎸ࡴ」ことを意するࠋしかし，
これは常ඣも障害ඣも同じ場で学ࡪという意では
⤫合教育でも示されていたことであるࠋそして，⤫合教
育とインクルーシブ教育の┦㐪点は，常ඣと障害ඣを
含み㎸ࡔࢇ上で，ఱか手をຍ࠼るかどうかであると考࠼
たࠋ⤫合教育は常ඣと障害ඣを含み㎸ࡴにとどまって
いるため，障害の有↓が༊別されたままであるࠋ一方，
インクルーシブ教育は含み㎸ࡔࢇ上で常ඣと障害ඣ
が調和し合い，なじみ合うように手をຍ࠼るࠋそのため，
障害の有↓によらず全員が同じ場で学ࡪことが可能と
なるのであるࠋまた，一人一人がありのままのጼで，自
↛にΰࡊり合うことが重要であるࠋ 
以上のことから，インクルーシブ教育においては常 

ඣも障害ඣもありのままのጼでΰࡊり合うことが重要
であり，本研究ではそれを「なじࡴ」と意的に定⩏す
るࠋまた，本研究では特に，通常学⣭において，特別な
教育的支援を必要とするඣ❺（以下，「要支援ඣ」とす
る）が࿘りのඣ❺（以下，「࿘ᅖඣ」とする）に「なじࡴ」
ためにはどのような要ᅉが関係しているのかを検討す
るࠋ 

ϩ㸬᪉ἲ 
調査方法：࢜ンライン上の㉁問紙調査法（౫㢗≧を㒑送） 
調査時期����� 年 �月～�月 
調査対象：㤳㒔ᅪにあるᑠ学ᰯ�年の担任教ㅍ���名 

（有効回⟅ᩘは調査項目により␗なる） 
調査内容� 
 はじめに「なじࡴ」の定⩏について説明し，「なじࢇで
いる」とุ᩿できる要支援ඣが担任学⣭にいる場合はそ
のඣ❺（�人選択）について，いない場合は「なじࢇで
いない」要支援ඣ（� 人選択）について回⟅を求めたࠋ 
ձ要支援ඣ（ᛶ別，ᅔ㞴のあるഃ㠃，デ᩿の有↓，自ᕫ
理ゎ，援ຓ要請） 
ղ࿘ᅖඣ（特ᛶ理ゎ，援ຓ提౪） 
ճ担任教ㅍ（教⫋年ᩘ，特ᛶ理ゎ，説明の有↓） 

Ϫ㸬⤖ᯝ 
�� 要支援ඣについて 
なじࢇでいる要支援ඣ ��� 名（������），なじࢇでい

ない要支援ඣ �� 名（������）であったࠋまた，なじࢇ
でいる要支援ඣ（1 ���）は，⏨���名（������），ዪ��
名（������），その他�名（�㸣）であり，なじࢇでいな
い要支援ඣ（1㸻��）は，⏨��名（������），ዪ�名（������），
その他�名（�����）であったࠋ 
 ᅔ㞴のあるഃ㠃（1 ���）は，学⩦㠃��名（������），
行動・⥴㠃���名（������），対人関係㠃��名（������），
運動㠃��名（������），その他�名（�����）であったࠋ
なじࢇでいる・いない×ᅔ㞴のあるഃ㠃の࢝イ�検定

を行ったとこࢁ，୧者の間に有意な関連は見られなかっ
たࠋ 
 ���名の対象において，デ᩿をされている要支援ඣ��
名（������），デ᩿をされていない要支援ඣ �� 名
（������），その他�名（�����）であったࠋまた，デ᩿
をされている要支援ඣのデ᩿名（1 ��）は，自閉スペク
トラム症��名（������），ὀ意Ḟዴ・ከ動症��名（������），
学⩦障害�名（�����），知的障害�名（�����），その他
�名（������）であったࠋなじࢇでいる・いない×デ᩿
名の࢝イ�検定を行ったとこࢁ，୧者の間に有意な関
連は見られなかったࠋ 
 自ᕫ理ゎについて�௳法（よく当てはまる～全く当て
はまらない）でᑜࡡたとこ（��� 1）ࢁ，ᖹᆒ値 �����，
中ኸ値�����，ᶆ準೫ᕪ�����であったࠋなじࢇでいる・
いない×自ᕫ理ゎの対応のない W 検定を行ったとこࢁ，
有意ᕪは見られなかったࠋ 
 援ຓ要請について�௳法（よくしている～全くしてい
ない）でᑜࡡたとこ（��� 1）ࢁ，ᖹᆒ値�����，中ኸ値
�����，ᶆ準೫ᕪ ����� であったࠋなじࢇでいる・いな
い×援ຓ要請の対応のないW検定を行ったとこࢁ，有意
ᕪは見られなかったࠋまた，なじࢇでいる・いない×援
ຓを要請するクラスメートの種㢮の࢝イ � 検定を行
ったとこࢁ，୧者の間に有意な関連が見られた（Ȯt
���1 ��� ������S����）ࠋṧᕪ分ᯒの結果，なじࢇでいる
要支援ඣは「ㄡにでも」（S ����）の人ᩘが有意にከく，
なじࢇでいない要支援ඣは「ㄡにでも」（S ����）の人ᩘ
が有意にᑡなかったࠋ 
�� ࿘ᅖඣについて 
࿘ᅖඣの理ゎ（1㸻���）は，ᖹᆒ値�����，中ኸ値�����，

ᶆ準೫ᕪ�����であったࠋなじࢇでいる・いない×࿘ᅖ
ඣの理ゎの対応のないW検定を行ったとこࢁ，有意ᕪは
見られなかったࠋまた，援ຓ提౪（1 ���）は，ᖹᆒ値
�����，中ኸ値�����，ᶆ準೫ᕪ�����であったࠋなじࢇ
でいる・いない×援ຓ提౪の対応のないW検定を行った
とこࢁ，有意ᕪは見られなかったࠋ 
�� 担任教ㅍについて 
教⫋年 （ᩘ1 ���）は，�～��年であり，ᖹᆒ値������，

中ኸ値 ������，ᶆ準೫ᕪ ����� であったࠋ教ᖌの理ゎ
（1 ���）は，ᖹᆒ値�����，中ኸ値�����，ᶆ準೫ᕪ�����
であったࠋなじࢇでいる・いない×教ᖌの理ゎの対応の
ない W 検定を行ったとこࢁ，有意ᕪは見られなかったࠋ
また，࿘ᅖඣに対する要支援ඣの説明の有↓（1 ���）
は，はい��名（������），いい࠼��名（������），その
他 � 名（�����）であったࠋなじࢇでいる・いない×説
明の有↓の࢝イ�検定を行ったとこࢁ，୧者の間に有
意な関連は見られなかったࠋ 

ϫ㸬⪃ᐹ 
 なじࢇでいる要支援ඣとなじࢇでいない要支援ඣの
人ᩘの合は༙ࠎになると考࠼ていたが，なじࢇでいる
要支援ඣが約�を༨める結果となったࠋ୧者の人ᩘに
೫りがあることから，学⣭になじࡴことの要ᅉについて
᥈ったが，正確な分ᯒ結果が出なかったと考࠼られるࠋ
たࡔし，調査項目のなかで，広く࿘ᅖに援ຓ要請ができ
ることがなじࡴことの࣏イントであることが明らかに
なったࠋ 
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定ᆺ発達のඣ❺生ᚐにおける実行機能に関する調査研究
̿᪥ᖖの⾜ືホ౯ᑻᗘ �%5,(F�ࢆ⏝い࡚̿ 

 �1�1�  ᒸᮏ ⱸᱜ���  బ⸨ ⩧Ꮚ�1�  ୕ᾆ ᕦஓ�0iQK &KaX 1)>8*1 ۑ

（ᮾிᏛⱁᏛᩍ⫱Ꮫ◊✲⛉）（1） （ᮾி㎰ᕤᏛᏛ㝔ᕤᏛ◊✲㝔）（�）

.(< :25'6� ᐇ⾜ᶵ⬟ࠊᐃᆺⓎ㐩%5ࠊ,(F

Ϩ㸬ࡵࡌࡣに 
実行機能 �H[HFXWLYH IXQFWLRQ� 以下�()�とは人間が

ある目ᶆを達成するように目ᶆや計画を立て、反応や行
Ⅽを調⠇し、ඃな報をᢚไしながら目ᶆ≧ែ達す
るために必要な能力の集合యとされているࠋ() の基┙
は⬻の前頭ⴥにあるとされ、ஙᗂඣ期から長期にわたっ
て発達するࠋ()に関するᵝࠎな理論のうࡕ、広くᬑཬさ
れているのが0L\DNHら������のࣔࢹルであり、「ᢚไ機
能 �LQKLELWLRQ�」、「シフテング�VKLIWLQJ�」、「アッ
プࢹーテング �XSGDWLQJ�」の �つの要⣲が()測定す
る」ᩘ課題の結果について₯ᅾ変ᩘ分ᯒを用いて、()の
ẚ㍑的基礎的な能力とされているࠋこの中でも、アップ
ングはワーキングメࣔࣜーにಖᣢされているーテࢹ
報の監どと更新を行う能力であるࠋシフテングは重
要な報のὀ意や、新しいᛮ考や反応をᰂ㌾にษり᭰
、ᢚไ機能は≧ἣでඃなᛮ考や行動ࠋる能力である࠼
反応をᢚไする能力であるࠋたࡔし、0L\DNH 	 )ULHGPDQ 
������ のࣔࢹルでは FRPPRQ H[HFXWLYH IXQFWLRQ 
�FRPPRQ�()�がᢚไ機能の௦わりに () の₯ᅾ的変ᩘの
一つとされたࠋ&RPPRQ�()は課題の目ᶆや効⋡的な課題
の関連報のฎ理など、課題にᙳ㡪する一⯡的な () の
要⣲であるࠋ 
()を測定するには認知的な課題の実の他、日常場㠃

の行動のホ価といった方法も考࠼られるࠋ活用される行
動ホ価ᑻ度の一つとして、「実行機能に関する行動ホ価
ᑻ 度 �%HKDYLRXU 5DWLQJ ,QYHQWRU\ RI ([HFXWLYH 
)XQFWLRQ：%5,()�」�*LRLD� ,VTXLWK� *X\� 	 .HQZRUWK\� 
�����がᣲࡆられ、ᗂඣ版 �%5,()�3�、学㱋期・青年期
版 �%5,()���、成人版 �%5,()�$�に分けられ手用いられ
ている�3(),%5ࠋ も %5,()も子どものぶや教育者のため
の㉁問紙で子どもの日常生活に () に関わる行動をホ価
できるものであるが、%5,()�� では本人記述式が �� ṓ
～��ṓの対象に㐺用されているࠋ 
ϩ㸬┠ⓗ 
発達障害ඣは()がᅔ㞴であることが指されるࠋ国内

では%5,()を用いてᗂඣ期や学㱋期、または成人期に対
象に発達障害ඣの () 特ᛶや障害特ᛶを検討した知見が
いくつ見られる�Ọ㇂他� ����� ᾋ✰他� ����� ⋢ᮌ・
ᾏὠ� �����ࠋしかし、ᛮ期・青年期前期の定ᆺ発達
のඣ❺生ᚐを対象とした知見が見られなかったࠋ 
() に関わる௦表的な課題である 'LPHQVLRQDO &KDQJH 

&DUG 6RUW �'&&6�を用いて()の発達を検討したとこࢁ、
� ṓから �� ṓまでの間に有意な課題の成⦼ᕪが見られ
たࠋしかし%5,()のような㉁問紙を用いて検討された知
見や、青年期前期の対象とした知見が見当たらなかったࠋ
ᛮ期や青年期前期はᚰ㌟の変はもࢇࢁࡕ、⎔ቃの⃭
変により()も含めて認知㠃がከᵝなᙳ㡪を受け、()に
ᅔ㞴を┤㠃することがᑡないと考࠼られるࠋそこで、本
研究では、ᛮ期・青年期前期の定ᆺ発達のඣ❺生ᚐに
()の特ᚩを検討することを目的としたࠋ 
Ϫ㸬᪉ἲ 
対象者����� 年 � 月～� 月にかけて関ᮾ地方のᑠ学ᰯ、
中学ᰯ、㧗ᰯでᅾ⡠していたᑠ学 �－� 年生、中学生、
㧗ᰯ生の��名�⏨子��名、ዪ子��名、ᖹᆒ年㱋�����
ṓ� 6' ����� を対象としたࠋ対象者の人ᩘが表１で示
されるࠋ 
㉁問紙ᵓ成�ձフェイスシート�ᛶ別・年㱋・学年�ղᾋ

✰・橋本・出ཱྀ� ���� の %5,()�3日本語版を参考にして
大学の教員と大学㝔生の検討したう࠼、�� 項目のᑻ度
を作成して採用した�Ș ����ࠋ 
倫理的㓄慮�研究の趣旨や倫理的㓄慮についての説明を
行い、༠力者はそれに理ゎして同意したう࠼で回⟅をす
ることと、その回⟅もって同意とすることを説明したࠋ 

ϫ㸬⤖ᯝ 
᪤Ꮡの %5,()�3 のᑻ度ᵓ㐀ᑻ度ᵓ成を採用し、

「 LQKLELW� ᢚ ไ � 」「 6KLIW� ㌿ 換 � 」「 (PRWLRQDO 
FRQWURO�ឤコントロール�」「:RUNLQJ 0HPRU\�ワーキ
ングメࣔࣜー�」「3ODQ�2UJDQL]H�計画�組⧊�」という
�つの()のഃ㠃を検討したࠋ各ഃ㠃の得点に基࡙いて、
:DUG 法を用いて � つのクラスタがᢳ出された�表 ��図
また、()におけるW検定を用いてᛶᕪを検討した有ࠋ��
意ᕪが見られなかったࠋ 

Ϭ㸬⪃ᐹ 
本研究は %5,() を用いて定ᆺ発達のඣ❺生ᚐに () の

特長を検討したࠋクラスタ分ᯒの結果から () の全ഃ㠃
においてᅔ㞴に┤㠃する一部のඣ❺生ᚐがᏑᅾしてい
ることが分かったࠋ() のᅔ㞴はඣ❺生ᚐの学ᴗや対人
関係など日常生活に支障をきたし、自ᕫ⫯定ឤのపさ、
対人ストレスなどの㈇の⢭⚄的ᙳ㡪も࠼ると考࠼ら
れるࠋよって、()に関わるᅔ㞴を特定することはもࢁࡕ
ඣ❺生ᚐ、ࢇ () の特ᚩに関する理ゎၨ発や、支援を
受けたり行ったりしやすい⎔ቃ設定が重要のではない
かと考࠼られるࠋまた、定ᆺ発達のඣ❺生ᚐの中、()の
ᅔ㞴をឤじるඣ❺生ᚐがᏑᅾすることから、発達障害ඣ
や知的障害ඣはそれより () がᅔ㞴である子どもがᑡな
くないと考࠼られるࠋ 
一方、本研究はᵝࠎな限⏺があると考࠼られるࠋ対象

者は �� 名のみであり、㠀常にᑠさいサンプルサイࢬで
あることから検討した内容の信㢗ᛶがわれると考࠼
られるࠋまた、各年㱋ᒙの人ᩘが一定ではないことから、
() の発達の検討にవ地がまࡔあるのではないかと考࠼
られるࠋ 
1*8<(1 0LQK &KDX� 0,85$ 7DNX\D� 6$72 6KRNR� 2.$0272 0DR 

小5 小6 中1 中2 中3 高1 高2 高3
8 7 15 11 9 12 9 5

表1. 対象者の人数

M SD M SD M SD M SD F 多重比較
Inhibit 2.2 0.46 2.13 0.75 3.36 0.61 1.83 0.42 28.75** 3>1・2・4
Shift 2.97 0.52 3.60 0.56 3.61 0.78 1.92 0.38 23.80** 1・2・3>4
Emotional Control 2.19 0.41 2.52 0.91 3.45 0.79 1.86 0.69 16.80** 3>１・2・4
Working Memory 3.52 0.55 2.27 0.54 3.45 0.80 1.90 0.49 26.49** 1>4・2
Plan/Organize 2.94 0.47 1.86 0.48 3.29 0.64 2.15 0.73 28.43** 1・3>2・4
Total 2.82 0.15 2.43 0.35 3.43 0.35 1.94 0.26 82.52** 3>1>2>4

表2. EFのクラスタ
Cluster 1 Cluster 2 Cluster 3 Cluster 4
(n=12) (n=21) (n=31) (n=12)

**p < .01, *p < .05

－114－



研究発表 3��                                 2024 日本発達障害支援システム学会 
第 22 回研究セࢼ࣑ー㸭研究大会 

-  - 

障害者支援設における 
⢝・⨾容プログラム実の実ែ調査 

 ⪷ᴮὠ ༓ۑ 
（ᮾிᏛⱁᏛᩍ⫱Ꮫ◊✲⛉） 

.(< :25'6� ⢝⒪ἲ ⢝ ⨾ᐜ ▱ⓗ㞀ᐖ 㞀ᐖ⪅タ 42/ 

 

Ϩ㸬問㢟と┠ⓗ 
⢝療法は近年に་療やㆤの領域に応用されて

おり�ὀ目されている療法であるࠋ⢝には�大きく分け
て対自的効果と対外的な効果があり�対自的効果として
はᢚうつឤῶᑡや�活Ẽቑຍ（Ώ㎶�2013）などがあࡆら
れるࠋ対外的な効果として�川名（2012）の研究からは�
外見的㨩力が対人関係をಁ進させること�⢝がそれに
有意にാくことが明らかになっているࠋ⢝療法には対
象者の 42/・$'/ ྥ上や�✚ᴟᛶ�活力を上ࡆるといった
一次的な効果があり�ຍ࠼て所属機関の㞺ᅖẼを明るく
するといった�二次的な効果も期ᚅされているࠋしかし�
障害者支援設での検討はとࢇど行われていないた
め、回は実ែ調査を行い�用者の⢝や⨾容⩦័�
設㺃事ᴗ所における⢝や⨾容に関わる活動の実につ
いて明らかにするとともに�そのࢽーࢬを検討すること
を目的とするࠋ 
 
ϩ㸬᪉ἲ 
調査対象： 関ᮾ一㒔භ┴の障害者支援機関・事ᴗ所 �㓄
ᕸᩘ；�01，回ᩘ；101，回⋡ 14�4㸣�． 
調査方法：㉁問紙調査法  
調査内容：ձフェイスシート：「回⟅者自㌟について（2
項目）」，「事ᴗ所について（3 項目）」ղ事例調査：「事ᴗ
所内に⢝⩦ ・័⨾容⩦័がある用者がいるかとその
詳細�」ᩘ人いる場合は「最も⢝・⨾容に関ᚰのある人」
のように�その中から一人を選定してもらい�回⟅を求め
る（10 項目）」「事ᴗ所内での⢝・⨾容等に関するプロ
グラムの実の実ែについて（� 項目）」 ⢝と⨾容の
定⩏に関しては㕥ᮌ（2020）を参照し�「⢝ရを㢦にሬ
ᕸすることによるメイクアップ」を⢝としてࠋまた�
「ᩚ容のためのスキンࢣアࢿ�イルアート࣊�アセット等」
をに⨾容として定⩏したͤࠋ本研究はᮾி学ⱁ大学研
究倫理委員会の承認を受けているࠋ 
 
ϫ㸬⤖ᯝ 
回⟅事ᴗ所は生活ㆤの��௳（����㸣）�次いで設

入所支援の �� ௳�次いでᑵປ⥅続支援 % ᙧで �� ௳
（����㸣）であった（」ᩘ回⟅を含ࡴ）ࠋ設・事ᴗ所の
用人ᩘにおいて�最㧗規ᶍの事ᴗ所は所属人ᩘ ��� 名�
最ᑡ人ᩘは�名�ᖹᆒは����名�中ኸ値は����名であっ
たࠋ⢝⩦័のある用者に関しては「いる」が �� ௳
（����㸣）�「いない」が �� ௳（����㸣）�「分からな
い」が�௳（�㸣）�ᛶ別は全てዪᛶであったࠋ⨾容⩦័
においては「いる」が��௳（��㸣）�「いない」が��௳
（��．�㸣）�「分からない」が�௳（���㸣）�ᛶ別は結
果として�ዪᛶという回⟅が �� ௳（����㸣）�⏨ᛶとい
う回⟅が�௳（����㸣）であったࠋ⢝療法の認知度に
関しては「⪺いたことがある」が��௳（����㸣）�「⪺
いたことがない」が �� ௳（����㸣）であったࠋ⢝プ
ログラムを「現ᅾ実している」「実したことがある」
「実する予定」の事ᴗ所は��⟠所（��㸣）�「実し
ていない」事ᴗ所は �� ⟠所（��㸣）であったࠋ実し

ているものとしては�⫋員が⢝やࢿイルを行うものが
ከく�用者に対する効果は全ての事ᴗ所がឤじていたࠋ
「実していない」事ᴗ所において後実してみたい
と⟅࠼た事ᴗ所は��⟠所（����㸣）�したいとᛮわない
と⟅࠼た事ᴗ所は��⟠所（����㸣）であり�それࡒれを
「意ḧ有り⩌」「意ḧ↓し⩌」として�その理由（自由回
⟅ᙧ式にて回⟅を求めた）を.-法で分ᯒしたࠋ「意ḧ有
り⩌」においては࠙用者に႐ࢇでしいという㢪いࠚ
࠙⢝の⢭⚄的効果の期ᚅ࠙ࠚ ⢝の⯆・関ᚰࠚ
࠙新しい⩦ ・័経験の⋓得࠙ࠚ自ᕫ表現ࢶールの⋓得 のࠚ
�グループが編成されたࠋ「意ḧ↓し⩌」においては࠙ 必
要が↓い࠙ࠚ対象者の限定࠙ࠚ実効果の問・ᠱᛕࠚ
の�グループが編成されたࠋ⢝療法を実する上で考
られたものは「ㄗࡆられる␃意点として最もከくᣲ࠼
㣧・ㄗ㣗」次いで「⓶トラブル」�「参ຍ者本人の意ᛮ
のᑛ重」であったࠋ 
 

Ϭ㸬⪃ᐹ 
 調査の結果� ⢝⩦័のある人は � で全員ዪᛶࡔ
ったが�⨾容になると人ᩘはⱝᖸቑ࠼�⩦័有りは � 
を㉸࠼たࠋ⨾容においては⫋員が⫙Ⲩれ㜵Ṇのためにጞ
めたという例もあり�見た目を⨾しくする�印象を変࠼
るということよりも�་療・ᩚ容行Ⅽのᘏ長⥺上として
⨨࡙けられて実されているഃ㠃がᙉいと考࠼られ
るࠋまた�⢝療法の認知度は�ᙅにとどまり�近年་
療や福祉などのᵝࠎな分㔝で実されるようになって
きたとはい࠼�知名度としてはまࡔそこまでከくはない
のが現≧であるࠋ実に関しては�が実したことが
ないという結果にとどまり�知名度と合わせても障害者
支援設に関しては⢝・⨾容プログラムはあまり根付
いたものではないことがఛ࠼るࠋとはい࠼�⢝療法を
後実したいと⟅࠼た「意ḧ有り⩌」の事ᴗ所は�
ᙅであり�決してపいものではなく�認知度とẚべると
「⩌意ḧ有り」ࠋる࠼としては㧗いものであるとゝࢬーࢽ
において編成されたグループから�⫋員ഃからの「日常
に変を࠼たい」「ᴦしࢇでしい」という㢪いや�
用者ഃの⯆・関ᚰが実意ḧに⧅がることが分かったࠋ
ຍ࠼てࢼ࣐ーや⩦័としての定╔を望ࡴものもあり�ఱ
に║を⨨くかによってプログラム内容は変わるもの
においては「人手の足り「⩌意ḧ↓し」ࠋられる࠼と考ࡔ
なさ」「予算」にຍ࠼て「本当に⢝が有効か」の問
があることが分かったࠋ特にもともと⩦័が↓く⯆も
ⷧい人や� ⏨ᛶに対する⢝や⨾容に関しては�「必要
ないのではないか」という考࠼がᙉいࠋ後は障害者支
援設の⢝療法の効果にຍ࠼て�⏨ᛶの⢝・⨾容
の効果についても検討していく必要があるとい࠼るࠋ 
 
（参考文献） 
Ώ㑓ᫎ理（����）ᗣ成人ዪᛶの⢝行動における生理
ᚰ理学的研究 ؐストレスホルࣔン⣔、ᛶホルࣔン⣔
のᙳ㡪ؐ コスメトロジー研究報告����������� 
川名⩏♸（����）⢝と➗㢦による㨩力変 立正大学
ᚰ理学研究年報�����－�� 
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ベトࢼムにルーࢶがある人のẸ᪘アイࢹンテテに関する調査報告 
⏿ᑼ 有希 

（ᮾிᏛⱁᏛᩍ⫱Ꮫ◊✲⛉） 

.(< :25'6� ᅾ᪥࣒ࢼࢺ࣋ே㸪Ẹ᪘ࢸࢸࣥࢹ㸪㉁ⓗ◊✲

 
Ϩ㸬┠ⓗ 

近年�日本でᬽらすベトࢼム人のᩘはቑຍの一㏵を㎺
っている �����によると��月ᮎ時�出入国ᅾ␃⟶理ᗇࠋ�1
点でᅾ␃࢝ードཬび特別Ọ住者ド明書上に表記されて
いる国⡠・地域のなかで�ベトࢼムは中国に次ࡂ � で
あった 人ᩘはࠋ�2 ��  ��� 人であり�前年ᮎより � 
����人ቑຍしていた  ࠋ�2
ᅾ日ベトࢼム人について、㔝上������ 3�は、ᅾ日コࣜ

アン研究とẚ㍑しても�定住のṔྐのὸさから研究の
✚が༑分であるとはい࠼ないと指しているࠋ先行研究
では，ベトࢼムにルーࢶがある人に関する㉁的研究はᩓ
見されるものの�後もベトࢼムにルーࢶがある人のቑ
ຍが予想されることからも�さらなる検討が必要ࡔとい
がある人ࢶムにルーࢼよって，本研究では，ベトࠋる࠼
について検討することを目的とするࠋ 

 
ϩ㸬᪉ἲ 

 ࠔ調査༠力者ࠓ
日本に住ࡴベトࢼムにルーࢶがある人１人に調査を

行ったࠋ 
 
 ࠔ調査方法ࠓ
���� 年 ��月に実したࠋ本調査では࢜ࢹࣅ会㆟アプ

ࣜ]RRPを用いて�約 ��分の༙ᵓ㐀㠃᥋を実したࠋ 
 
 ࠔ調査内容ࠓ
���フェイスシート   
ձ年㱋�ղ日本でᬽらしጞめた年㱋�ճᐙᗞ内での使用
ゝ語�մ最終学Ṕ�յベトࢼム語力 
���Ẹ᪘アイࢹンテテについて 
ձ現ᅾのẸ᪘アイࢹンテテの㧗さ�ղẸ᪘アイࢹン
テテにᙳ㡪をཬࡰしたとᛮう経験�ճẸ᪘アイࢹン
テテはᒃ場所ឤと関連しているとᛮうか�մẸ᪘ア
イࢹンテテは自ᑛឤと関連しているとᛮうか�յ
ベトࢼムについて調べた経験， 
���調査༠力者の日本における経験と考࠼ 
նᾏ外にルーࢶがあるということが�生活‶足度にᙳ㡪
を࠼ているか�շベトࢼムにル̿ࢶがあり�Ⰻかった
とᛮうこと�そうではなかったこと�ոこれまでの経験
をり返り�現ᅾឤじていること�չこれまでḧしかっ
た支援�ᙺに立った支援 
 
 ࠔ倫理的㓄慮ࠓ
調査ࢹータは⤫計ฎ理し，調査༠力者が特定されるこ

とは一ษないこと，結果については学術的な目的以外に
使用しないこと，得られた回⟅は研究終後㐺ษにฎ分
することを明示し承諾を得たࠋ 
 

Ϫ㸬⤖ᯝ࣭⪃ᐹ 
ձフェイスシート 
ձ年㱋：��ṓ�ղ日本でᬽらしጞめた年㱋：�ṓ�ճᐙᗞ
内での使用ゝ語：ベトࢼム語�մ最終学：㧗༞であり�現
ᅾ大学ᅾ学中�յベトࢼム語力：日常会話程度 
 
���Ẹ᪘アイࢹンテテについて 
本研究とかかわりが῝い㉁問項目をᢤ⢋し�6&$74�で

分ᯒしたスターࣜーラインを示すࠋ 
 

ճẸ᪘アイࢹンテテはᒃ場所ឤと関連していると
ᛮうか 

関連しているとᛮうが�日本にいるときはあまりឤじ
ないࠋベトࢼムにいるときはベトࢼム語が༑分に話せな
いため�ベトࢼム語での自ᕫ表現が㞴しかったࠋ自分の
ឤをゝⴥにできないことから�ストレスやຎ等ឤをឤ
じたことがあるࠋベトࢼム人であるのにベトࢼム語で㐺
ษな自ᕫ表現ができなかったことから�Ẹ᪘アイࢹンテ
ムでのᒃ場所ࢼはప下し�そのストレスからベトテ
ឤがపくなったࠋ同時に日本のẸ᪘アイࢹンテテ
が㧗まったようなẼᣢࡕになったࠋ 
 
մẸ᪘アイࢹンテテは自ᑛឤと関連していると
ᛮうか 
関連しているとᛮうࠋベトࢼム人のᐙ᪘のもとでᬽら

してきたことから�ベトࢼム語を話すことができ�ベト
そのおࠋムの文や生活も㌟近にឤじることができたࢼ
かࡆで日本ࡔけではなくベトࢼムでの選択⫥が広がっ
たことにより�自ᑛឤが㧗くなったࠋ  
 
＜調査༠力者の日本における経験と考࠼＞ 
ոこれまでの経験をり返り�現ᅾឤじていること 
ᾏ外にルーࢶがあることによって�自㌟のど㔝を広ࡆ

られるとឤじたࠋベトࢼムにルーࢶがあり�日本で生活
していても日常生活のなかでベトࢼムが当たり前にᏑ
ᅾすることは�ベトࢼム以外のᾏ外の文などにも೫見
をᣢたなくなり�それࡒれの国のⰋさがあることを理ゎ
できるとឤじるࠋまた�ᾏ外に行く際は�行った国の文
やルーࢶにᚑうべきであり�それが┦手の国に対してᩗ
意をᣢつことࡔとឤじるࠋ 
 
４．まとめと後の課題 
本研究は，�人のベトࢼムにルーࢶがある人にインタ

ュー調査を行ったため�㉁的研究における検討を行うࣅ
ことができたࠋ調査༠力者は�ベトࢼムで生まれ��ṓか
ら日本で生活している人であったが�日本での生活が調
査༠力者に大きなᙳ㡪を࠼ていることが明らかにな
ったࠋしかしながら�日本で生まれたベトࢼムにルーࢶ
がある人など同じベトࢼムにルーࢶがあるが，␗なる⫼
ᬒがある人について�検討することはできなかったࠋ 
後は�調査対象者をቑやし�よりከᵝな⫼ᬒや経験�

考࠼について検討を行うこと必要があるとい࠼るࠋ後�
ベトࢼムにルーࢶがある人について検討を行うことに
よって�より詳細なẸ᪘アイࢹンテテとᒃ場所ឤ�
自ᑛឤについて検討していくことが課題になったࠋ 
 

（ᩥ⊩） 
�）㇂ ⠇子������� ᅾ␃ベトࢼム人のከᵝᛶ：ከ文
共生社会にྥけた̾考察� 共生科学� ��� ����� 
�）出入国ᅾ␃⟶理ᗇ������� ௧和 �年 �月現ᅾにおけ
るᅾ␃外国人ᩘについて�最終㜀ぴ日：���� 年 �� 月 ��
日� 
KWWSV���ZZZ�PRM�JR�MS�LVD�SXEOLFDWLRQV�SUHVV���B�
�����KWPO 
�）㔝上 ᜨ⨾������� ᅾ日ベトࢼム人に関する研究の課
題と展望� ⚄ᡞ文人㢮学研究� �� ������ 
�）大㇂ ᑦ������� � ステップコーࢹングによる㉁的
ータ分ᯒ手法ࢹ 6&$7 の提 ̿╔手しやすくᑠ規ᶍࢹ
ータにも㐺用可能な理論の手続き̾� 名ྂᒇ大学大学
㝔教育発達科学研究科紀要� ��� �� ������ 
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ADHD ഴྥ(不ὀ意)がᙉいඣ❺の理ゎ・支援に関する調査研究 
̿ᑠᏛᰯ㏻ᖖのᏛ⣭にᅾ⡠ࡿࡍὀពࡀ㢧ⴭにࡿࢀࡽࡳඣ❺ࢆᑐ㇟と࡚̿ࡋ 

 ᾆ᪂⳯  ᶫᮏ୍୕ۑ

（ᮾிᏛⱁᏛ） 

.(< :25'6� $'+' ഴྥ㸪ὀព㸪㏻ᖖᏛ⣭ 

Ϩ㸬ࡵࡌࡣに 
 近年，͆ 発達障害グレーࢰーン（グレーࢰーン）͇ とい
うゝⴥが広がりを見せており，「特別支援教育のᅾり方
に関する特別委員会」（文科┬，2011）においても使用
されているࠋそもそも͆ グレーࢰーン と͇は，ᒣ田（2024）
によると「障害のഴྥがあるがデ᩿基準を‶たしていな
い≧ែ」を指すࠋしかし，このゝⴥの使用㢖度の㧗さに
反し，͆ グレーࢰーン͇というものがどのような≧ែで
あるのかというලయ的なീは未ࡔ示されておらず，どの
ような場㠃でᅔりឤをᢪ࠼ているのか，また，障害があ
るとデ᩿されているඣ❺との㐪いはఱか，など，明らか
になっていないことがከいࠋまた，͆グレーࢰーン と͇い
うゝⴥによるㄗゎが生じる可能ᛶがあることなどから，
その表現を㑊けた方がⰋいという意見も見られるࠋ 

ϩ㸬┠ⓗ 
 本研究では，ᑠ学ᰯにᅾ⡠する，Ａ㹂㹆㹂症≧の一部
は認められるがデ᩿には⮳らない，またはおそらくデ᩿
されないという≧ែのඣ❺（以下，Ａ㹂㹆㹂ഴྥのある
ඣ❺）の不ὀ意ഴྥの程度ཬびከ動-⾪動ᛶの程度，
ADHD ഴྥのあるඣ❺に現≧行っている支援を明らか
にすることで，ᑠ学ᰯにおけるＡ㹂㹆㹂ഴྥのあるඣ❺
の実ែや支援≧ἣをᢕᥱし，͆ グレーࢰーン͇という≧
ែを明確する手がかりを得ることを目的に調査を行
ったࠋ 
 また，ከ動-⾪動ᛶは࿘ᅖから見て㢧ᅾしており，┤
᥋的な支援を検討されることがከいが，不ὀ意に関して
はデ᩿の検討などが先送りされることがከく，見㏨され
やすいとุ᩿したため，回は ADHD ഴྥのあるඣ❺
の中でも，不ὀ意ഴྥがᙉいඣ❺を対象とすることとし
たࠋ（以下，対象ඣとするࠋ） 

Ϫ㸬᪉ἲ 
調査方法：࢜ンライン上の㉁問紙調査法 
調査時期：2024 年 7 月～8 月 
調査対象：㤳㒔ᅪにあるᑠ学ᰯ 4 年生の担任教ㅍ，特別
支援コーࢿࢹーター各 1000 名 

調査内容：ձフェイスシート，ղ教員Ṕ，ճ学⣭にᅾ⡠
する ADHD ഴྥ（不ὀ意）のあるඣ❺の人ᩘ，մ対
象ඣの学年，յ対象ඣのᛶ別，ն対象ඣのከ動-⾪動ᛶ
のᙉ度（とてもある 3～全くない 0 の 4 ௳法），շ対
象ඣの不ὀ意の程度㹙中・Ᏹ㔝（2025）の教ᖌ用の
子どもの行動ࢳェックࣜスト作成に関する調査項目
より㹛，ո対象ඣの支援≧ἣ（」ᩘ回⟅）について回
⟅を求めたࠋ 

ͤճはᑠ学ᰯ 4 年生の担任教ㅍ，մは特別支援教育コー
 ࠋーターに回⟅を求めたࢿࢹ

ͤ中・Ᏹ㔝（2005）によるᑻ度は，回⟅の㈇担や項目
の分かりやすさを考慮し，原版から一部の文ゝ・項目
ᩘを変更したࠋ変更に際しては，予ഛ調査を行い，検
討したࠋ 

ϫ㸬⤖ᯝ 
 回得られた結果では，ᑠ学ᰯ 4 年生の担任教ㅍと特
別支援教育コーࢿࢹーターの回⟅に大きなᕪは見ら
れなかったため，ճ以外の㉁問項目に関しては同一対象
⩌として分ᯒすることとする（有効回⟅ᩘ  ࠋ（300
教員Ṕは，ᖹᆒ 14.2 年であったࠋ回⟅者の担当する

学⣭にᅾ⡠する ADHD ഴྥ（不ὀ意）のあるඣ❺の人
ᩘは，0-2 人と 2-4 人が最もከく，୧者を合わせると 53

名（34.1㸣），次いで 4-6 人 34 名（21.9㸣）であった（有
効回⟅ᩘ  ࠋ（155
対象ඣの学年は，ᑠ学ᰯ 4 年生の担任教ㅍに౫㢗した

ために最もከく，175 名（58.3㸣）であったࠋ特別支援
教育コーࢿࢹーターが対象ඣとして回⟅したのは，ᑠ
学ᰯ5年生42名（14.0㸣），ᑠ学ᰯ6年生37名（12.3㸣）
がከく，㧗学年が大༙を༨めていたࠋ 
 対象ඣのᛶ別は，⏨ඣ 265 名（88.3㸣），ዪඣ 32 名
（10.6㸣），その他 1 名（0.3㸣）であったࠋ 
 対象ඣのከ動-⾪動ᛶは，とてもある178名（59.3㸣），
ᑡしある 99 名（33.0㸣），あまりない 15 名（5.0㸣），
全くない 3 名（1.0㸣）であったࠋ 
 対象ඣの不ὀ意得点の合計ᖹᆒ値は 22.3 （SD=4.9），
最大値は 30 であったࠋ各項目のᖹᆒ値が㧗いものは順
に「ᩚ理ᩚ㡻がⱞ手で，ᮘの上・ᮘの中がとても雑で
ある」（2.7），「ᤵᴗ中，㖄筆などの文ᡣලで㐟ࡔࢇり，
手㐟びをしている」（2.6），「学⩦などの課題や活動に必
要なものをなくす」（2.5）であったࠋ 
対象ඣに現≧行っている支援として，ከい順に個別対

応」199 名（66.3㸣），「ᮘ間ᕠどの重ど」159 名（53.0㸣），
「見Ᏺり」140 名（46.6㸣），「個別指ᑟ計画の作成」119
名（39.6㸣），「通⣭による指ᑟ」97 名（32.3㸣），「支援
員がついている」25 名（8.3㸣），「その他」16 名（5.3㸣）
であったࠋ  

Ϭ㸬⪃ᐹ 
 学⣭にᅾ⡠する ADHD（不ὀ意）ഴྥのあるඣ❺の人
ᩘは，0-4 人が最もከく回⟅されており，文科┬（2022）
の「通常の学⣭にᅾ⡠する特別な教育的支援を必要とす
るඣ❺生ᚐに関する調査」で明らかになった合と概ࡡ
一⮴していたࠋ   
 また，対象ඣの学年としては，に㧗学年がその大༙
を༨めていたࠋこの要ᅉとしては，ప学年の時には全య
として⾪動ᛶが㧗かったり，ὀ意がᩓₔࡔったりしても，
学年が上がるにつれてⴠࡕ╔いて集中できるඣ❺がቑ
特ᛶのあるඣ❺が㢧ᅾしてくるため，教ᖌഃがそ，࠼
のᅔりឤや特ᛶにẼ付きやすいということが᥎測され
るࠋ 
対象ඣのከ動-⾪動ᛶに関しては，9 以上が「ᑡしあ

る」または「とてもある」と回⟅しているࠋ回の調査
ではできるࡔけከ動-⾪動ᛶよりも不ὀ意のഴྥがᙉい
ඣ❺を想定するように回⟅者に౫㢗したにも関わらず，
このような結果となった要ᅉとしては，教ᖌのඣ❺らの
特ᛶに関するẼ࡙き・発見の順ᗎとして，不ὀ意よりከ
動-⾪動ᛶの方が᪩いことが考࠼られるࠋከ動-⾪動ᛶの
ゝ動の方がその他の症≧・行動より目立つため，まず教
ᖌはそうした支援ࢽーࢬにẼ࡙き，その後支援を行って
いく中で不ὀ意の特ᛶにẼ࡙くというプロセスになっ
ているのではないかとᛮわれるࠋຍ࠼て，対象ඣのᛶ別
は⏨ඣが約 9 を༨めていたが，学㱋期においてከ動-
⾪動ᛶは⏨ᛶにከく見られるため，このような結果とな
ったと᥎察するࠋ 
 また，ADHD（不ὀ意）ഴྥのあるඣ❺の支援として
は，「個別対応」・「ᮘ間ᕠどの重ど」など，教ᖌが個別で
行う支援が㧗い合で行われていたࠋ一方，通⣭や支援
員などといった担任教ᖌ以外からの支援はあまり行わ
れていないことが明らかになったࠋ 
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ᗂඣの予測・᥎測力の発達的変 
̿/&�5 のᅇ⟅の㉁ⓗ࡞ศᯒ̿ࡽ 

࣭�୰ ᮥⰼ㸨{࣭ᶫᮏ ୍⏣ۑక ₩�࣭⇃㇂ ு�࣭ᑠᰗ ⳯✑4࣭▼ᕝ ༟☻4࣭ᇽᒣ வᕼ�࣭ᮡᒸ ༓ᏹ� 

（1 ᮾிᏛⱁᏛᏛ㝔ᩍ⫱Ꮫ◊✲⛉）（� ᮾிᏛⱁᏛ≉ูᨭᩍ⫱࣭ᩍ⫱⮫ᗋ࣮ࢱࣥࢭࢺ࣮࣏ࢧ） 

（� ᐑᇛᩍ⫱Ꮫ）（4ᮾிᏛⱁᏛᏛ㝔㐃ྜᏛᰯᩍ⫱Ꮫ◊✲⛉）（� ┠ⓑᏛ）（� ᫂Ꮫ㝔Ꮫ） 

.(< :25'6�ᗂඣ㸪≧ἣのண ࣭᥎ 㸪/&�5 

Ϩ㸬ࡵࡌࡣに 
 「/&�5 ゝ語・コ࣑ュࢣࢽーシࣙン発達スࢣール㹙ᨵ
ゞ版㹛」（以下，/&�5）には，他の知能検査や発達検査，
ゝ語発達検査には見られない，「≧ἣ画の理ゎ」という
特有の課題があるࠋこれを通㐣するためには，現ᅾの≧
ἣを表す図版を見て，その未᮶に起こることを予測した
り，㐣ཤに起きたことから᥎測したりする力が必要とさ
れるࠋそして，予測・᥎測した内容をゝ語して人にఏ
しかし，予測や᥎測に関連すࠋられる力も求められる࠼
る先行研究には，表図やලయ≀の選択によってその能
力をᢕᥱするものがከく，予測・᥎測した内容のうࡕゝ
ⴥで表現できたものに╔目した研究は見られないࠋ 
 
ϩ㸬┠ⓗ 
そこで本研究では，/&�5 の「≧ἣ画の理ゎ」課題

の回⟅に↔点を当て，以下の 2 点を目的とした1ࠋ 点目
は，ᗂඣがゝⴥで表現した予測や᥎測の内容を，㉁的に
分㢮することにより，その内容の発達的変を明らかに
することである2ࠋ 点目は，≧ἣを理ゎして予測・᥎測
ができることと，その予測・᥎測した内容をゝⴥで表現
できることとの㐪いについて明らかにすることであるࠋ 
 
Ϫ㸬᪉ἲ 
1㸬ᡭ⥆ࡁ 
༠力者は，月㱋 30 か月から 82 か月（年㱋 2 ṓ � か

月から � ṓ 10 か月）のᗂඣ 12� 人（ᛶ別の内訳：⏨子
�1 人，ዪ子 �3 人）であった�5&/ࠋ の実手続きにᚑ
い，各༠力者において必要な課題をすべて実したࠋ 
�㸬ㄢ㢟ෆᐜ 
 /&�5の全 ��課題のうࡕ，「課題 4�≧ἣ画の理ゎ（１）
̿予測̿」と「課題 �� ≧ἣ画の理ゎ（２）̿᥎測̿」
の 2 つに↔点を当てるࠋ課題 4� は 3 つの項目でᵓ成さ
れる課題であるが，本研究では「1� ⴠ書き」と「2� お
もࡷࡕ」の結果を報告するࠋそれࡒれの≧ἣ画（「1� ⴠ
書き」は⏨の子がቨにⴠ書きしているᵝ子にዪᛶがẼ࡙
いた図，「2� おもࡷࡕ」は⏨の子が 1 人でおもࡷࡕを使
っているᵝ子を 3 人の⏨の子が見ている図）を見せて，
Ⓩ場人≀がこのあとどうなるかをᑜࡡ，ゝ ⴥによる説明
を求めたࠋ説明が正⟅であればそこで終とし，説明の
ㄗりや↓反応，関連のない発話があった場合には，㏣ຍ
で，その次に起こりうる≧ἣの選択⫥が 2 つ示された図
版を見せ，このあと起こるのはどࡕらࡔとᛮうかをᑜࡡ
たࠋ課題 �� は 2 つの項目でᵓ成される課題であるが，
本研究では「1� ᳜ᮌ㖊」の結果を報告するࠋ≧ἣ画（
れた᳜ᮌ㖊の前でおじさࢇが⏨の子に対してཝしい表
をしており，おじさࢇの後ࢁにࡡこが見࠼る図）を見
せて，≧ἣを理ゎできているかどうかを確かめる㉁問を
した後で，その≧ἣとなった理由をᑜࡡる㉁問をし，ゝ
ⴥによる説明を求めたࠋ 
 
ϫ㸬⤖ᯝ 
各課題項目に対するゝⴥによる回⟅を，࢝テࣜࢦーࡈ

とに分㢮する方法での，㉁的な分ᯒを行った࢝ࠋテࣜࢦ
ー名をࠒ ࠑ，サブ࢝テࣜࢦー名を㹙 㹛のかっこで表すࠋ 
 課題 4�「1� ⴠ書き」に対する 88 人の回⟅のうࡕ，正
⟅の発話（回⟅者ᩘ 38 人）は，ࠑ⏨の子がయࠒで㹙次

の≧ἣ㹛，㹙対応㹛，㹙考࠼㹛を表す発話，ࠑおẕさࢇが
యࠒで㹙ឤ㹛を表す発話，ࠑ社会的なルールࠒを表す発
話に分㢮されたࠋㄗ⟅の発話（�0 人）は，ࠑ⏨の子が
యࠒで㹙の行動㹛，㹙次の行動㹛，㹙ឤ㹛を表す発話，
ࠒがయࢇおẕさࠑ，を表す発話ࠒの子の行動の結果⏨ࠑ
で㹙⏨の子のኌかけ㹛と㹙考࠼㹛を表す発話，ࠑその他ࠒ
の発話に分㢮されたࠋ 
課題 4�「2� おもࡷࡕ」に対する �� 人の回⟅のうࡕ，

正⟅の発話（44 人）は，ࠑ㐨ᚨ的価値ุ᩿ࠒとして㹙ឤ
㹛と㹙ルール㹛を表す発話，3ࠑ 人の子どもたࡕがయࠒ
で㹙対応㹛と㹙ឤ・ᛮい・表㹛を表す発話に分㢮さ
れたࠋㄗ⟅の発話（�� 人）は，ࠑ㐟ࡪことに関ᚰࠒがあ
る発話，3ࠑ 人の子どもたࡕがయࠒで㹙の≧ἣ㹛，㹙ḧ
求・ᛮい・表㹛，㹙対応㹛を表す発話，1ࠑ 人の子どもが
యࠒで㹙対応㹛，㹙ឤ㹛，㹙次の≧ἣ㹛を表す発話，ࠑそ
の他ࠒの発話に分㢮されたࠋ 
課題 ��「1� ᳜ᮌ㖊」に対する �4 人の回⟅のうࡕ，正

⟅の発話（31 人）は，ࠑおじさࢇの考࠼のㄗりを理ゎし
説明できたࠒ発話とࠑ一⯡的など点ࠒをᣢつ発話に分㢮
されたࠋㄗ⟅の発話（43 人）は，ࠑおじさࢇと同じど点ࠒ
をᣢつ発話，ࠑおじさࢇはࡡこにẼ࡙いていないことを
理ゎしていないࠒ発話，ࠑ説明不足ࠒの発話，ࠑその他ࠒ
の発話に分㢮されたࠋ 
 
Ϭ㸬⪃ᐹ 
 年㱋と，図版選択・≧ἣ理ゎの㉁問の正ㄗもຍし，
考察を行うࠋまず，時間的など点として，未᮶の予測や
㐣ཤの᥎測が求められているにもかかわらず，現ᅾの≧
ἣにὀ目する発話が見られる段㝵（2 ṓ༙～4 ṓ）から，
次の≧ἣとど点を⛣せるようになる段㝵（�～� ṓ）
の⛣行があるとゝ࠼たࠋたࡔし，次の≧ἣに╔目できれ
ば必ず正⟅できるわけではなく，Ⓩ場人≀の考࠼や対応
 ࠋとᛮ考をᕠらせ，説明できなければならなかった
年㱋ࡈとに見ていくと，3 ṓ㡭から，Ⓩ場人≀がᣢつ

ឤやᛮいにゝཬしていた4ࠋ ṓ㡭は，時間的など点が
現ᅾから㐣ཤ・未᮶ྥくようになる⛣行期であるため
か，ᵝࠎな࢝テࣜࢦーの回⟅が見られたࠋ��� ṓになる
と，≧ἣを理ゎしたう࠼でⓏ場人≀がྲྀるべき対応やᢪ
いている考࠼をලయ的に説明する回⟅が，Ᏻ定してከく
見られるようになったࠋ特にⓏ場人≀のㄗった信ᛕにẼ
࡙き指できる回⟅は 4 ṓ༙㡭からᚎࠎに出ጞめ，� ṓ
㡭にᏳ定したࠋこれはいわࡺる「ᚰの理論」研究におい
て，人の信ᛕを理ゎできるようになるとされる4��ṓ（㔝
田，2011）よりも年㱋がᑡし上であり，ゝ ⴥでの説明に
必要な⤫語的能力や意論的能力の発達がᙳ㡪した可
能ᛶが考࠼られる（ᮌ下，200�）ࠋまた，� ṓ㡭にᑡᩘ
ではあるが社会的ルールや㐨ᚨ的な価値ุ᩿などに関
連する回⟅が見られたࠋ≧ἣを見てⓏ場人≀のど点から
は一Ṍ引き，よりᐈ観的・一⯡的など点で価値やၿᝏに
ついてุ᩿する者は，かなりᑡᩘὴであったࠋ 
 最後に，年㱋にかかわらず，わからない，あるいは↓
反応の回⟅も見られたࠋしかしその中で最పでも༙ᩘの
回⟅者は図版選択や≧ἣ理ゎの㉁問には正⟅できてお
り，≧ἣの正しい理ゎや予測・᥎測はできているようで
あるものの，それをゝⴥで説明することには，もう一段
㝵上の㞴しさがあると考察されたࠋ 
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特別支援学ᰯにおけるඣ❺・生ᚐの実ែᢕᥱのための 

ᚰ理教育的アセスメントに関する調査研究 
䕿బ㔝ᫀᏊ䠍䠅       ᶫᮏ ୍䠎䠅          

䠄ඹᰤᏛᩍ⫱Ꮫ㒊䠅䠍䠅   䠄ᮾிᏛⱁᏛ䠅䠎䠅    

㻷㻱㼅 㼃㻻㻾㻰㻿㻦 ≉ูᨭᩍ⫱䠈≉ูᨭᏛᰯ䠈ᚰ⌮᳨ᰝ䠈Ⓨ㐩᳨ᰝ䠈⏣୰䝡䝛䞊䠈㼃㻵㻿㻯䠈 
 

࠙問題の所ᅾと目的ࠚ 
ᡃが国の公教育の場における特別支援教育対象のඣ

❺・生ᚐの指ᑟは，個別の指ᑟ計画に基࡙いて実され
ているのࡔが，個別の指ᑟ計画の作成については，ᗂ・
ᑠ・中・㧗・特別支援学ᰯ等の各学⩦指ᑟ要領に定めら
れているࠋ例࠼ば，特別支援学ᰯ学⩦指ᑟ要領総則第�章
「イ個別の指ᑟ計画の作成」の項には，「各教科等の指
ᑟに当たっては，個ࠎのඣ❺ཪは生ᚐの実ែを的確にᢕ
ᥱし，�中␎�個別の指ᑟ計画を作成することࠋ」��と記さ
れているࠋ近年の特別支援教育対象のඣ❺・生ᚐの障害
の≧ែが重度・重」，ከᵝしている≧ἣ下において，
ඣ❺生ᚐの実ែに༶した㐺ษな指ᑟを行うには，ඣ❺・
生ᚐの実ែを正しくᢕᥱした上で個別の指ᑟ計画を作成
することがとても重要であるࠋ文部科学┬が示している
個別の指ᑟ計画のᵝ式例 ��においては「諸検査」「知能検
査」の欄が設けられており，ඣ❺・生ᚐの実ែを正しく
ᢕᥱするために，検査が行われることが前提となってい
ると考࠼られるࠋ一方で，௦表的なᚰ理検査の一つであ
る :,6& では，実資格要௳として，「ಖ་療，福祉，
教育等のᑓ㛛機関においてᚰ理検査の実にᦠわるᴗ務
にᚑ事する人」かつ「大学㝔修ኈ課程でᚰ理検査に関す
る実践実⩦をᒚ修した方もしくはᚰ理検査の実方法や
倫理的用について同等の教育，研修を受けている方」
かつ「ᚰ理学，教育学または関連する分㔝の༤ኈ号，ᚰ
理検査に係る資格�公認ᚰ理ᖌ，⮫ᗋᚰ理ኈ，学ᰯᚰ理ኈ，
⮫ᗋ発達ᚰ理ኈ，特別支援教育ኈ�，または་療関連国ᐙ
資格�་ᖌ，ゝ語⫈ぬኈ等�のいずれかを有する方，ある
いは国ᐙ公務員ᚰ理⫋�ᐙᗞุ所調査ᐁ等�，地方公務
員ᚰ理⫋�ඣ❺ᚰ理ኈ等�の⫋でᚰ理検査の実にᦠわる
方」と定められており，学ᰯ教員が実者となるには，
ハードルが㧗いࠋそこで，全国の特別支援学ᰯにおいて，
どのような種㢮のᚰ理教育的アセスメントが活用されて
いるのか，また，ㄡがアセスメントを実しているのか，
教員はᚰ理教育的アセスメントについてどのような考࠼
をもっているのか，その実ែを明らかにすべく調査したࠋ 

࠙方法ࠚ 
 ート調査ࢣRRJOHフォームを用したアン*ࠔ調査方法ࠓ
�～����年�月ࠔ調査時期ࠓ月ࠓ調査対象ࠔ全国の特別
支援学ᰯの教員ࠋ回⟅者は各ᰯ各学部１名とし，その選
出は各ᰯに一任したࠋ回⟅のあった���௳を分ᯒ対象と
したࠋᑦ，学ᰯとしての回⟅ではなく，回⟅者自㌟の経
験や考࠼に基࡙いての回⟅を求めたࠓࠋ調査内容ࠔձ回
⟅者の務する学ᰯの所ᅾ地（㒔㐨ᗓ┴）ղᅾ⡠してい
るඣ❺・生ᚐに対するᚰ理教育的アセスメント実の有
↓ ճ（ղで「実有」の回⟅者）実しているᚰ理
教育的アセスメントの種㢮 մ（ղで「実有」の回⟅
者）ᚰ理教育的アセスメントの実者 յᚰ理教育的
アセスメントについての考࠼  
ータは⤫計ฎ理し，回⟅者ཬび学ࢹ調査ࠔ倫理的㓄慮ࠓ
ᰯなどが特定されることは一ษなく結果については学術
的な目的以外に使用しないことを明示し承諾を得た（ᮾ
ி学ⱁ大学研究倫理委員会承認���）ࠋ 

࠙結果ࠚ 
ձ全国��㒔㐨ᗓ┴のうࡕ��の㒔㐨ᗓ┴の教員から回⟅を
得たࠋղᚰ理教育的アセスメントの実については，
「実有」���௳��㸣，「実↓」���௳��㸣という結果
で合計ᩘが本㉁問有効回⟅ᩘ��� ௳ ���㸣を㉸࠼たࠋこれ
は「ᑵ学前に実」について「有」「↓」方に࢝ウン

トしているࢣースがあるためࢁࡔうࠋ「実している」
というゎ⟅のうࡕ「必要なඣ❺・生ᚐに対してのみ」��
௳ ��㸣，「全員に実」�� ௳ ��㸣，「ᑵ学前，ᡈいは入
学後すࡄに実」�� ௳ ��㸣，「各学部 � 年生に対して実
」�� ௳ ��㸣，「学年を決めて対象学年に実」�� ௳
�㸣となっており，対象と定めている学年は学ᰯにより
ᵝࠎであり，他に「㌿入生に実」「不定期」という回
⟅もあったࠋճ実されているᚰ理教育的アセスメント
は，この㉁問の有効回⟅ᩘ ��� ௳のう6」ࡕ 0̿ 社会生活
能力検査（担任・ಖㆤ者が記載）」��� ௳，「太田ステー
ジ」�� ௳，「㐲ᇛᑎ式」�� ௳，:,6&̿ϫ（またはϪ，Ϭ）
��௳，田中ࢿࣅー��௳，新版.式発達検査��ࠋったࡔ௳
他にも 1& プログラム，.－$%&，.,'6 など �� 種㢮のᚰ理
教育的アセスメント名がᣲࡆられたࠋմ検査の実者は，
「担任教ᖌ」が最もከく ��� ௳ ��㸣，次いで「コーࢹ
��ーター」��௳�㸣，「学部・学ᰯの（分ᤸ）担当者」ࢿ
௳ �㸣，「外部ᑓ㛛ᐙ」�� ௳ �㸣，「かかりつけ་・通っ
ているᑓ㛛機関」��௳�㸣，「ᰯ内のアセスメントᢏ能を
もつ教ᖌ」�� ௳ �㸣という結果ࡔったࠋ他に，:,6& 等の
ᑓ㛛ᛶが求められる検査については，「スクール࢝ウン
セラー」「大学教員」「教育センター」「療育センター」
等がᣲࡆられたࠋյ「特別支援学ᰯの教員は，ᚰ理教育
的アセスメント（知能検査・発達検査など）を実する
スキルや結果ゎ㔘する知㆑と能力を㌟につける必要があ
るとᛮいますか」という問いに対して「ある」��㸣，
「ない」��㸣，「どࡕらでもない」��㸣ࡔったࠋ「ある」
のうࡕ「ᚰ理検査等の実スキルを㌟に付けることで，
ඣ❺の指ᑟにᙺ立つ」��� ௳，「ᚰ理検査等の知㆑は特
別支援教育に必要なᑓ㛛ᛶࡔから」�� ௳，「ない」のう
ᚰ理検査等の実ែᢕᥱが有効ではあるが，ᑓ㛛ᐙ等」ࡕ
が実し結果ゎ㔘まですることがよいと考࠼る」�� ௳，
「ᚰ理検査等はᙺ立つとはᛮうが，教員のᴗ務の⠊ᅖ外
であるので，ྲྀり入れる必要はない」７௳，「どࡕらで
もない」として「有ᚿの教員が自ᕫ研㛑としてᚰ理検査
等の実スキルを㌟に付けるのはⰋいことࡔとᛮうが，
全員が㌟に付ける必要ᛶはឤじない」「結果をゎ㔘する
知㆑は必要とᛮうが，検査はᑓ㛛ᐙに任せた方がⰋい」
という回⟅があったࠋ 

࠙考察ࠚ 
 調査の結果，「特別支援学ᰯの教員は，ᚰ理教育的アセ
スメントを実するスキルや結果ゎ㔘する知㆑と能力を㌟
につける必要がある」と考࠼ている教員が��㸣に上ってい
ること，全国の特別支援学ᰯにおいてඣ❺・生ᚐの実ែを
正確にᢕᥱするためにᚰ理教育的アセスメントの実に関
してᵝࠎなᕤኵがなされている実ែがุ明したことから，
特別支援教育にᦠわる上で，ᚰ理教育的アセスメントに関
する知㆑やᢏ能は重要なものであると認㆑されていること
が明らかになったࠋ 
特別支援教育対象のඣ❺・生ᚐのᩘが年ࠎቑຍを続けてい

る現≧において，学ᰯ教員がᚰ理教育的アセスメントに関す
る知㆑をもつことは有┈であることに間㐪࠼ないࢁࡔうࠋ 
           ࠙文献ࠚ 
��文部科学┬：特別支援学ᰯ学⩦指ᑟ要領等（ᖹ成��年�
月公示・ᖹ成��年�月公示） 
��文部科学┬：資料５個別の指ᑟ計画ᵝ式例
KWWSV���ZZZ�PH[W�JR�MS�DBPHQX�VKRWRX�WRNXEHWX�PDWHULDO���������KWP    

             （6$12 6KRNR，+$6+,0272 6RLFKL） 
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日本発達障害支援システム学会 

����年度 研究セミナー・研究大会 
大会‽ഛጤဨ会 

 
委 員 長 大క₩（ᮾி学ⱁ大学） 

事務局長  

理   事 

୕ᾆ ᕦஓ （ᮾி㎰ᕤ大学） 

ᶫ本 ୍ （ᮾி学ⱁ大学） 

準備委員 

（五十音順）  

ᯞ ྐ㞝 （大㜰ᩍ育大学） 

ᑿ㧗 㑥⏕ （㡰ኳᇽ大学） 

ிᯘ ⏤ᏘᏊ （ᒸᒣ┴❧大学） 

ᑠᓥ 㐨⏕ （⟃Ἴ大学） 

㟖⏣ ᾈ信 （⩌㤿大学） 

Ⅽᕝ 㞝 （ᖇி大学） 

細川 かおり （千葉大学） 

渡邉 貴裕 （順天堂大学）  

大会事務局  小柳 菜穂 （東京学芸大学） 

西村 裕子 （日本発達障害支援システム学会事務局） 

 
 
＜大会ദᶵ㛵＞ 
日本発達障害支援システム学会 
 

＜大会ົᒁ＞ 
日本発達障害支援システム学会 
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